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宇宙地球科学専攻のアドミッションポリシー 

 

 本専攻は、専攻設立の趣旨として、「物理学の基礎を身につけ物理学の最先端

の成果を武器として宇宙地球科学の研究・教育を行う」ことを掲げている。そ

のため、学部学生の教育を物理学科として一本化し、大学院においては、専攻

独自のカリキュラムに基づく教育と同時に、合同の入学試験、研究発表・評価

方式を取り入れ、学習と研究の中に常に物理学的視点を持つことを重視してい

る。従って、専攻に受け入れる学生に対しても、自然現象に対する素朴な好奇

心を持つと同時に、現象を可能な限り物理的、定量的に理解しようとする態度、

能力を学部段階において培ってきたことを求める。宇宙地球科学専攻の専門分

野は、生物学を含む物質科学、地球・惑星科学、天文・宇宙論まで極めて広い

分野に広がっている。それぞれの分野において、野外活動、観測技術、理論等々、

重視する視点が異なる。受け入れたい学生も、上に述べた基本的資質を持つ限

り、特定のスタイルにこだわることはなく、様々なタイプの学生を受け入れて

いる。 

 博士前期課程では、本専攻に関連する分野においてプロフェッショナルな研

究者を志す者も、課程終了後に専門にこだわらず民間企業などに広く活躍の場

を求める者も区別せずに受け入れている。あくまでも物理学を基礎にした知識

を身に付けている学生を求めており、特化した専門分野に詳しい必要はない。

博士前期課程は、自由に、また深く専門知識を見につけ、研究能力を磨くこと

の出来る期間であるから、そのことに邁進する強い決意をもった学生であるこ

とが必要である。博士後期課程の学生は、独立した研究者として研究分野の最

前線で活躍し、民間企業や国公立の研究所等において、自立した研究者として

の役割を果たすことが求められる。そのための能力と意欲を持ったものを積極

的に受け入れている。 
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        宇宙地球科学専攻 平成 28 年度総括報告 
 
                         専攻長  近藤 忠 
専攻の体制と人事 

平成 28 年度における専攻の体制は基幹講座が 8 で変更はありませんでしたが、

協力講座ではレーザーエネルギー学研究センターの中井光男教授、坂和洋一准

教授、重光啓介准教授がレーザー宇宙実験グループとして 4 月より加わりまし

た。その他、多くの教員異動がありました。10 月より谷篤史助教が神戸大学准

教授に、1 月より藪田ひかる助教が広島大学准教授に、平成 29 年 4 月に橋爪光

助教が茨城大学教授としてそれぞれ転出しました。新たな教員人事では、10 月

より佐々木研に木村淳助教が新たに着任しました。また、本年度末で定年とな

る常深博教授の後任人事を進め、平成 29 年 4 月付けで名古屋大学から松本浩典

氏の着任が決まりました。2 名の助教が転出となった寺田研では、新たに准教授

1 名の人事選考を開始しました。いずれの人事も選考委員会を設置し、国際公募

としています。長峯研では科研費に伴う特任助教人事を行い、岩崎一成氏の採

用が決まりました。この結果、1 月より専攻内では女性教員不在の状況となって

います。更に平成 31 年度末には 3 人の教授が定年退職となる状況、大学全体で

実施している教員削減計画も踏まえ、専攻としては大きな変革期にさしかかっ

ており、専攻の長期的な将来計画に関しても検討を開始しています。 
一方、専攻事務ではこれまで 6 名体制を維持してきましたが、平成 27 年度末

に任期となった 2 名の補充を行わず、初めて 4 名の事務職員体制で進めました。

8 つの研究グループと 4 種類の専攻共通事務、合計 12 種類を 4 名で 3 種類ずつ

という重い業務になりましたが、幸い経験豊富な方々が互いに協力して運営し

て頂いた結果、大きな問題を生じずに終えることができました。また、芝井研

には大型科研費の事務管理に伴う新たな事務職員として、9 月より奥澤夏子さん

が雇用されています。尚、平成 29 年度前半には新たに 2 名の雇用年限となるた

め、長期的にも少人数での専攻事務体制の改善策を検討する必要があります。 
専攻予算と研究費 

ここ数年間減額が続いている運営費は、大きく減額となった平成 28 年度より

更に減りました。大きな要因として、本年度オープンとなる理学研究科新棟建

設費確保と電気料金高騰があります。その結果、各研究グループへの配分額が

大幅に減らさざるを得なくなりました。専攻の共通経費にも大きな影響があり、

前述した秘書室体制の変化にも現れています。この傾向は直ぐに改善が見込ま

れず、次年度予算に関しても不透明な部分が多いため、今後、運営交付金配分、

間接経費、業務量などを再検討する必要があります。外部資金獲得状況として

は、今年度も多くの科学研究費補助金及びその他の研究費を受領しています。
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Ｈ28 年度の大型科研費として新たに住貴宏准教授の特別推進研究が採択されま

した。これらは獲得した教員の直接経費以外にも、間接経費となって専攻運営

にとって大きな位置を占めています。大型外部資金による研究のための事務職

員の人件費や建物の整備など、専攻の必要項目に充当しました。 
教育研究の状況 

 教育関係では、次年度から導入される 4 学期制や、その後の教育改革に伴う

議論が活発化しました。学部・大学院とも大きな影響は無いと想定されますが、

共通教育改革や教員数減少に対応したコマ数や専門科目の削減が大きな論点に

なっています。大学院では本専攻が極めて低い評価を受ける項目に博士後期課

程充足率があります。平成 29 年度入学の博士後期課程に関しては定員 13 名に

対し 11 名の合格者となり、近年では最も高い充足率となりました。今後も学問

の道に進む人材を生み出していけるように、研究時間の確保や経済的支援に関

し、研究科とも連携して整備を進めていくべきであると思っています。 
 研究関係では、Ｘ線天文グループが深く関与した「ひとみ衛星」が機能停止

するというニュースと共に始まりましたが、廣野哲朗准教授らによる地震断層

試料分析による新たなすべり量評価法、及び非晶質微粒子を用いた活断層の新

しい活動性評価法、本専攻卒業生の松本徹氏らによるはやぶさ試料の履歴解析、

ひとみ衛星による銀河団中心の乱流速度測定、植田千秋准教授らによる磁場中

での物質分離実証、寺田健太郎教授による月への酸素移動、などの結果がプレ

スリリースされました。また、2 月には住貴宏准教授が日本天文学会・林忠四郞

賞を受賞するという大変名誉な報告もありました。これらのニュースは平成 28
年度にデザインを刷新した専攻 WEB や研究科 WEB にも掲載されています。 
その他 

国際化の点では新たな進展があり、マッコリー大学との学術交流協定を締結

しました。また、レーザーエネルギー学研究センターの主導でローレンスリバ

モア国立研究所との大学間協定にも加わりました。これらは関連する宇宙地球

科学セミナーも開催しており、今後の教育・研究に関する協力関係の発展を期

待したいところです。年度末には長年にわたって専攻の発展に御尽力頂いた常

深博教授の最終講義が、新しくオープンした理学研究科教育研究交流棟（J 棟）

にて開催され、利用者第一号となりました。本当に長い間お疲れ様でした。 
最後に 

 運営費・教員定員の削減の他、電子ジャーナル問題や定員充足など、まだ検

討が必要ですが、構成メンバーのご協力やご助言のもと、無事この一年を終え

られたことを皆さんに感謝したいと思います。尚、平成 29 年度も近藤が専攻長

を務めることになりました。次年度も引き続きよろしくお願いします。                           
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研究室名  卒研４年生 その他

宇宙進化学 教　授 長峯　健太郎 Ｄ３ 高倉　理（委） Ｍ２ 国沢　佑介  幸田　泰明  Isaac SHLOSMAN

准教授 藤田　裕 Ｄ３ 加藤　広樹 辻　雄介  佐伯　駿 （招聘教授）

助　教 富田　賢吾 Ｄ２ 佐塚　達哉(委) 福島　拓真  牧野　謙  Luca BAIOTTI

福田　隼大  Kuan-Chou Hou（留） （特任准教授）

丸橋　美香  Michael Küffmeier（留）  Yang LUO

Ｍ１ 足立　知大  Aldrich Suratos（留） （特任）

北亦  裕晴  Sujatha Ramakrishnan（留）  清水　一紘

国松  翔太  Staicy Stadtler（留） （特任）

中村　亮介  青山　尚平

藤田　勝美 （特任）

 Kazem　ARDANEH 
（特任）

Ｘ線天文学 教　授 常深　博　 Ｄ２ 井上　翔太 Ｍ２ 五十嵐　宣孝  猿楽　直樹

准教授 林田　清　 正村　陸  古市　拓巳

助　教 中嶋　大 廣瀬　真之介  山崎　留歌

Ｍ１ 池山　優樹  Huang Ruochen

大西　里実  Silvio Anand Francis

川端　智樹   FORTUNE（留）

米山　友景  Suvadip MANDAL（留）

理論物質学 教　授 川村　光　 Ｍ２ 上松　和樹  市村　拓也  下川　統久朗

准教授 湯川　諭 永野　凱大  鳥海　篤 2/15退任　（特任）

助　教 青山　和司 羽矢　純也

山本　真帆

Ｍ１ 阿久刀川　潤

池田　光夢

中野　真里

新田　竣祐

惑星科学 教　授 寺田　健太郎 Ｍ２ 荻野　理史  新述　隆太

准教授 植田　千秋 赤井　真道  藤岡　光

准教授 山中　千博 橋口　友実  前薗　大聖

助　教 橋爪　光 蓮中　亮太  諸本　成海

助　教 藪田　ひかる Ｍ１ 椎野　朱里
(12/31退任） 田坂　直也

助　教 河井　洋輔 松田　貴博

宮　晃平

惑星内部物質学 教　授 近藤　忠 Ｄ３ 下山　裕太 Ｍ２ 白田　実希  大川　耀平

准教授 谷口　年史 田窪　勇作 真木　まゆみ  斉藤　龍之介

　 准教授 寺崎　英紀 三田井　慎吾  原田　啓多

助　教 境家　達弘 山岸　航大  廣本　健吾

Ｍ１ 黒川　冬華

廣海　真吾

藤川　勇志

赤外線天文学 教　授 芝井　広 Ｄ３ 桒田　嘉大 Ｍ２ 大山　照平  河崎　滉平

准教授 住　貴宏 佐々木　彩奈 永金　昌幸  合田　翔平

助　教 松尾　太郎 須藤　淳 平尾　優樹  宮崎　翔太

Ｄ２ 越本　直季 森  智宏  Lars Ludwig Hans 

Ｄ１ 伊藤　哲司 辰己　耕介   Bathe-Peters（留）

Ｍ１ 谷　貴人

山田　瞳子

大塚　愛里梨

宇宙地球科学専攻メンバー表　　　　　　　　　　　　

教　職　員 博士後期課程 博士前期課程
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研究室名  卒研４年生 その他

惑星物質学 教　授 佐々木 晶 Ｍ２ 金丸　仁明  五十嵐 優也

准教授 大高　理 田中　秀貴  石橋　悠太

准教授 佐伯　和人 西谷　隆介  岡本　和斗

助　教 谷　篤史 山口　雄太郎  田中　宏和

（9/30退任） Ｍ１ 桶間　千遥

助　教 木村　淳 河波　俊和

（10/1着任） 坂之上　聖史

地球物理化学 教　授 中嶋　悟 Ｄ２ 中谷　陽一 Ｍ２ 矢部　悠生  上坂　怜生

准教授 久冨　修 Ｄ１ 梅澤　良介 朝山　暁  山口　智子

准教授 廣野　哲朗 中屋　佑紀 金木　俊也  市場　達矢

助　教 桂　誠 工藤　幸会 土野池　直哉  山下　純子

富澤　亮太

森藤　直人

佐藤　亘

中橋　晶

Ｍ１ 館山　佐夢

小川　丈彰

中野　友貴

堀川　卓哉

丸山　大貴

山北　絵理

白井　沙季

合　計  Ｂ４：２８名 ７名

 留学生：８名

協力講座

教　授 中井　光男 Ｍ２ 下河原　浩志

准教授 坂和　洋一

准教授 重森　恵介

合　計

非常勤事務員 澤本　茂美（常深研・川村研・専攻共通） 常盤　真理子（寺田研・宇宙進化・専攻共通）

土屋　絵理（佐々木研・中嶋研・専攻共通） 西川　和子　（近藤研・芝井研・専攻共通）

奥澤　夏子（芝井研）

准教授：２名

准教授：１２名 Ｄ２：　４名 Ｍ１：３３名

レーザー
エネルギー学
研究センター

Ｄ３：　６名 Ｍ２：３７名

助　教：１１名

教　授：１名 Ｍ２：１名

博士後期課程 博士前期課程教　職　員

Ｄ１：　４名

教　授：　８名
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（単位：円）

講座経費
学部

学生経費
大学院

学生経費
留学生経費

設備維持
運営費

宇宙進化ｸﾞﾙｰﾌﾟ 1,237,453 37,485 774,369 0 40,200 2,089,507

常深研究室 1,237,453 37,485 490,287 0 0 1,765,225

寺田研究室 1,869,070 49,980 464,328 0 683,400 3,066,778

川村研究室 1,237,453 24,990 464,328 0 0 1,726,771

佐々木研究室 1,508,146 49,980 406,287 0 0 1,964,413

中嶋研究室 1,508,146 49,980 1,206,615 0 0 2,764,741

近藤研究室 1,508,146 49,980 574,287 0 281,400 2,413,813

芝井研究室 1,237,453 37,485 742,287 0 0 2,017,225

合　　計 11,343,320 337,365 5,122,788 0 1,005,000 17,808,473

※　昨年度の精算額、次年度への繰越額は含まない。

研究グループ名

当 初 配 分

合　計

運営費交付金　研究グループ配分一覧
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研究者 研究課題名

＜特別推進研究＞

継続 常深　博 高感度X線CCDとスーパーミラーによる観測と 27年度繰越額 1,900 千円

宇宙進化の研究

新規 住　貴宏 近赤外線重力マイクロレンズ観測による 47,250 千円

冷たい系外惑星及び 浮遊惑星の探索

＜新学術領域研究＞

継続 寺崎　英紀 核－マントル物質の構造と物性 7,200 千円

（分担、代表：鈴木　昭夫）

新規 林田　清 4,000 千円

継続 廣野　哲朗 観察・観測による断層帯の発達過程と 1,096 千円

ミクロからマクロまでの地殻構造の解明

（分担、代表：竹下　徹）

＜基盤研究＞

A 継続 川村　光 フラストレート磁性体のカイラル秩序化と異常伝導現象 5,800 千円

A 継続 長峯　健太郎 第３次革命を迎えた宇宙論的銀河形成シミュレーション 6,110 千円

：原始銀河形成と宇宙再電離

A 新規 長峯　健太郎 1,500 千円

 at high-redshift via direct collapse

（分担、代表：Shlosman Isaac）

A 新規 Shlosman Isaac 15,660 千円

 at high-redshift via direct collapse

A 継続 住　貴宏 重力マイクロレンズによる浮遊惑星の探索 1,329 千円

A 継続 住　貴宏 907 千円

A 継続 谷口　年史 フラストレート磁性体のカイラル秩序化と異常伝導現象 50 千円

（分担、代表：川村　光）

A 継続 寺崎　英紀 高圧物性から探る火星・水星核の組成とダイナミクス 4,200 千円

A 継続 山中　千博 複合電磁気観測網による地殻変動準備過程および 100 千円

地下流動の検知・監視技術開発

（分担、代表：服部　克巳）

A 継続 木村　淳 巨大ガス惑星の衛星形成の標準モデルの構築

（分担、代表：井田　茂）

A 継続 松尾　太郎 次世代大型望遠鏡における地球型系外惑星の 250 千円

撮像分光装置の研究

Understanding formation of supermassive black hole seeds

Understanding formation of supermassive black hole seeds

光子計数ピクセル検出器で実現するG2格子不要のX線タルボ干渉計

重力マイクロレンズによる地球質量系外惑星、浮遊惑星の探索

科学研究費補助金(文部科学省･日本学術振興会)受け入れ状況　

種　別 金　額
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研究者 研究課題名

＜基盤研究＞

A 新規 松尾　太郎 地球型系外惑星の熱放射観測のための 14,300 千円

超高安定分光装置の開発と宇宙望遠鏡への提案

B 継続 廣野　哲朗 粘土鉱物の脱水反応によるプレート境界断層浅部での 2,800 千円

大規模滑りの可能性

B 継続 中嶋　大 宇宙X線広視野高感度観測のための 4,600 千円

汎用高速低雑音アナログASICの開発研究 27年度繰越額 5,160 千円

C 継続 川村　光 地震発生の規則性と複雑性の起源に関する研究 300 千円

（分担、代表：加藤　尚之）

C 継続 久冨　修 光二量体化を用いた遺伝子発現と酵素活性の光制御 600 千円

C 継続 藤田　裕 銀河団環境とブラックホールの共進化 1,100 千円

C 新規 湯川　諭 破壊現象の非平衡ダイナミクスと統計力学的性質 700 千円

C 継続 Baiotti Luca 曲がった空間におけるダイナミクス 1,100 千円

C 新規 境家　達弘 惑星核条件における惑星内部物質の音速と 1,300 千円

密度の関係（バーチ則）の検証

C 継続 谷　篤史 900 千円

＜若手研究＞

A 新規 富田　賢吾 大規模マルチスケールシミュレーションによる 3,900 千円

星初期質量関数の起源の探求

B 新規 青山　和司　 フラストレート磁性体における格子歪みの効果の理論的研究 1,100 千円

＜挑戦的萌芽研究＞

新規 川村　光 地震断層のスロースリップ現象の統計物理的研究 2,000 千円

継続 廣野　哲朗 破砕帯・断層帯内に含まれる鉱物ナノ粒子に着目した 600 千円

新しい活断層評価法の確立

新規 山中 千博 月面における水のその場分析に向けた、 3,310 千円

宇宙機搭載用分光同位体分析装置の開発

（分担、代表：橋爪　光）

新規 富田　賢吾 先進的手法を用いた宇宙流体シミュレーションの高速化 2,000 千円

新規 橋爪　光 月面における水のその場分析に向けた、 1,800 千円

宇宙機搭載用分光同位体分析装置の開発

新規 林田　清 1,800 千円

表層型メタンハイドレート採取容器の開発とその生成史の解明

秒角以下で天体サイズを測定する多重像式X線干渉計の発明

種　別 金　額
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研究者 研究課題名

＜特別研究員奨励費＞

継続 井上　翔太 衝突現場における速度場構造と非平衡プラズマの 900 千円

検出による銀河団形成進化の研究

継続 越本　直季 900 千円

～恒星質量までの伴星の存在量の制限

継続 下山　裕太 初期地球内部における炭素分布とダイナミクスの解明 800 千円

継続 田窪　勇作 800 千円

金   額

50 GPa圧力領域までの鉄-軽元素融体の密度測定法の確立　

重力マイクロレンズ法によるM型星回りの地球質量

種　別
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相手先 研究者 研究課題名

＜共同研究　及び　受託研究＞

東京大学地震研究所 川村　光
地震活動パラメターと地震発生場の応力の　　
間に成り立つ定量的関係式

500 千円

大阪大学 　　　　　　　　　
基礎工学研究科

川村　光
スピントロニクス学術連携研究教育センター
(CSRN) 共同プロジェクト

1,000 千円

大阪大学                  
国際共同研究促進プログラム

長峯　健太郎
宇宙論的視点で追う巨大プラックホールの　　
生成と進化

7,120 千円

宇宙航空研究開発機構　　　
宇宙探査イノベーションハブ

佐伯　和人
小型2次元イメージング分光器の開発による　
水氷センシング技術の研究

642 千円

宇宙航空研究開発機構 住　貴宏
太陽系外惑星研究のためのWFIRSTコロナグラフ
の開発

400 千円

宇宙航空研究開発機構　　　
宇宙探査イノベーションハブ

山中 千博
ガス中微量水分計の小型・軽量・　　　　　　
ロバスト化技術の研究

180 千円

宇宙航空研究開発機構　　　
太陽系フロンティア開拓　　
オープンイノベーションハブ

橋爪　光
ガス中微量水分計の小型・軽量・　　　　　　
ロバスト化技術の研究

194 千円

コンポン研究所 山中 千博
プラズマ物理からみた　　　　　　　　　　　
地震前電離層電子密度変化の研究

実費旅費

東京大学　　　　　　　　　
原子力共同利用管理本部

山中 千博
石英の光刺激ルミネッセンス過程の　　　　　
分光学的研究

1,440 千円

東京大学 Baiotti Luca 大型低温重力波望遠鏡に関する研究（VI） 0 千円

東京大学 Baiotti Luca KAGRA検出器のデータ解析の研究(II) 0 千円

ウインテスト㈱ 桂　誠 サーモバイルの相対分光応答度の計測 3,400 千円

神戸大学　　　　　　　　　
科学技術試験研究委託事業

富田　賢吾
星形成・原始惑星系円盤の大規模　　　　　　
シミュレーション

2,000 千円

＜二国間交流事業＞

日本学術振興会 湯川　諭
外場による塑性変形の関与する　　　　　　　
破壊の制御とそのメカニズム

0 千円

その他の研究費受け入れ状況　

金　額
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相手先 研究者 研究課題名

＜研究助成金＞

公益財団法人 三菱財団 寺田　健太郎
「ポストイオン化」を新機軸とした　　　　　
次世代ナノスケール局所U-Pb年代分析装置の　
開発

900 千円

公益財団法人　　　　　　　
山田科学振興財団

寺田　健太郎
ポストイオン化を新機軸とした　　　　　　　
サブミクロンスケール局所U-Pb年代分析装置の　
開発

900 千円

アルプス・グリーンデバイス㈱ 中嶋　悟
有機無機複合材料の分光学的特性評価に　　　
対する研究

1,000 千円

レントオール奨学財団 中嶋　悟
比抵抗・音速測定複合化による　　　　　　　
コンクリート強度劣化の非破壊検査手法の開発

995 千円

㈱エーティック 中嶋　悟 岩石試料の非破壊検査手法に対する研究 600 千円

多木化学㈱ 中嶋　悟 コラーゲン等の保湿特性評価 456 千円

大阪大学　　　　　　　　　
超域イノベーション　　　　
博士課程プログラム　　　　
「独創的教育研究活動経費」

金丸　仁明
宇宙科学の学術的成果および　　　　　　　　
社会的意義の調査研究

454 千円

金　額
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化学専攻

F532

化学専攻

F524

F526

川村研

F528

化学専攻

F530

常深研

F516

常深研

F520

F522

川村研

F128

佐々木研

F132

寺田研

F130

F502

[学部等設備室]
電気室

F116

F122

佐々木研

F126

佐々木研

５階

常深研

F503

F527

川村研

F529

化学専攻

EV

EV

F521

川村研

F523

川村研

F525

川村研

F513

F515

常深研

F517

川村研

WC

宇宙進化

常深研

F508

F510

常深研

F111

佐々木研

F121

中嶋研

玄関ﾎｰﾙ

WC

F109

[学部等設備室]
設備室

F102

F102講義室
（124人収容）

F630

高分子科学専攻

F632

化学専攻

・・・宇宙地球科学専攻使用スペース

・・・他専攻または理学部共通スペース

Ｆ棟（1階-7階）
１階

宇宙進化

F624

宇宙進化

F626

高分子科学専攻

F628

宇宙進化

F616

宇宙進化

宇宙進化

F620

F622

F228

中嶋研

F230

寺田研

F232

F614

F222

近藤研

F224

中嶋研

F226

中嶋研

F202

F202講義室
（100人収容）

F210

学生実験室

F212

化学専攻

宇宙地球科学棟［Ｆ棟及びＧ棟地下］　　平　面　図

EV

EV

寺田研

F216

中嶋研

F220

事務部倉庫

F625

化学専攻

F627

化学専攻

F629

F617

宇宙進化

F621

宇宙進化

F623

WC

F611

客員研究室

F613

学生実験室
（ドーム室）

F227

６階
F601

宇宙進化

F603

中嶋研

F608

F608会議室

給湯室

F223

川村研

F225

近藤研

セミナー室Ⅱ

中嶋研

F217

近藤研

F221

学生実験室

F701

物置

２階

近藤研

F203

WC

中嶋研

F213

F215

佐々木研

F330

佐々木研

F332

佐々木研

７階＜屋階＞

F322

近藤研

F324

F326

佐々木研

F328

F310

中嶋研

F316

芝井研

F320

芝井研

佐々木研
F329

EV

F321

佐々木研

F323

佐々木研

F327

佐々木研

ｾﾐﾅｰ室Ⅰ

F315

芝井研

F317

芝井研

３階
F303

芝井研

WC

F313

F302

芝井研

芝井研

F308

化学専攻

G015

WC

G006

[学部等設備室]
電気室

G013

化学専攻

化学・
高分子科学共通

G012

F426

近藤研

F428

近藤研

F430

化学専攻

寺田研

F420

F422

近藤研

F424

近藤研

F402

寺田研

寺田研

F408

F410

宇宙地球秘書室

寺田研

F416

G016

化学・
高分子科学共通

宇宙地球科学
低温実験室

芝井研

G018

化学専攻

G007

化学専攻

G008

高分子科学専攻

Ｇ棟（Ｂ1階）
地階

受水槽置場

G003

[学部等設備室 ]

G004

EV

EVﾎｰﾙ

F432

F421

寺田研

F423

近藤研

F429

近藤研

暗室

F413

F415

寺田研

F417

寺田研

4階
F403

寺田研

55

WC

EV
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宇宙地球科学専攻所有大型装置一覧

品　　　目 数量 規　　格 購入年度 金額（千円）

川村研究室

並列計算機 1
1U Rack Customized Server, 2U 
Ruck Customized Server

2007年 6,719

近藤研究室

X線発生装置　  1 Cut.No.4012 1996年 8,000

ローターX線発生装置 1 RU-200 4148 1996年 8,200

IP型X線回折装置 1 R-AXIS(IV) 1998年 18,900

顕微ラマン分光装置 1 日本分光 2002年 23,000

DAC用レーザー加熱装置 1 日本レーザー 2008年 9,500

高周波スパッター装置 1 サンユー電子 2004年 4,700

デジタル・フォスファ・オシロ
スコープ

1 米国テクトロニクス社　DPO5054 2011年 1,585

３Ｄプロッター 1 ローランドディー．ジー．MDX-40A 2011年 719

動き解析高速カメラ 1 キーエンス　VW-6000 2011年 966

液体ヘリウム再凝縮装置 1 仁木工芸　PT410HeRL-FS 2013年 11,970

微小部X線回析装置 1 RINT-RAPIDⅡ 2013年 32,550

任意波形/ファンクションジェネレータ 1 AFG3251C/テクトロニクス 2014年 842

高感度CMOSデジタルカメラ 1 ORCA-Flash4.0/浜松ホトニクス 2014年 2,309

高解像度Ｘ線イメージングユニット 1 M11427-42-YAG/浜松ホトニクス 2014年 2,155

Ｘ線イメージングシステム用ステージ 1 理学相原精機 2014年 1,047

三次元水圧マイクロマニピュレータ 1 WR-6-1/成茂科学器械研究 2014年 567

Hydrothermal ダイヤモンドセル 1 Model HDAC III 2015年 1,068

プログラム温度コントローラ 1 200V-30A 2016年 594

密度・音速測定用高温真空炉 1 ナガノ 2016年 6,296

佐々木研究室

1000トン超高圧発生装置 1 NP-1000 1988年 基礎工より移管

高圧発生装置 1 キュ—ビック型700ton 1995年 27,538

原子間力顕微装置AFM 1 SIIナノテクノロジーNanopics 2003年 秋田大学より移管

月面観測用画像分光望遠鏡 1 JFEテクノリサーチALIS 2003年 秋田大学より移管

スライディングルーフ天体観測ドーム 1 協栄産業SR-2x4.5 2004年 2,888

ガスクロマトグラフ質量分析計 1 PerkinElmer/Clarus 600 GCMS 2009年 12,947

電子スピン共鳴装置 1 JEOL/JES-FA200　 2009年 20,000

芝井研究室

赤外線分光光度計 1 BOMEM社製 2008年 名古屋大学より移管

高剛性・精密型X軸ステージ 1 シグマ光機 2009年 名古屋大学より移管

軸外放物面鏡 2 Tydex（露） 2009年 名古屋大学より移管

気球搭載用放物面鏡サポート 1 住友重機械工業 2009年 名古屋大学より移管

気球搭載用クライオスタット 1 住友重機械工業 2009年 名古屋大学より移管

リチウム電池IM90-9(S)専用充電器 1 新神戸電機 2009年 名古屋大学より移管

高剛性高強度ミラー 3 NEC東芝スペースシステム 2010年 名古屋大学より移管

気球搭載遠赤外線干渉計 1 大阪大学 －

宇宙観測データ解析用サーバー 1 大阪大学 2011年 9,941

恒温槽（-40～+100℃） 1 タバイエスペック 常深研より移管

常深研究室

クリーンルーム 1 1994年 20,000

Ｘ線発生装置 1 1995年 12,000

二結晶分光器 1 1997年 30,000

２１ｍビームライン 1 1997年 25,000

I.T STAR DOME 2800 観測室付き 1 アストロ工学工業（株） 2004年 3,780

CCD評価装置 1 浜松ホトニクス㈱　SSD-01 2004年 4,673

開放型マイクロフォーカス 1 浜松ホトニクス㈱　L8321-01 2004年 13,965

高性能三次元空気ばね式防振台 1 ヘルツ株式会社　TDIS-2012LAKY 2005年 1,595

パルスチューブ冷凍機 1 岩谷瓦斬株式会社　P007 2005年 1,352

パルスチューブ冷凍機用コンプレッサー 1 岩谷産業株式会社 2006年 14,679

ＮＡＳマシン 1 ｼｰﾃｨｰｿﾘｭｰｿﾝ社　RANS-5250GBSR2 2007年 815

ターボキューブ排気ユニットキャスター 1
ファイファーバキューム
TSH071/MVP035-2DN63

2008年 1,491
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品　　　目 数量 規　　格 購入年度 金額（千円）

常深研究室

CCDカメラ冷却装置 1 岩谷瓦斯(株)製　CRT-P007-HTN 2008年 2,520

CCDカメラ冷却装置 2 岩谷瓦斯(株)製　CRT-P007-HTH 2009年 4,986

CCD実験用大型真空装置 1 堀口鉄工所製　CV-500 2010年 1,480

冷凍機 1 住友重機械工業㈱　SRS-2110 2010年 2,205

冷凍機 1 住友重機械工業㈱　SRS-2110 2011年 2,352

MIO-PreFMボード 2 三菱重工株式会社　99AS50505 2012年 3,215

SpaceCard-PreFMボード 1 三菱重工株式会社　99AS50506 2012年 1,665

1段スターリング冷凍機駆動電源 1 住友重機械工業㈱　KE0757TA 2012年 9,996

寺田研究室

イオンマイクロアナライザー 1 日立IMA2A 1980年 34,700

AFM装置 1 JSPM4200 1999年 16,275

ガスクロマトグラフ質量分析計　  1 JEOL AMS-Sun200 2002年 8,358

走査電子顕微鏡 1 JEOL JSM-5510LV 2002年 11,214

振動磁力計・大型ﾍﾙﾑﾎﾙﾂｺｲﾙ
ﾎﾟｰﾙﾋﾟｰｽ型電磁石

1 2002年 1,300

３Dリアルサーフェス顕微鏡一式 1 VE9800　キーエンス 2006年 13,177

エネルギー分散型X線分析装置 1 Genesis 2000 EDAX 2006年 7,140

高周波電子スピン共鳴年代測定装置 1 2008年

テラワットコヒーレント白色光ライダー受信装置 1 2008年

ガスクロマトグラフ質量分析計　  1 Agilent5975GCMSｼｽﾃﾑ 2012年 10,658

パイロライザー 1 EGA/PY-3030D Pyrolyzer 2012年 3,143

分析走査電子顕微鏡 1 JEOL JSM-6010A 2012年 11,949

ネオオスミウムコーター 1 Nwoc-STB 2012年 2,262

電子スピン共鳴年代測定装置 1 JES-X320 2013年 36,750

MULTUM-SIMS 1 JEOL製 2006年

フェムト秒レーザー 1 スペクトラフィジックス社製 2013年 25,200

真空蒸着装置 1 JEE-420 2013年 2,310

超高速液体クロマトグラフシステム 1 UltiMate3000HPLC 2013年 2,525

中嶋研究室

顕微フーリエ変換赤外分光光度計 1 MFT2000 1993年 15,995
ﾗﾏﾝ・ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ分光ｼｽﾃﾑ
顕微ﾗﾏﾝ分光ｼｽﾃﾑ
顕微ﾗﾏﾝ分光用顕微鏡及びﾚｰｻﾞｰ光源

1 Raman One 1994年 9,260

レーザー顕微鏡 1 FUX-B5SP-Ar 1998年 6,915

DNAシーケンサー 1 SQ-5500 1998年 6,405

近接場顕微分光装置 1 POPS NFIR-200 2000年 37,931

生体分子精製装置 1 AKTA purifier 2001年 6,332

化学発光解析装置 1 Fluor-S/MAX 2001年 6,294

顕微可視分光計用検出器システム 1 DV4200E 2003年 4,515

顕微赤外分光用近接場顕微鏡 1 NFIR-300N 2003年 22,312

流体その場観察セル 1 H-ATR200 2004年 4,998

高温高圧その場観察装置 1 HP-IR1000 2004年 7,998

３次元顕微鏡　冷却カラーCCDカメラ 1 DB441 F1 2004年 4,501

３次元顕微鏡　オートフォーカスZ軸 1 AF Z 2004年 1,910

３次元顕微鏡　3D画像解析システム 1 Auto ３D 2004年 2,588

比表面積測定装置 1 Shimadzu FlowSorb III 2305 2008年 2,069
TG/DSC 熱分析装置 1 NETZSCH STA499F3 Jupiter 2009年 11,581
水熱合成装置 1 HPテクノス 社製 2010年 6,500

ラマン顕微鏡 1 XploRA 2011年 13,944

熱分析装置STA449F3用ハイスピード炉 1 NETZSCH 2011年 3,076

赤外顕微鏡システム 1 IRT-5200OH 2014年 4,795

フーリエ変換赤外分光光度計 1 FT/IR-4100STOH 2014年 1,978

分子間相互作用解析装置 1 Single-Q 2014年 1,580

ガスクロマトグラフ質量分析装置 1 GCMS-QP2010 2015年 8,694

紫外可視分光光度計 1 V-750CH 2015年 1,976

ガスクロマトグラフ質量分析装置 1 GC/MSソリューション（ソフト） 2016年 1,468

長峯研究室

並列計算機 1 VT, 2U Rack Customized Server 2014年 4,733

データストーレージ 1 ラックマウント型ストーレージシステム 2015年 648

並列計算機 1
Visual Technology VT64 Server E5-
1TF(V4)

2016年 2,236

並列計算機 1 Real Computing RC Viento 2016年 480

並列計算機 1 RC C-Serverクラスタリングシステムム 2016年 4,999
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教務関係 

 

 理学部物理学科のカリキュラムについては、前年度までのものを継続した。学部成

績の GPA 制度が年次進行中である。理学研究科宇宙地球科学専攻の大学院カリキュラ

ムについて、本年度については、変更は無かった。2015 年度より、博士後期課程への

進学を前提としたプログラムとして、大学院理学研究科にもオナープログラムが設置

され宇宙地球から専攻から１名ずつ採用されているが、今年度（2016 年度）の新たな

採用はなかった（上記の 2人は継続中）。 

 第三期中期目標に向けた大規模な教育改革の一環として学事暦が４学期（春学期、

夏学期、秋学期、冬学期）制に変更され、平成 29年度より開始する予定である。それ

にむけ、学部大学院とも、物理学、宇宙地球科学分野のカリキュラムの再検討／最構

築を行なった。 
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博士前期課程大学院入試（第 1 次募集と第 2 次募集） 

 

宇宙地球科学専攻は、8 月末もしくは 9 月初めに物理学専攻と合同で第 1 次募集の

大学院入学試験を行うと同時に、平成 17 年度からは、より広い分野からの人材を受け

入れるべく、10 月に専攻独自の第 2次募集を行っている。 

第 1次募集（定員 28名）は、平成 28 年 8月 30 日～9 月 1日に行われた（出願期間：

平成 28 年 7 月 6日～8 日、合格発表：9 月 7 日）。筆記試験は 8月 30 日 9:00-12:30 に

物理、14:00-15:00 に英語の試験が行われた。これに引き続いて口頭試問が 8月 31 日

10:00-18:00 と 9 月 1 日 9:30-13:00 に行われた。宇宙地球科学専攻の合格者は    

29 名であった（入学者は 27 名）。 

第 2次募集（定員若干名）は、平成 28 年 10 月 29日に筆記試験と口頭試問が行われ

た（出願期間：平成 28 年 10 月 13 日～14 日、合格発表：11 月 2 日）。9:30-10:30 に

英語、11:00-12:30 に宇宙地球科学・小論文の筆記試験が行われた。小論文は、天文

学・宇宙物理、地球科学、物性、一般物理などの分野の 4 問のうち 2 題選択とした。

引き続いて口頭試問が 14:00から行われた。この試験の結果、11 名の受験者から 5名

が合格した（入学者 5名）。 

第 1次募集、第 2次募集を合わせて、合計 32 名が博士前期課程に入学した。大学院

の過去の入試問題は、ホームページ 

  http://www.ess.sci.osaka-u.ac.jp/japanese/kakomon.html 

に掲載されている。 
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卒業研究合同発表会プログラム 

 

○ 日 時 ： 平成 29 年 1 月 28 日（土） 

○ 場 所 ： F102 講義室 

○ 発表時間： 10 分（発表 7分、質疑応答 3 分） 

○ 世 話 人： 寺田研究室 

 

午前の部 

① 10:00～10:30 

座長：常深教授  

諸本 成海 (寺田研) 

「月隕石 NWA2977 の U-Pbシステマティックス」 

市場 達矢 (中嶋研) 

「炭質物の熱熟成におけるメカノケミカル効果の実験的検証」 

原田 啓多 (近藤研) 

「低温高圧下光学観察装置の開発と H2O の相境界観察」 

 

② 10:30～11:10 

座長：寺田教授  

山下 純子 (中嶋研) 

「長野県北部神城断層における変形構造および鉱物学的特徴」 

河崎 滉平 (芝井研) 

「重力マイクロレンズ現象による惑星イベントMOA-2016-BLG-142及びMOA-2016-BLG-339

の解析」 

大川 耀平 (近藤研) 

「高圧相転移における剪断応力の効果」 

田中 宏和 (佐々木研) 

「宇宙風化作用における単体の硫黄の影響」 

 

③ 11:20～12:00 

座長：長峯教授 

合田 翔平 (芝井研) 

「トランジット分光測光装置のための高安定光源システムの開発」 

斉藤 龍之介 (近藤研) 

「水星外核条件下での Fe-Ni-S-Si 融体の音速・密度測定」 
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山口 智子 (中嶋研) 

「水分減少に伴う生体組織の電気物性変化の解析」 

五十嵐 優也 (佐々木研) 

「かんらん石の画像分光観測における表面状態の影響」 

 

④ 12:00～12:30 

座長：芝井教授 

上坂 怜生 (中嶋研) 

「不凍タンパク質の冷却赤外分光測定」 

牧野 謙 (長峯研) 

「Tri-axial star の安定性」 

新述 隆太 (寺田研) 

「月面のレゴリスサンプリング法の開発」 

 

午後の部 

⑤ 13:30～14:00 

座長：川村教授 

前薗 大聖 (寺田研) 

「火成岩の一軸圧縮で発生する電流の温度依存性」 

佐伯 駿 (長峯研) 

「楕円銀河 NGC 1275 のサブパーセクジェットの時間変化」 

宮崎 翔太 (芝井研) 

「系外惑星候補重力マイクロレンズイベントMOA-2015-337の解析」 

 

⑥ 14:00～14:40 

座長：中嶋教授 

廣本 健吾 (近藤研) 

「レーザー衝撃圧縮を受けた鉱物中の圧力減衰」 

石橋 悠太 (佐々木研) 

「Li2O-GeO2系の高温高圧での相関係」 

猿楽 直樹 (常深研) 

「Ｘ線天文衛星「すざく」による大質量Ｘ線連星IGR J16318-4848の観測」 

幸田 泰明 (長峯研) 

「N体シミュレーションの merger tree を用いた早期宇宙の巨大ブラックホールの成長に

ついて」 
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⑦ 14:50～15:20 

座長：近藤教授 

鳥海 篤 (川村研) 

「拡散律速凝集モデルにおける川の分岐角度分布」 

山崎 留歌 (常深研) 

「反射鏡を使用しない高解像度Ｘ線撮像法の検討」 

岡本 和斗 (佐々木研) 

「海洋調査において採取された氷様物質からメタンハイドレートを選別する手法の開発」 

 

⑧ 15:20～15:50 

座長：佐々木教授 

古市 拓巳 (常深研) 

「2 型活動銀河核 NGC4945 のⅩ線スペクトル変動」 

市村 拓也 (川村研) 

「モンテカルロシミュレーションを用いたハニカム格子磁性体における強誘電性の研究」 

藤岡 光 (寺田研) 

「始原小天体有機物の天体重爆撃模擬実験」 
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学位授与 

 

＜修士論文＞  世話役：中嶋研究室 

 

赤井 真道 「アルゼンチン Neuquén盆地 K/Pg境界堆積岩中の生物起源指標分子の分布と

大量絶滅事変のグローバル・ローカルな影響」 

 主査：寺田健太郎教授 副査：近藤忠教授、植田千秋准教授 

朝山 暁 「活断層における非晶質微粒子の定量とその溶解反応の速度論的解析」 

 主査：廣野哲朗准教授 副査：川村光教授、近藤忠教授 

五十嵐 宣孝 「XMM-Newton 衛星 X 線スペクトルを用いたペルセウス座銀河団中心部の 

高温ガス低温成分の研究」 

 主査：常深博教授 副査：林田清准教授、藤田裕准教授 

上松 和樹 「ランダムJ1-J2ハニカム格子反強磁性体における量子スピン液体的 

振る舞い」 

 主査：川村光教授 副査：谷口年史准教授、萩原政幸教授（物理） 

大山 照平 「遠赤外線干渉計 FITE 用遠赤外線センサーの性能評価」 

 主査：芝井広教授 副査：中嶋悟教授、住貴宏准教授 

金丸 仁明 「Effects of Rotation and Interior Density Distribution on the Surface 

Gravity Field of Asteroid Itokawa（小惑星イトカワにおける自転および 

内部密度分布が表面重力場に与える影響に関する研究）」 

 主査：佐々木晶教授 副査：寺田健太郎教授、佐伯和人准教授 

金木 俊也 「地震性滑りに伴う炭質物の物理化学的変化」 

 主査：中嶋悟教授  

副査：川村光教授、近藤忠教授、寺田健太郎教授、廣野哲朗准教授 

佐藤 亘 「模擬地下水流音の周波数特性の解析」 

 主査：中嶋悟教授 副査：近藤忠教授、寺崎英紀准教授 

下河原 浩志 「レーザー生成プラズマ中衝撃波におけるリヒトマイヤー・メシュコフ 

不安定性のモデル実験」 

 主査：坂和洋一准教授 副査：常深博教授、中井光男教授 

正村 陸 「すざく衛星搭載 XIS の Si-K 吸収端付近の応答関数の問題とその改善」 

 主査：常深博教授 副査：芝井広教授、林田清准教授 

白田 実希 「氷天体の内部海存在条件に対する硫酸塩の影響」 

 主査：近藤忠教授 副査：佐々木晶教授、寺崎英紀准教授 

田中 秀貴 「数値標高地図を用いた地形解析による伊豆大島斜面崩壊予測」 

 主査：佐伯和人准教授 副査：佐々木晶教授、大高理准教授 

辻 雄介 「超大質量ブラックホールへのガス降着流の 3次元シミュレーションと 

非一様流の光学的厚み」 

 主査：長峯健太郎教授 副査：藤田裕准教授、佐伯和人准教授 
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土野池 直哉 「地震時の断層における焼結現象およびその実験的再現」 

 主査：廣野哲朗准教授 副査：川村光教授、近藤忠教授 

富澤 亮太 「Observations of PM2.5 Sampled in Osaka and Simulation Experiments for 

Adsorptions of Volatile Organic Compounds (VOCs) on Mineral Aerosols 

(大阪で採取されたPM2.5の観察及び鉱物粒子への揮発性有機物吸着実験) 」 

 主査：中嶋悟教授 副査：寺田健太郎教授、佐伯和人准教授 

永金 昌幸 「MOA-2012-BLG-505Lb: A super-Earth mass planet in the Galactic bulge 

(銀河系バルジ領域にあるスーパーアース質量の惑星)」 

 主査：芝井広教授 副査：寺田健太郎教授、住貴宏准教授 

永野 凱大 「積層三角格子反強磁性ハイゼンベルグモデルの臨界現象の数値的研究」 

 主査：川村光教授 副査：谷口年史准教授、越野幹人教授（物理） 

中橋 晶 「Attenuated total reflection（ATR）IR spectroscopy of Interfacial water 

on colloidal particles (コロイド粒子表面における界面水の全反射吸収 

赤外分光測定) 」 

 主査：中嶋悟教授 副査：近藤忠教授、久冨修准教授 

西谷 隆介 「The effect of clathrate formation on concentrations of ammonia and 

ammonium ion in a subsurface ocean of icy moon  (クラスレートハイドレ

ート形成が氷衛星内部海のアンモニア及びアンモニウムイオン濃度に与える

影響」 

 主査：佐々木晶教授 副査：近藤忠教授、佐伯和人准教授 

平尾 優樹 「OGLE-2013-BLG-1761/MOA-2013-BLG-651Lb : A MASSIVE PLANET AROUND AN M/K 

DWARF  (OGLE-2013-BLG-1761/MOA-2013-BLG-651Lb : M または K 型星回りの 

巨大惑星) 」 

 主査：芝井広教授 副査：長峯健太郎教授、住貴宏准教授 

福島 拓真 「電子エネルギー分布の時間進化を考慮したガンマ線バースト残光放射 

モデル」 

 主査：長峯健太郎教授 副査：藤田裕准教授、林田清准教授 

福田 隼大 「双極性拡散を考慮した磁気流体計算による星間分子雲の熱的構造の研究」 

 主査：長峯健太郎教授 副査：芝井広教授、藤田裕准教授 

真木 まゆみ 「Fe-Ni-Si 融体の弾性特性の研究 ～火星核への応用～」 

 主査：近藤忠教授 副査：佐々木晶教授、寺崎英紀准教授 

丸橋 美香 「星形成におけるダストの成長とオパシティや表面積への影響」 

 主査：長峯健太郎教授 副査：藤田裕准教授、住貴宏准教授 

三田井 慎吾 「高温高圧下における鉄-水反応に対する硫黄の影響」 

 主査：近藤忠教授 副査：寺田健太郎教授、寺崎英紀准教授 

森 智宏 「変光観測による前主系列星の星周円盤の研究」 

 主査：芝井広教授 副査：佐々木晶教授、住貴宏准教授 
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森藤 直人 「Hydrothermal transformation of diatom silica as studied by in situ IR 

micro-spectroscopy (顕微赤外その場分光法による珪藻シリカの熱水反応 

変化)」 

 主査：中嶋悟教授 副査：近藤忠教授、久冨修准教授 

矢部 悠生 「LOVドメインの暗再生機構の解析」 

 主査：久冨修准教授 副査：中嶋悟教授、近藤忠教授 

山岸 航大 「パイロクロア酸化物磁性体 R2Ru2O7(R=rare earth)の合成及び磁性」 

 主査：近藤忠教授 副査：川村光教授、谷口年史准教授 

山口 雄太郎 「エチレンジアミン水溶液の急冷固体が示す淡青色についての考察」 

 主査：佐々木晶教授 副査：大高理准教授、寺崎英紀准教授 

山本 真帆 「沈み込み帯を模した不均一 1次元バネブロックモデルの 

数値シミュレーション」 

 主査：川村光教授 副査：湯川諭准教授、廣野哲朗准教授 

荒田 翔平 東北大学大学院理学研究科 

 「初代銀河における大質量ガスクラウドの形成過程の研究」 

 主査：長峯健太郎教授  

副査：芝井広教授、寺田健太郎教授、林田清准教授、藤田裕准教授 

  

・定例の修士論文公聴会は平成 29年 2 月 14 日・15日に物理学専攻と合同で執り行われた。 

 

 

 

＜博士論文＞ 
 

下山 裕太 「Thermoelastic properties of iron-carbide and carbonate melts under 

high pressure : implication for carbon in the Earth’s and lunar interiors 

 (高圧下における鉄－炭素合金とカーボネートメルトの熱弾性的性質：地球や

月内部における炭素への応用)」 

 主査：近藤忠教授  

副査：佐々木晶教授、寺田健太郎教授、浦川啓教授（岡山大学）、 

大高理准教授、寺崎英紀准教授 

  

・定例の博士論文公聴会は平成 29年 2 月 8 日に執り行われた。 
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進路状況 

＜理学部物理学科卒業者（宇宙地球科学教室配属者）＞ 計 28名 

・博士前期課程進学 23名 

 （宇宙地球科学専攻） 18名 

 （他専攻） 2名 

 （他大学） 3名 

・就職 4名 

 公務員等 1名 

 滋賀県高校教員  

 民間企業 3名 

 ㈱みずほ銀行、東急リバブル㈱、㈱オービック  

・その他 1名 

  

＜大学院博士前期課程修了者＞ 計 31名 

・博士後期課程進学 12名 

 （宇宙地球科学専攻） 9名 

 （他大学） 3名 

・就職 17名 

 教員・公務員 3名 

  兵庫県教員委員会、（学）雲雀丘学園、厚生労働省  

 民間企業 14名 

  ＪＸ日鉱日石金属㈱、シャープ㈱、新日鉄住金ソリューションズ

㈱、シンプレクス㈱、㈱タカギ、日本軽金属㈱、㈱日本総合研究

所、阪急電鉄㈱、㈱船井総合研究所、三菱重工業㈱、三菱電機㈱、

森合精機㈱、㈱やる気スイッチグループホールディングス、 

 

・その他 2名 

 

＜大学院博士後期課程修了者＞ 計 1名 

・その他  研究員 1名 

    

＜大学院博士後期単位取得退学者＞ 計 2名 
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学生支援活動 

 

＜研修旅行＞ 

  物理学科研修旅行 平成 28 年 4月 9日～10日 

  対  象：理学部物理学科 1年生 

  研 修 先：西はりま天文台、RCNP 

    参加教員：植田 千秋、谷口 年史、境家 達弘、河井 洋輔 

 

 

＜相談室等＞ 

  理学部学生相談委員：長峯 健太郎、湯川 諭 

  いちょう祭実行担当：桂 誠 

 

 

＜奨学金（大学院生）＞ 

日本学生支援機構奨学金 

   ・第一種奨学金 博士前期 25名、博士後期 4名 

   ・第二種奨学金 0 名 

   ・第一種・第二種奨学金 併用 博士前期 4名 
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TA・RA採用者名簿 

＜ティーチング アシスタント採用者＞  

・全学教育推進機構採用 

上松 和樹  (M2) 力学Ⅱ 

大山 照平  (M2) 物理学実験 

橋口 友実  (M2) 自然科学実験 1生物・地学、自然科学実験 2地学、地学実験 

平尾 優樹  (M2) 物理学実験 

福田 隼大  (M2) 宇宙地球科学１ 

丸橋 美香  (M2) 宇宙地球科学１ 

大塚 愛里梨 (M1) 電磁気学Ⅰ 

河波 俊和  (M1) 宇宙地球科学 2 

川端 智樹  (M1) 物理学実験 

北亦 裕晴  (M1) 力学Ⅱ 

黒川 冬華  (M1) 現代宇宙地球科学の基礎 

白井 沙季  (M1) 物理学実験 

谷 貴人    (M1) 力学Ⅰ、物理学実験 

中野 真里  (M1) 力学Ⅱ 

中村 亮介  (M1) 宇宙地球科学１ 

新田 竣祐  (M1) 電磁気学Ⅰ、物理学実験 

藤川 勇志  (M1) 力学Ⅱ 

藤田 勝美  (M1) 物理学 2B 

堀川 卓哉  (M1)  力学Ⅰ、物理学序論Ⅱ、物理学実験、自然科学実験 1生物・地学、 

         自然科学実験 2地学、地学実験、 

松田 貴博  (M1) 力学Ⅱ、物理学概論Ⅱ 

宮 晃平    (M1) 物理学概論Ⅱ 

山田 瞳子  (M1) 物理学実験 

 

・理学部採用  

下山 裕太 (D3) 宇宙地球フィールドワーク 1.2.3.4 

田窪 勇作 (D3) 宇宙地球フィールドワーク 1.2.3.4 

中谷 陽一 (D2) 物理学実験(生体物質の光計測) 

朝山 暁  (M2) 宇宙地球フィールドワーク 1.2.3.4 

上松 和樹  (M2) 統計力学 1演義スタンダード 

金木  俊也  (M2) 宇宙地球フィールドワーク 1.2.3.4 

佐藤 亘   (M2) 宇宙地球フィールドワーク 1.2.3.4 

正村 陸    (M2) 統計力学 1演義アドバンスト、力学１演義アドバンスト 

田中 秀貴  (M2) 宇宙地球フィールドワーク 1.2.3.4 

土野池 直哉 (M2) 宇宙地球フィールドワーク 1.2.3.4 

西谷 隆介  (M2) 物理学実験(高温・熱測定) 

廣瀬 真之介 (M2) 物理学実験(エレクトロニクス) 

真木 まゆみ (M2) 物理学実験(Ⅹ線) 

森 智宏  (M2) 物理学実験(エレクトロニクス) 

森藤 直人 (M2) 物理学実験(生体物質の光計測) 

足立 知大 (M1) 力学２演義アドバンスト 

- 30 -



池田 光夢 (M1) 統計力学１演義スタンダード 

大西 里実 (M1) 力学１演義アドバンスト 

小川 丈彰 (M1) 宇宙地球フィールドワーク 1.2.3.4 

桶間 千遥 (M1) 物理学実験(高温・熱測定) 

河波 俊和 (M1) 宇宙地球フィールドワーク 1.2.3.4 

国松 翔太 (M1) 力学２演義アドバンスト 

館山 佐夢 (M1) 物理学実験(生体物質の光計測) 

中村 亮介 (M1) 連続体力学、現代宇宙地球科学の話題 

藤川 勇志 (M1) 物理学実験(Ⅹ線) 

丸山 大貴 (M1) 物理学実験(生体物質の光計測)、宇宙地球フィールドワーク 1.2.3.4 

山北 絵理 (M1) 宇宙地球フィールドワーク 1.2.3.4 

山田 瞳子 (M1) 物理学実験基礎 

 

 

 

＜リサーチ アシスタント採用者＞ 

・基礎科学研究者養成プロジェクト    

須藤 淳   (D3) 芝井研究室 

佐塚 達哉 (D2) 長峯研究室 

中谷 陽一 (D2) 中嶋研究室 

伊藤 哲司  (D1) 芝井研究室 

梅澤 良介 (D1) 中嶋研究室 

中屋 佑紀 (D1) 中嶋研究室 
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教員担当委員一覧

近藤　忠 専攻長、総合学術博物館湯川記念室委員会、
レーザー研・共同研究専門委員会委員、国際物
理コース(IPC)運営委員会、総合学術博物館兼任
教員、防災委員会、ハラスメント対策委員会、
理学部入試委員会、理学懇話会運営委員会、選
挙管理委員会、研究推進委員会、評価委員会、
防災班員、SEEDS運営委員会委員、SEEDS選考小
委員会委員長、TA・RAあり方検討WG委員

寺田　健太郎 情報倫理委員会、２次試験実行委員、Web情報委
員会、広報委員会、大学院入試委員会、大学院
教育教務委員会、選挙管理委員会、国際物理
コース(IPC)運営委員会

松尾　太郎

富田　賢吾

湯川　諭

大高　理

寺崎　英紀

境家　達弘

学部教育教務委員会、ブロック安全衛生委員会
エックス線・放射線専門委員会、広報委員会
オープンキャンパス小委員会、物理学科教務委
員

藪田　ひかる Web情報委員会、専攻ＨＰ作成

桂　誠 いちょう祭実行担当、防災班員

橋爪　光 放射線障害防止委員会

ＯＤＩＮＳ、学年縦断合宿委員

専攻秘書室機器担当

研修旅行

青山　和司 ネットワークシステム委員会、情報ネットワー
ク室連絡会議、ＯＤＩＮＳ

河井　洋輔 研修旅行

学生生活委員会、理学部学生相談員、年次報告
書作成、物理学科教務委員、学生生活委員会

理学部入試実施委員会

学年担任(２年)、宇宙地球フィールドワーク、
共通教育地学実験世話人、学生実験小委員会、

兼任教員（地学、専門基礎教育科目（理系）科
目長）、共通教育連絡委員会　(兼任教員（地
学））、学生実験小委員会、新入生既修得単位
認定審査委員(地学)

廣野　哲朗

山中　千博

分析測定室連絡会議、情報資料室運営委員会、
議長団、安全衛生担当、新入生既修得単位認定
審査委員(地学)

広報委員会、基礎科学研究者養成プロジェクト
実施委員会、議長団

住　貴宏

物理学科教務委員、学部教育教務委員会、学生
生活委員会、理学部学生相談員、ＯＵＳＳＥ
Ｐ、総合学術博物館湯川記念室委員会、総合学
術博物館兼任教員、21世紀懐徳堂企画委員会、
適塾管理運営委員会、サイバーメディアセン
ター高性能計算機システム委員会

防災班員中嶋　大

谷口　年史 学年担任(１年)、物理学科教務委員、高大連携
世話人、総合学術博物館兼任教員

林田　清 省エネ対策委員、基礎理学プロジェクト研究セ
ンター連絡会議、専攻ＨＰ作成

教育支援室連絡会議、施設マネジメント委員
会、学生実験、大学院の英語コースの体制作り
WG

藤田　裕 研究支援室連絡会議、理学部プロジェクト教育
実施委員会、理学懇話会運営委員会

 ＜教授＞

川村　光 大学院入試委員、大学院入試委員会、先端強磁
場科学研究センター運営委員会、研究企画推進
部委員

 ＜助教＞

 ＜准教授＞

佐伯　和人

研究科長、企画調整会議、防災委員会、情報倫
理委員会、理学部入試委員会、放射線安全委員
会、研究公正委員会、個人評価委員会、研究推
進委員会

常深　博

ブロック安全衛生管理委員、年次報告書作成、
安全衛生担当、大学院入試委員会、大学院教育
教務委員会、安全保障貿易管理アドバイザー、
基礎理学プロジェクト研究センター連絡会議

長峯　健太郎

芝井　広

副研究科長(企画調整会議)、企画調整会議、防
災委員会、情報倫理委員会、理学部入試委員
会、理学部入試実施委員会、学務評価委員会、
施設マネジメント委員会、研究公正委員会、大
学院教育プログラム実施委員会、研究推進委員
会、入試委員会委員(全学)、生物科学科生命理
学コース運営委員会

中嶋　悟

植田　千秋 国際交流委員会、社学連携委員会、理学研究科
留学生担当、研修旅行

佐々木　晶

久冨　修 動物実験委員会、学務評価委員会、議長団、学
年担任(３年)
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入試実務関係 

 
本専攻の教員は学部、大学院に関する入試の実務に携わっている。その仕事は質・量とも

に膨大であり、負担は大きいが、近年は更なる増加傾向にある。その性格上、個人名をこ

こに出すことはできないが、業務量の現状を知って頂くことは重要であると考え、あえて

個人名は伏せて報告する。  

 

学部入試 

前期日程では主に物理の問題に関わり、物理学専攻と協力して出題、採点に大きな責任を

負っているが、その他にも部局内外での物理系入試関連の業務に協力している。平成 29年

度入学からは、新たに世界適塾ＡＯ入試がスタートし、物理系では挑戦型としての出題・

採点・面接業務を開始した。同じくＡＯ入試としての国際オリンピックＡＯ入試では，平

成 29年度入学希望者がなかったが、引き続き枠を残している。近年の出題ミスの増加への

対応として、全学的にも問題点検の業務量が増加しており、教員数の減少もあることから、

ほぼ全教員が何らかの業務に携わる状況となっており、複数業務に関わる例も出ている。

前期試験での物理では作題委員以外にも採点業務があり、英語採点を含め多くの教員が関

与している。その他、私費外国人留学生特別選抜、海外在住私費外国人留学生特別入試（平

成 28 年度入学より）、日韓共同理工系学部留学生に関する業務もあり、これには書類審査

とともに面接も担当している。センター試験や前期試験では、例年通り監督業務にも多く

の教員が従事した。 

 

大学院入試 

物理学専攻と共同で前期課程 1 次募集の入試を実施している。実際上、監督等の実務につ

いては全て教員の負担で行なわざるを得ない状態にある。数名の教授・准教授が出題・点

検・採点に、助教がデータ管理ならびに監督業務に携わった。面接試験には教授全員と多

数の准教授が関与した。平成 17 年度から宇宙地球科学専攻が独自に実施している前期課程

2次募集でも、多くの教員が準備作業、出題・点検・採点および試験監督業務に携わった。 
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学外委員  

 

川村 光 日本物理学会 / 副会長 

  日本学術会議 / 連携会員 

  日本学術会議 / 物理学委員会 物性物理学・一般物理学分科会 委員 

  日本学術会議 / 地球惑星科学委員会 委員 

  日本学術振興会 / 

                  「海外における研究費政策とファンディング・システムの状況に関する調査」 

研究会 委員 

京都大学数理解析研究所 / 専門委員会 委員 

  西宮湯川記念事業 / 運営委員会 委員 

  東京大学物性研究所 / 協議会委員 

東京大学物性研究所 / スーパーコンピューター共同利用課題審査委員会 委員 

Progress of Theoretical and Experimental Physics / 編集委員 

  Highly Frustrated Magnetism (HFM) 2016 / International Advisory Board 

近藤 忠 日本鉱物科学会 / 日本鉱物科学誌編集委員 

佐々木 晶 日本学術会議 / 連携会員 委員 

日本学術会議 / 地球惑星科学委員会 委員 

日本学術会議 / 地球惑星圏分科会 委員 

日本学術会議 / 社会貢献分科会 委員 

日本学術会議 / 人材育成分科会 委員 

日本学術会議 / COSPAR分科会 委員 

日本学術会議 / 総合工学委員会フロンティア人工物分科会 委員 

 JAXA宇宙科学研究所 / 宇宙理学委員会 委員 

  JAXA宇宙科学研究所 / プロジェクト研究員(MMX, Hayabusa2, Bepi) 

国立極地研究所 / 南極隕石委員会 委員 

  日本地球惑星科学連合 / 代議員 

日本地球惑星科学連合 / 宇宙惑星科学セクションボードメンバー 

  日本惑星科学会 / 運営委員 

  COSPAR / 日本代表、理事 

                Earth Planets Space誌 / 運営委員 

芝井 広 日本学術会議 / 連携会員 

  日本学術会議 / 第 3部物理学委員会 天文学・宇宙物理学分科会 委員 

  日本学術会議 / 第 3部物理学委員会 IAU分科会 委員 

  日本学術会議 / 第 3部物理学委員会 参照基準策定分科会 委員 

  JAXA宇宙科学研究所 / 宇宙理学委員会 委員 

  JAXA宇宙科学研究所 / 大気球科学研究委員会 委員 

  神戸大学惑星科学センター / 運営委員会 委員 
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  神戸大学惑星科学センター / 外部評価委員会 委員 

  テラヘルツテクノロジフォーラム / 評議員 

常深 博 一般社団法人日本物理学会 / Journal of the Physical Society of Japan 編集委員 

  兵庫県 / 兵庫県科学賞選考委員 

公益財団法人宇宙科学振興会 / 研究助成審査会 委員 

  山田科学振興財団 / 助成金審査委員 

文部科学省 / 理工系委員会 委員 

寺田 健太郎 日本地球化学会 / Geochemical Journal誌 編集委員 

  広島大学総合博物館 / 企画委員 

  日本学術会議地球惑星科学委員会 IUGS分科会 / ICS対応地質年代学小委員会委員 

        日本質量分析学会 / 第 64回質量分析総合討論会 プログラム委員 

        日本学術振興会 / 特別研究員等審査会専門委員 

日本学術振興会 / 国際事業委員会書面審査員・書面評価員 

兵庫県立鳴尾高等学校 / 非常勤講師 

長峯 健太郎 国立天文台 / すばる TAC委員会 委員 

植田 千秋 日本磁気科学会 / 役員 

大高 理 日本高圧力学会 / 評議委員・庶務幹事 

  日本材料学会 / 極限環境部門委員会幹事 

佐伯 和人 JAXA宇宙科学研究所 / 宇宙理学委員会 研究班員 

  文部科学省 / 国際宇宙探査に係る産学界の有識者による検討会委員 

鹿児島県立楠隼中学・高等学校 / 宇宙学テキスト検討委員会 

住 貴宏 国立天文台 / TMT推進小委員会 委員 

  JAXA宇宙科学研究所 / WFIRST WG 主査 

        JAXA宇宙科学研究所 /「宇宙科学の今後 20年の構想を検討する委員会」委員 

寺崎 英紀 AGU Mineral & Rock physics Focus Group / International representative 

  日本高圧力学会 / 渉外幹事 

  日本鉱物科学会 / 行事委員 

  日本鉱物科学会 / Elements委員 

林田 清 JAXA宇宙科学研究所 / 宇宙放射線専門委員会 委員 

  JAXA宇宙科学研究所 / X線γ線偏光観測 RG主査 

久冨 修 日本生物物理学会 / 分野別専門委員 

日本動物学会 / 近畿支部広報幹事 

日本比較生理生化学会 / 会計幹事 

大阪府公安委員会 / 大阪府箕面警察署協議会委員 

廣野 哲朗 日本地球掘削科学コンソーシアム陸上部会 / 執行部委員 

藤田 裕 国立天文台 / 研究交流委員会 委員 

山中 千博 電子スピンサイエンス学会 / 社員理事（出版担当） 

湯川 諭 東京大学物性研究所 / スーパーコンピューター共同利用課題審査委員会 委員 

  物性研究 / 各地編集委員 
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木村 淳 JAXA宇宙科学研究所 / 宇宙科学研究本部 宇宙理学委員会 研究班員 

谷 篤史 日本地球惑星科学連合 / 広報普及委員 

                日本地球惑星科学連合 / JGL 編集小委員 

                日本エネルギー学会 / 天然ガス部会ガスハイドレート研究会 副幹事長 

                科学技術動向研究センター / 専門調査員 

                電子スピンサイエンス学会 / SEST 会誌編集委員会 委員 

中嶋 大 高エネルギー宇宙物理連絡会 / 事務局長 

松尾 太郎 国立天文台 / TMT推進小委員会 委員 

  国立天文台 / 岡山天体物理観測所 TAC委員 

  TMT / TMT 科学諮問委員 

        UCL / ARIEL International Scientist 
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客員教授・共同研究員等  

 

川村 光    上智大学 / 共同研究員 

近藤 忠 高輝度光科学研究センター / 共同利用研究員 

 高エネルギー加速器研究機構 / 共同利用研究員 

芝井 広 JAXA宇宙科学研究所 / 宇宙理学研究班員 

 JAXA宇宙科学研究所 / プロジェクト共同研究員（気球、あかり、SPICA） 

 JAXA宇宙科学研究所 / SPICAプロジェクト責任者 

 JAXA宇宙科学研究所 / 客員教授 

常深 博 JAXA宇宙科学研究所 / JAXA/ISAS大学共同利用システム研究員 

寺田 健太郎 広島大学大学院理学研究科 / 客員教授 

長峯 健太郎 ネバダ大学 / 客員教授 

寺崎 英紀  高輝度光科学研究センター / 共同利用研究員 

 高エネルギー加速器研究機構 / 共同利用研究員 

林田 清 JAXA宇宙科学研究所 / JAXA/ISAS大学共同利用システム研究員 

藤田 裕 愛媛大学 / 客員研究員 

山中 千博  レーザーエネルギー学研究センター / 共同研究員 

 レーザー技術総合研究所 / 共同研究員 

木村 淳    東京工業大学 / 協力研究員  

               惑星科学研究センター / 協力研究員 

谷 篤史 明治大学 / 客員研究員 

中嶋 大 JAXA宇宙科学研究所 / JAXA/ISAS大学共同利用システム研究員 
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国際・国内会議・研究会主催共催  

 

中嶋 悟        国際地球化学会 Goldschmidt 2016  

(Session 15k: Mineral-Water-Organic Interactions:  

Molecular Simulation, Spectroscopic Approaches, and Implications for 

Geo-Engineering 共同コンビ－ナ) 

                パシフィコ横浜 / 2016年 6月 27～28日 

長峯 健太郎 第 3回銀河進化研究会 

 東北大学 / 2016年 6月 1日～3日 

山中 千博 第 55回電子スピンサイエンス学会年会  

 大阪市立大学 / 2016年 11月 10～12日 

                第 33回 ESR応用計測研究会 2016年度ルミネッセンス年代測定研究会 

                奈良県明日香村祝戸荘 / 2017年 3月 1日〜3日 

                第 41回フィッショントラック研究会 

                奈良県明日香村祝戸荘 / 2017年 3月 1日〜3日 

湯川 諭 第 22回「交通流と自己駆動粒子系シンポジウム」 

 京都大学 / 2016年 12月 1日～2日 

富田 賢吾 Japan-German planet & disk workshop 

 沖縄県石垣島ビーチホテルサンシャイン / 2016年 9月 25日～30日 

 

 

他大学での非常勤講師  

寺田 健太郎 広島工業大学、地学概論 

  広島大学、放射線と自然科学 

湯川 諭    新潟大学理学部物理学科、「物性理論特論」集中講義 

 

 

他大学での博士学位審査協力  

長峯 健太郎 東京大学 天文学専攻 
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宇宙地球科学セミナー 

 

第１回 

日 時： 2016年 4月 1日（金）16：00～ 

場 所： F102 

タイトル： 「Plasma Science: a high energy density perspective」 

講演者名： Bruce Remington 

所属・職： ローレンスリバモア国立研究所 

担 当： 近藤 忠 

 

第２回 

日  時： 2016年 6月 7日（火）13：00～14：00 

場  所： F608 

タイトル： 「地球外生命圏の起源と持続性：氷衛星深部生命圏の理解に向けた理論・観測・

探査の取り組み（Origin and evolution of the extra-terrestrial deep habitats in 

icy bodies, to be understood through theoretical study, observation and 

exploration.）」 

講演者名： 木村 淳 

所属・職： 東京工業大学地球生命研究所 

担 当： 佐々木 晶 

 

第３回 

日 時： 2016年 6月 10日（金）14：00～15：30 

場 所： F608 

タイトル： 「Astronomy at Macquarie University」 

講演者名： Lee Spitler 

所属・職： Macquarie University & Australian Astronomical Observatory 

担 当： 長峯 健太郎 

 

第４回 

日 時： 2016年 6月 14日（火）13：00～14：00 

場 所： F608 

タイトル： 「衝撃誘起蒸発と化学反応:地球型惑星の表層環境進化の理解に向けた実験的研究

（Shock vaporization and subsequent chemical reactions:Toward understanding the 

evolution of the surface environment on planets using an experimental approach）」 

講演者名： 黒澤 耕介 

所属・職： 千葉工業大学惑星探査センター 

担 当： 佐々木 晶 
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第５回 

日 時： 2016年 6月 16日（木）15：00～16：00 

場 所： F608 

タイトル： 「Focusing on our origins: How studies of meteorites help us understand how 

life came to be.」 

講演者名： George Cody 

所属・職： Geophysical Laboratory, Carnegie Institution of Washington, USA 

担  当： 薮田 ひかる 

 

第６回 

日 時： 2016年 6月 20日（月）10：00～11：00 

場 所： F608 

タイトル： 「Reducing conditions in the inner Solar System, as witnessed by Mercury and 

Earth」 

講演者名： Asmaa Boujibar 

所属・職： NASA Johnson Space Center 

担 当： 寺崎 英紀 

 

第７回 

日 時： 2016年 7月 27日（水）13：00～14：00 

場 所： F608 

タイトル： 「Ｘ線天文学の現在と未来 ～銀河団とブラックホールの観測に関する展望～」 

講演者名： 林田 清 

所属・職： 大阪大学理学研究科宇宙地球科学専攻 准教授 

担 当： 近藤 忠 

 

第８回 

日 時： 2016年 8月 9日（火）13：00～14：00 

場 所： F608 

タイトル： 「ワイドバンド X線撮像分光で狙う天の川銀河面の非熱的活動性」 

講演者名： 松本 浩典 

所属・職： 名古屋大学現象解析研究センター・准教授 

担 当： 近藤 忠 

 

第９回 

日 時： 2016年 9月 9日（金）10：30～ 

場 所： F313 

タイトル： 「ひとみが遺したもの －銀河団加熱源の手がかり－」 

講演者名： 藤田 裕 

所属・職： 大阪大学理学研究科宇宙地球科学専攻 准教授 

担 当： 近藤 忠 
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第１０回 

日 時： 2016年 9月 30日（金）15：00～ 

場 所： F608 

タイトル： 「密に詰まった粉粒体の固体・流体転移と地震が誘発する現象」 

講演者名： 隅田 育郎 

所属・職： 金沢大学理工研究域自然システム学系 

担 当： 近藤 忠 

 

第１１回 

日 時： 2016年 11月 17 日（木）10：30～12：00 

場 所： F608 

タイトル： 「A Driving Mechanism of Turbulence inside Interstellar Clouds」 

講演者名： 岩崎 一成 

所属・職： 同志社大学 

担 当： 長峯 健太郎 

 

第１２回 

日 時： 2016年 12月 9日（金）10:30～ 

場 所： F313 

タイトル： 「Indian astronomy missions ASTROSAT and POLIX」 

講演者名： Biswajit Paul 

所属・職： Raman Research Institute (India) 

担 当： 林田 清 

 

第１３回 

日 時： 2017年 1月 20日（金）10:30～ 

場 所： F608 

タイトル： 「Black holes and Einstein's gravity」 

講演者名： Chris Done  

所属・職： Durham university (UK) 

担 当： 常深 博 

 

第１４回 

日 時： 2017年 3月 30日（木）13：00～ 

場 所： F608 

タイトル： 「地球中心核における酸素分布」 

講演者名： 駒林 鉄也 

所属・職： School of GeoSciences, University of Edinburgh (UK) 

担 当： 寺崎 英紀 
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社会貢献  

 

＜講演会 / 公開講座＞ 

川村 光 科学セミナー(主催：物理学会) 

 「対称性とその破れ：「フラストレーションと対称性の破れ、相転移」」 

 東京大学駒場キャンパス  / 2016年 8月 20日 ・21日 / 参加者： 200名 

近藤 忠 出張講義(主催：北天満サイエンスカフェ) 

 「地球深部物質の謎」 

 北天満会館  / 2016年 8月 7日 / 参加者：40名 

 オープンキャンパス(主催：近藤研究室) 

 「惑星内部の研究」 

 理学部 F棟 / 2016 年 8月 10日 / 参加者：150名 

 体験講座(主催：大阪大学 SEEDSプログラム) 

 「地球物質の相転移を見よう」  

 大阪大学豊中キャンパス / 2016年 11月 5日 ・19日 / 参加者：5名 

 SEEDS座談会＆公開ビデオ撮影(主催：大阪大学 SEEDSプログラム) 

 「体感科学研究を終えて」 

 大阪大学豊中キャンパス / 2017年 3月 4日 / 参加者：10名 

 出張講義(主催：シニア自然大学校) 

 「地球深部物質の謎」 

 大阪大学会館セミナー室 / 2017年 3月 17日 / 参加者：50名 

佐々木 晶 ＴＢＳラジオ「爆笑問題の日 曜サンデー」(主催：TBS) 

 火星についてコメント / 2016年 6月 13日 

芝井 広 出張講義(主催：市立伊丹高校) 

 「宇宙への旅立ち―第２の地球と生命を探す」 

 市立伊丹高校 / 2016年 7月 12日 / 参加者：90名 

常深 博 理学部オープンキャンパス(主催：大阪大学) 

オープンキャンパス挨拶 

Ｄ501 / 2016年 8月 10日 / 参加者：261名 

 JR東日本グループ会社経営幹部養成セミナー(主催：JR東日本(株)) 

「宇宙の起源」 

JR東日本本社 / 2017年 1月 13日 / 参加者：45名 

寺田 健太郎 模擬講義(主催：洛星高校) 

「宇宙地球科学への誘い」 

大阪大学理学部 / 2016年 4月 1日 / 参加者：15名 

 サイエンスカフェ (主催：理カフェ) 

「「月」の科学の最前線 〜月と地球のビミョーな関係〜」 

Cafe FLEUR（カフェフルー） /  2016年 4月 2日 / 参加者：50名 
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寺田 健太郎 サイエンスカフェ (主催：シティライフ) 

「住み良い「青い地球」ができるまで」 

千里住宅公園 - ABC ハウジング / 2016年 4月 29日・30日・5月 1日 /  

参加者：100 名 

 サイエンスカフェ (主催：21世紀懐徳堂) 

「太陽ってどんな星？ 〜太陽系誕生秘話〜」 

大阪大学歯学部病院 / 2016年 6月 3日 / 参加者：70名 

 出張講義(主催：兵庫県立鳴尾高等学校) 

「いん石からわかる太陽系 46億年の歴史」 

兵庫県立鳴尾高等学校 / 2016年 7月 14日 / 参加者：70名 

 一般対象講演会 (主催：日本スペースガード) 

「元素の起源 〜星の進化と太陽系の誕生〜」 

茨木市民総合センター / 2016年 7月 16日 / 参加者：20名 

 模擬講義(主催：大阪大学理学部） 

「生命を育む「青い地球」の条件」 

大阪大学豊中キャンパス / 2016年 8月 10日 / 参加者：200名 

 サイエンスカフェ(主催：シティライフ) 

「月のうさぎは何歳？ 〜月の石の年齢の調べ方〜」 

千里住宅公園 - ABC ハウジング / 2016年 8月 13日 / 参加者：30名 

 サイエンスカフェ(主催：シティライフ) 

 「流れ星とほうき星」 

 千里住宅公園 - ABCハウジング / 2016年 8月 13日 / 参加者：30名 

 一般対象講演会(主催：八尾市教育委員会) 

 「月のウサギは何才？ 〜月の石からわかる月の歴史〜」 

 八尾市生涯学習センター / 2016年 8月 20日 / 参加者：100名 

 子供科学イベント(主催：コズミックカレッジ) 

 「人類初の月探査 〜アポロ計画からわかったこと〜」 

 大阪大学豊中キャンパス /  2016年 8月 27日・28日 / 参加者：900名 

 一般対象講演会(主催：大阪大学 21世紀懐徳堂) 

 「私たちはどこから来て、どこへ行くのか 〜宇宙地球科学的な見地から〜」 

 大阪大学中之島センター / 2016年 9月 9日 / 参加者：100名 

 一般対象講演会(主催：サロンド K) 

 「太陽系年代学入門 〜隕石からわかる太陽系の歴史〜」 

 グランフロント大阪 / 2016年 9月 29日 / 参加者：50名 

 一般対象講演会(主催：ひょうご震災記念 21世紀研究機構) 

 「隕石で探る太陽系の歴史 〜太陽系年代学入門〜」 

 兵庫県民会館 / 2016年 10月 7日 / 参加者：100名 
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寺田 健太郎 一般対象講演会(主催：阪大理/寺田研究室) 

 「寺田研究室 保護者見学会 〜宇宙地球科学への誘い〜」 

 大阪大学豊中キャンパス / 2016年 11月 5日 / 参加者：7名 

 模擬講義(主催：西宮市立西宮東高等学校) 

 「隕石で探る太陽系の歴史 〜太陽系年代学入門〜」 

 西宮市立西宮東高等学校 / 2016年 11月 9日 / 参加者：70名 

 模擬講義(主催：阪大理／物理学科) 

 「隕石の研究からわかる太陽系の起源と進化」 

 大阪大学豊中キャンパス / 2016年 11月 12日 / 参加者：150名 

 サイエンスカフェ(主催：雲間カフェ) 

 「「月」の科学の最前線 〜月と地球のビミョーな関係〜」 

 雲間カフェ / 2017年 1月 22日 / 参加者：25名 

長峯 健太郎 高大連携物理教育セミナー (主催：大阪大学) 

「ブラックホールと重力波天文学」 

大阪大学 / 2016年 8月 4日 / 参加者：30名 

 大阪大学オープンキャンパス(主催：宇宙進化グループ) 

「宇宙旅行をしよう！」 

 大阪大学 / 2016年 8月 10日 / 参加者：100名 

 

 

一般対象講演会 もりぐち市民大学講座 

(主催：守口市生涯学習情報センター ムーブ 21) 

「宇宙誕生の謎に迫る〜一般相対論と重力波」 

守口市生涯学習情報センター ムーブ 21 / 2016年 8月 27日 / 参加者：20名 

 将来展望ワークショップ(主催：大阪大学理学部) 

「海外留学について」 

 基礎工シグマホール / 2016年 10月 22日 / 参加者：100名 

 一般対象講演会 鳥取サイエンスカフェ(主催：公立鳥取環境大学) 

 「ブラックホールと重力波天文学」 

公立鳥取環境大学 / 2017年 2月 26日 / 参加者：/20名 

佐伯 和人 ラボカフェスペシャル featuringサーチプロジェクト(主催：大阪大学) 

 川島秀一さん（民俗学者、東北大学災害科学国際研究所 教授）とトークショー 

 「地球と人の営みから見えてくる災害」 

なにわ橋アートエリア B1（大阪府） / 2016年 4月 9日 / 参加者：30名 

 ラボカフェスペシャル featuringサーチプロジェクト(主催：大阪大学) 

小山田徹さん（美術家）とトークショー 

 「惑星・地球の石を語る、惑星地質学者と美術家」 

なにわ橋アートエリア B1（大阪府） / 2016年 5月 20日 / 参加者：30名 

 ラボカフェスペシャル featuringサーチプロジェクト(主催：大阪大学) 

トークショー「『日本沈没』からみる SF的災害考」 

 なにわ橋アートエリア B1（大阪府） / 2016年 6月 3日 / 参加者：30名 
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佐伯 和人 ラボカフェスペシャル featuringサーチプロジェクト(主催：大阪大学) 

廣野哲朗さん（大阪大学、理学研究科、准教授）を案内者として迎えて 

上町台地ツアー 

「大阪の活断層を巡るツアー」 

 なにわ橋アートエリア B1（大阪府） / 2016年 6月 30日 / 参加者：30名  

 ラボカフェスペシャル featuringサーチプロジェクト(主催：大阪大学) 

川島秀一さん（民俗学者、東北大学災害科学国際研究所 教授）, dot architects

のみなさん、 サーチプロジェクトスタッフとトークショー 

「災害にまつわる所作と対話」クロージングトーク 

なにわ橋アートエリア B1（大阪府） / 2016年 6月 30日 / 参加者：30名  

 宇宙技術および科学の国際シンポジウム・プレイベント 

  (主催：ISTS組織委員会及び宇宙航空研究開発機構(JAXA)) 

小学 4年生のみなさんに講演「宇宙一日 / 出前教室」 

松山市立素鵞小学校（愛媛県） / 2016年 10月 19 日 / 参加者：90名 

山中 千博 市民講演会(主催：関西サイエンスフォーラム) 

 「熊本地震報告と予知への取り組み-地震電磁気現象の研究：地震前の電離層異

常現象と室内実験から」 

 大阪大学中之島センター / 2016年 8月 4日 / 参加者 200名 

谷口 年史 物理学科高大連携・出張講義担当 

谷 篤史 青少年講座(主催：守口市) 

 「水の不思議観察」 

 守口市錦コミュニティセンター / 2016年 7月 23日 / 参加者：15名 

 子供の科学イベント(主催：鳥取県) 

 「メタンハイドレート実験教室」 

 倉吉体育文化会館 / 2016年 9月 17日 / 参加者：80名 

松尾 太郎 出前授業(主催：城陽市立久世小学校) 

 「宇宙科学の変遷：惑星探査から宇宙生命探査へ」 

 城陽市立久世小学校 / 2016年 9月 6日 / 参加者：50名 

 出前授業(主催木津川市立高の原小学校) 

 「私たちの銀河系に生命は存在するのか?」 

 木津川市立高の原小学校 / 2016年 10月 14日 / 参加者：60名 

 出前授業(主催：園部高等学校付属中学校) 

 「太陽系外の惑星の姿」 

 園部高等学校付属中学校 / 2016年 12月 8日 / 参加者：90名 

薮田 ひかる 化学の日 子ども実験ショー(主催：日本化学会) 

「わくわく実験教室 やってみよう！不思議な化学実験！砂糖水で手品？」 

京セラドーム / 2016 年 8月 24～26日 / 参加者：4,000名 
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受賞  

住 貴宏 日本天文学会  林忠四郎賞 

  「重力マイクロレンズを用いた系外惑星の研究」 

 

中屋 佑紀 平成 28 年日本分光学会年次講演会   若手ポスター賞 

 

森藤 直人 International workshop of Organic Geochemistry 最優秀ポスター発表賞受賞 
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海外出張

研究者氏名 出張期間 渡航先 用務 旅費の出所

<教員>

長峯　健太郎 2016.4.17-30
マックスプランク研究所/
ドイツ

国際研究会MIAPP Cosmic
Reionizationに参加及び発表

国際共同研究促進
プログラム

湯川　諭 2016.5.1-8
デブレツェン大学/
ハンガリー

7th Hungary-Japan bilateral
workshop on statistical
physics of breakdown
phenomena に参加、講演

二国間交流事業

青山　和司 2016.5.21-26
Paul Scherrer Institute
(PSI)/スイス

国際研究会 Trends on Theory
of Correlated Materialsに
おいて、研究発表及び
情報収集を行う

科学研究費補助金

藤田　裕 2016.5.22-28
中央研究院天文及天文物
理研究所/台湾

国際会議 M87 Workshop での
発表

科学研究費補助金

富田　賢吾 2016.6.7-12 アメリカ
国際会議ASTRONUM-2016での
発表

科学研究費補助金

中嶋　大 2016.6.13-17
KTH Royal Institute of
Technology /
スウェーデン

Imaginf 2016 に参加し、
「ひとみ」衛星の初期観測
結果について発表するため

科学研究費補助金

芝井　広 2016.6.18-25 ALMA委員会/オーストリア ALMA観測提案審査 ALMAプロジェクト

林田　清
2016.6.25-
7.2

Edinburgh International
Conference Centre/
イギリス

SPIE会議に参加し研究発表と
情報収集を行う

科学研究費補助金

常深　博
2016.6.26-
7.1

Edinburgh International
Conference Centre/
イギリス

SPIE会議に参加し研究発表と
情報収集を行う

科学研究費補助金

藤田　裕 2016.7.16-23 オーストラリア
国際会議 IAU Symposium 322
on the　Galactic Centre
での発表 

科学研究費補助金

富田　賢吾 2016.8.3-20
Princeton University/
アメリカ

シミュレーションコード
Athena++の共同開発

科学研究費補助金

住　貴宏
2016.08.15-
21

アメリカ LUVOIR STDTミーティング参加 宇宙航空研究開発機構

植田　千秋 2016.8.20-28 イギリス
ヨーロッパ合同磁気科学
シンポジウムJEMSにて
研究発表

私費

富田　賢吾 2016.8.21-29
University of Exeter/イ
ギリス

国際会議Star Formation 2016
での招待講演

科学研究費補助金

大高　理 2016.9.3-20 ドイツ・イタリア 国際会議発表 私費

青山　和司 2016.9.6-9
GIS NTU Convention
Center/台湾

国際会議　8th International
Conference on Highly
Frustrated Magnetism におい
て、研究発表及び情報収集を行う

科学研究費補助金

- 48 -



研究者氏名 出張期間 渡航先 用務 旅費の出所

<教員>

川村　光 2016.9.6-9
GIS NTU Convention
Center/台湾

国際会議　8th International
Conference on Highly
Frustrated Magnetism
において、研究発表及び
情報収集を行う

科学研究費補助金

長峯　健太郎 2016.9.14-25 ネバダ大学/アメリカ
物理天文学科を訪問し、
セミナーを行い研究交流

国際共同研究促進
プログラム

中嶋　大 2016.9.25-30 NASA GSFC/アメリカ
X線衛星「ひとみ」による超新星
残骸 G21.5-0.9 及び N132D の観
測データのワークショップ参加

科学研究費補助金

住　貴宏
2016.11.08-
12

アメリカ LUVOIR STDTミーティング参加 宇宙航空研究開発機構

佐伯　和人
2016.11.14-
18

アリゾナ大学/アメリカ
イプシロンを活用した月・
惑星探査の可能性に関する
ワークショップへの出席

宇宙航空研究開発機構

松尾　太郎
2016.11.19-
25

ベルギー
欧州宇宙機関のＭ４候補の
衛星計画に関する研究会に
参加

科学研究費補助金

寺崎　英紀
2016.12.11-
18

アメリカ
American Geophysical Union
Fall meetingにて発表

科学研究費補助金

川村　光
2016.12.12-
17

University of Calcutta/
インド

International Conference
Statphys-Kolkata IXに参加
し、研究発表及び情報収集

科学研究費補助金

佐々木　晶
2016.12.12-
15

アメリカ AGU 私費

富田　賢吾
2016.12.12-
15

ソウル国立大学/大韓民国
セミナー発表及び
研究打ち合わせ

先方負担

川村　光 2017.1.3-18
Indian Institute of
Technology Madras/
インド

Meeting on plasticity and
failure in disordered
materialsに参加し、研究発表
と情報収集

科学研究費補助金

常深　博
2017.1.29-
2.2

NASA GSFC/アメリカ X線衛星に関する研究打合せ 科学研究費補助金

富田　賢吾 2017.2.5-11
 University of
California, Santa
Barbara/アメリカ

国際会議Disks, Dynamos, and
Data: Confronting MHD
Accretion
Theory with Observationsでの
発表及び研究打ち合わせ

科学研究費補助金
及び受託研究費

住　貴宏 2017.2.5-11 アメリカ WFIRST FSWGミーティング参加 宇宙航空研究開発機構

住　貴宏 2017.2.17-25
マウントジョン天文台/
ニュージーランド

重力マイクロレンズによる
系外惑星の観測を行う

JAXA共同研究費

寺田　健太郎 2017.2.18-24 オーストラリア 学部間協定の視察／推進 運営費交付金

薮田　ひかる 2017.2.18-25 フランス
「Planet2 Symposium 2017」
での成果発表

日本学術振興会（JSPS)
研究拠点形成事業
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研究者氏名 出張期間 渡航先 用務 旅費の出所

<教員>

住　貴宏 2017.3.5-12
マウントジョン天文台/
ニュージーランド

重力マイクロレンズによる
系外惑星の観測を行う

運営費交付金

河井　洋輔 2017.3.16-17 UPEC/フランス
ソーラー電力セイル探査に
関する研究打ち合わせ

先方負担

富田　賢吾
2017.3.19-
4.8

Princeton University/
アメリカ

シミュレーションコード
Athena++の共同開発

科学研究費補助金

佐々木　晶 2017.3.19-24 CNES/フランス コスパー理事会 日本学術会議

<研究員・大学院生>

井上　翔太 2016.6.19-24
Maryland University/
アメリカ

ひとみ衛星観測データに関す
る打合せ

外部機関

井上　翔太 2016.7.17-31 NASA GSFC/アメリカ
PRAXyS衛星に搭載する偏光計
の性能評価

外部機関

井上　翔太 2016.8.1-10
Maryland University/
アメリカ

ひとみ衛星観測データに
関する打合せ

科学研究費補助金

高倉　理 2016.8.15-22
 University of
California, San Diego/
アメリカ

POLARBEAR F2F meeting IPMU 研究拠点形成事業

下川　統久朗 2016.9.6-12
GIS NTU Convention
Center/台湾

国際会議　8th International
Conference on Highly
Frustrated Magnetism におい
て、研究発表及び情報収集を行う

科学研究費補助金

越本　直季 2016.9.14-17 アメリカ

研究分野（重力マイクロレンズ、
系外惑星）の最先端の地で、研究
をすることにより、研究遂行能力
を高める

特別研究員奨励費

金丸　仁明
2016.9.17-
10.2

アメリカ 短期在外研究
超域プログラムの
コースワーク

佐塚　達哉
2016.10.23-
27

中華人民共和国
国際会議East Asian
Numerical Astrophysics
Meeting2017での発表

運営費交付金

井上　翔太
2016.11.1-
2017.3.20

NASA GSFC/アメリカ 衛星観測データ解析のため 科学研究費補助金

伊藤　哲司
2016.11.19-
25

ベルギー
欧州宇宙機関のＭ４候補の
衛星計画に関する研究会に
参加

科学研究費補助金

合田　翔平
2016.11.19-
25

ベルギー
欧州宇宙機関のＭ４候補の
衛星計画に関する研究会に
参加

科学研究費補助金

山田　瞳子
2016.12.12-
2017.1.8

マウントジョン天文台/
ニュージーランド

重力マイクロレンズによる
系外惑星の観測を行う

科学研究費補助金
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研究者氏名 出張期間 渡航先 用務 旅費の出所

<研究員・大学院生>

平尾　優樹
2017.2.17-
25

マウントジョン天文台/
ニュージーランド

重力マイクロレンズによる
系外惑星の観測を行う

名古屋大学

永金　昌幸
2017.2.17-
3.16

マウントジョン天文台/
ニュージーランド

重力マイクロレンズによる
系外惑星の観測を行う

名古屋大学

宮　晃平 2017.2.18-25 フランス
「Planet2 Symposium 2017」
での成果発表

日本学術振興会（JSPS)
研究拠点形成事業

金丸　仁明 2017.2.19-24 フランス 学会発表 独創的教育研究活動経費

高倉　理
2017.2.24-
3.2
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海外からの来訪者

平下　博之
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木村　成生
（Pennsylvania State University）

2016.12.27-2017.1.11
2017.3.1-3
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 (National Tsing Hua University)
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廣井　孝弘
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（NASA / GSFC）
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Purusattam Ray
 (The Institute of Mathematical Sciences)
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Dr. Gregory Lefevre
（Institut de Recherches de Chimie-Paris,
Chimie-Paristech, Paris, France）

2016.6.23 中嶋研究室

Asmaa Boujibar
（NASA Johnson Space Center）

2016.6.20 近藤研究室

駒林　鉄也
（エジンバラ大学）

2017.3.30-31 近藤研究室
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長峯研究室（宇宙進化学） 
  
 当研究室では、この宇宙における様々な天体・宇宙物理現象を観測結果にも目を配りながら、理

論的に解明することを目指している。 
 
 
１．宇宙の構造形成：銀河形成とブラックホール形成 

 

 宇宙における構造形成の研究を行った。特に二つの大きなテーマ、銀河形成とブラックホール形

成に焦点を当てて、研究を遂行している。 
 
1.1 銀河形成 
 まず大質量星と超新星爆発によるフィードバック(stellar & SN feedback)の新しいモデルを開発

し、GADGET-3 SPHコードに実装した。特に、本モデルでは Sedov-Taylor解に基づいたショック半

径を用いて、それにより SN feedbackの及ぶ範囲を見積もり、kinetic feedbackを与えた。孤立系

と宇宙論的なシミュレーションにおいてテスト計算をし、銀河形成に与える影響を吟味した。その

結果、大質量星による stellar feedbackの効果は SN feedbackよりも弱いが、メタルの分布には違

いが生まれることがわかった。また、ダストの生成・破壊を含む Two-size分布モデルを GADGET-3

コードに実装し、孤立系銀河においてテスト計算を行った（Aoyama et al. 2017）。これによりダ

ストのサイズ分布を含む力学的・時間的進化がより丁寧に扱えることになり、銀河の extinction 

curveなどもより現実的に扱えるようになった (Hou et al. 2017)。 

 宇宙論的なズームシミュレーションも行い、初代銀河のガスやダークマター分布に対する SN 

feedbackや星形成の影響を調べた (Yajima et al. 2017, submitted)。この研究では、ダークマタ

ーハローの中心部分にある cusp が SN feedbackによって撹乱されてコアに変化し、再び cuspが形

成されることを発見した。これは cold dark matter (CDM)モデルの諸問題の一つとしてよく挙げら

れている core-cusp問題に対して、重要な示唆を与えるものである。 

 この数年間参加している AGORA code comparison projectにおいて国際共同研究を推進し、本プ

ロジェクトから２本目の論文となる孤立銀河系における星形成とフィードバック入りのモデルの検

証論文を出版した (Kim et al. 2016)。 

 
1.2 初代ブラックホール形成 

 大阪大学国際共同研究促進プログラムに基づいて、招へい教授であるシュロスマン教授と共同で、

早期宇宙 (赤方偏移z=10-15) における初代ブラックホールの形成モデルのダイレクトコラプスモ

デルを検証した。まず初めに簡単な系である回転する孤立系暗黒物質ハロー内におけるガス球の崩

壊を 10-4パーセクの距離までシミュレーションで追った。AMRとSPHコードでは流体力学的解法が異

なるため、それらの結果には多少の違いは認められたが、大まかな崩壊の振る舞いは同じであるこ

とが確認できた。ガス球が崩壊して行くと、角運動量が非球対称な暗黒ハローが引き起こす重力ト

ルクによって引き抜かれて、最後に中心部分には渦巻きアームを伴うガス円盤ができることがわか

った (Shlosman et al. 2016; Luo et al. 2016)。これらの初期の研究成果は、阪大リソウでも公

開され、海外メディアにも数多く転載され反響があった

（http://resou.osaka-u.ac.jp/en/en/highlight/2016/20160318）。 
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 H28年度は主にAMR法による流体力学コードEnzoに焦点を絞り、ガス球崩壊のシミュレーションを

さらに深い領域まで実行した。外側の光学的に薄い領域から 10-5パーセクよりも小さい光学的に分

厚い領域への遷移をきちんと解くために、Flux Limited Diffusion (FLD) 近似を用いた輻射輸送モ

ジュールをコードに実装し、崩壊するガス球の中心部分において輻射がどのような影響を与えるか、

詳細に調べている。高密度の中心にトラップされた輻射によって中心部分の温度が上がり、その強

烈な輻射圧によってガスのアウトフローのような現象が起きる様子が確認され初めており、今後こ

の現象を詳細に吟味していく。これらの結果により、早期宇宙におけるダイレクトコラプスシナリ

オが荒唐無稽なアイデアではなく、それなりの現実性を帯びた物理過程であることが明らかになっ

てきた。 

 
２．高エネルギー宇宙物理 

 

 本年度も昨年度に引き続き、銀河中心の活動銀河核 (AGN) が、母銀河やその外の銀河団内空間に

与える影響を観測と理論の両面から調べた。まず、近傍のペルセウス座銀河団の中心銀河 NGC1275 

の AGN の高解像度電波観測を行った。具体的には、Very Long Baseline Array (VLBA) 電波望遠鏡

のアーカイブデータを解析し、パーセク以下という極小のジェットが AGN の北側に誕生しているこ

とを世界で初めて発見した。この観測と、すでに観測されている南側に伸びるジェットの情報を組

み合わせることで、ジェットから放出されるガンマ線が、これまで考えられていた「斜めから見た

ブレーザー」とは違うメカニズムで放射されていることを明らかにした。また AGN の周囲のガス円

盤が非一様であることも示した。このことより、AGN で一度加熱されたガスが、冷却して AGN に降

着される過程は、単純な球対称では記述できないことが明らかになった。 

銀河団環境についての研究も行った。銀河団からはシンクロトロン電波放射が観測されることが

あるが、その放射を行っている宇宙線電子は、2 次フェルミ加速により加速されているという説を

我々は提唱している。今年度は 1 次フェルミ加速が行われている典型例とされている銀河団 CIZA 

J2242.8+5301 でも、2次フェルミ加速の方がより観測を忠実に再現できることを理論的に切らかに

した。また、存在は予想されているものの、これまで観測が大変困難であった銀河団外周部の中温

度のガスを観測できる新しい手法を提案した。これは Fast Radio Bursts と Sunyaev-Zel'dovich 

効果を用いるもので、Square Kilometre Arrayの観測が始まれば、高精度でガスの情報が得られる

と期待される。 

さらにすざく衛星を用い、銀河団 548W と Antlia の X 線観測を行い、銀河団ガスの性質の違い

について、銀河団ガスのエントロピーに注目して調べた。 

 
３．星・円盤形成研究とシミュレーションコード Athena++の開発 

 

3.1 星周円盤の長時間進化と観測との比較 

星周円盤は惑星形成の現場であると同時に、星の形成と進化を司る降着過程の副産物であり、星

形成の文脈で整合的に理解する必要がある。その理解のためには磁場や重力不安定性による角運動

量の輸送がキーであり、これらの効果を含む現実的な数値シミュレーションが必要である。そこで

母体分子雲の重力収縮から星周円盤の形成と進化の長時間進化を行い、初期には磁場による角運動

量輸送が優勢であるが、後期には円盤質量が増加するために重力不安定が卓越することを示した。

またこの結果に対して輻射輸送計算を行い、最近 ALMA望遠鏡によって観測された大域的渦状腕を持

つ Elias2-27という若い原始星の星周円盤との直接比較を行い、我々の理論モデルが観測を整合的
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に説明できることを示した (Tomida et al. 2017)。 

 
3.2 公開磁気流体シミュレーションコード Athena++の開発 

星形成に限らず幅広い宇宙物理学の研究に供するために磁気流体シミュレーションコードを米国

Princeton 大学と共同で開発・公開している。本年度は主に非理想 MHD 効果と自己重力ソルバの開

発を行なった。非理想 MHD 効果の実装は終了し、既にこれを用いた研究を進めている（福田隼大修

士論文他）。自己重力ソルバについては次年度も引き続き開発を継続する。開発したコードは

Princeton 大学の Web ページで公開しているが、日本語のドキュメントを付した日本語版 Web サイ

トを整備して公開を開始した。 

英語版：http://princetonuniversity.github.io/athena/ 

日本語版：http://vega.ess.sci.osaka-u.ac.jp/~tomida/athena/ 

更に国立天文台天文シミュレーションプロジェクトの協力を得てこのコードを用いた宇宙流体シミ

ュレーションの講習会を 2月に実施し約 40名の参加者を得た。本コードの開発と公開・普及活動は

今後も継続して行う予定である。 

 
4．General-relativistic simulations of neutron stars 

  
We have been continuing our investigations on the dynamics and gravitational-wave emission 

from compact stars (usually called neutron stars), in both binary-star systems and single-star 

configurations. Our main research tools are our own numerical codes, which solve the Einstein 

equations and relativistic hydrodynamics and magnetohydrodynamics equations on consistently 

time-varying spacetime manifolds.  

More specifically, one group of simulations and analysis that we have performed this year 

focused on the merger of binary neutron stars that produce a rapidly rotating stellar object 

that then collapses to a black hole, surrounded by a magnetized accretion disk. We wanted 

to investigate whether such systems may launch relativistic jets and hence, in principle, 

power short gamma-ray bursts. We included in this research different equations of state, 

different mass ratios for the binary systems, and different initial stellar magnetic-field 

orientations. We found the formation of an organized magnetic field structure in all cases, 

but not (yet) a relativistic outflow.  

As for single-star systems, we targeted deformed neutron stars that may emit gravitational 

radiation observable by ground-based gravitational-wave interferometers. In particular, we 

simulated rotating, triaxially deformed stars, starting from consistent initial data and 

aiming at investigating their dynamical stability and gravitational-wave emission. We found 

that all models we tried are dynamically stable and produce a gravitational-wave strain with 

an amplitude approximately one-tenth of the peak value of a merging binary system with 

comparable masses and so, in principle, observable in current detectors.  

This year, we also wrote a review article on the state of the art of simulations of binary 

neutron-star mergers and their products. 
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藤田裕 赤堀卓也 梅津敬一 Craig L. Sarazin K.-W. Wong 「FRB を使った銀河団外周部 WHIM 

の探査」 高エネルギー宇宙物理学研究会 2016 2016年 11月 27日－12月 2日 青山学院大学 

 

藤田裕 「銀河団の理論的研究 ―高エネルギー宇宙物理学の観点より―」 第 16回高宇連研究会

「高エネルギー宇宙物理学の課題と将来展望」 2017年 3月 10日 名古屋大学 

 

富田賢吾 「Global Disk Simulations with Athena++」 ポスト京・萌芽的課題「惑星科学」キッ

クオフ WS 2016 年 9月 19 日 神戸大学 

 

富田賢吾 James M. Stone 「Current Status of Athena++」国立天文台 CfCAユーザーズミーティ

ング 2016 年 11 月 30日 国立天文台 

 

富田賢吾 町田正博 細川隆史 櫻井裕也 Chia-Hui Lin  「Grand-design Spiral Arms in a 

Young Forming Circumstellar Disk」ALMA/45m/ASTE ユーザーズミーティング 2016 2016 年 12 月

19日－20日 国立天文台 

 

富田賢吾 町田正博 細川隆史 櫻井裕也 Chia-Hui Lin  「Grand-design Spiral Arms in a 

Young Forming Circumstellar Disk」 第 29回 理論懇シンポジウム「重力が織りなす宇宙の諸階
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層」 2016 年 12 月 20日－22日 東北大学 

 

富田賢吾 高棹真介 岩崎一成 James M. Stone Zhaohuan Zhu Xuening Bai 「MHD Simulations 

of Protoplanetary Disks with Athena++」 ポスト「京」萌芽的課題・計算惑星 第 1回 公開シン

ポジウム：惑星の起源・進化と環境変動の解明を目指して 2017 年 3月 6日 神戸大学 

 

Yang Luo 長峯健太郎 Isaac Shlosman 「Direct Collapse to Supermassive Black Hole Seeds: 

Comparing the AMR and SPH Approaches」 第 29回 理論懇シンポジウム「重力が織りなす宇宙の

諸階層」 2016 年 12 月 20 日－22日 東北大学 

 

青山尚平 Kuan-Chou Hou 清水一紘 平下博之 長峯健太郎 「ダスト形成を考慮した孤立系銀河

シミュレーションと観測量との比較」 第 3回銀河進化学研究会 2016年 6月 3日 東北大学 

 

青山尚平 Kuan-Chou Hou 清水一紘 平下博之 長峯健太郎 「ダスト形成を考慮した銀河形成シ

ミュレーションと観測量との比較」 第 29回 理論懇シンポジウム「重力が織りなす宇宙の諸階層」 

2016年 12月 20 日－22日 東北大学 

 

青山尚平 「ダスト形成を考慮した銀河形成シミュレーションと観測量との比較」 「銀河進化と

遠方宇宙 2017」 2017年 1月 7日 アーデンホテル阿蘇 

 

清水一紘 「Development for New SNII Feedback Treatment」 「銀河進化と遠方宇宙 2017」 2017

年 1月 7日 アーデンホテル阿蘇 

 

佐塚達哉 釣部通 田中優 長峯健太郎 「分子雲収縮中における連星の種の進化」 日本流体力

学会年会 2016年 9月 26日－28 日 名古屋工業大学 

 

荒田翔平 矢島秀伸 長峯健太郎 「初代銀河における熱的不安定による球状星団の形成」 第 29

回 理論懇シンポジウム「重力が織りなす宇宙の諸階層」 2016年 12月 20日－22日 東北大学 

 

福島拓真  杜驍  浅野勝晃  藤田裕 「電子エネルギー分布の時間進化を考慮したガンマ線バース

ト残光放射計算」 高エネルギー宇宙物理学研究会 2016 2016 年 11 月 27 日－12 月 2 日 青山学

院大学 

 
 

研究交流 

 

長峯健太郎 「Getting bored with CDM? -- structure formation as a probe of dark matter」2017

年 1月 13日 関西現象論研究会 大阪大学 素粒子理論グループ 

 

長峯健太郎 「Where are the baryons: cosmological distribution of gas, metals, and dust」 2016

年 9月 23日 ネバダ大学 
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藤田裕 「Sagittarius A* as an Origin of the Galactic Cosmic Rays?」 2016年 6月 29日 理

化学研究所 

 

藤田裕 「Sagittarius A* as an Origin of the Galactic Cosmic Rays?」 2016年 7月 27日 名

古屋大学 

 

藤田裕 「ひとみが遺したもの ―銀河団加熱源の手がかりー」 2016年 7月 27日 名古屋大学 

 

藤田裕 「ひとみが遺したもの ―銀河団加熱源の手がかりー」 2016 年 10 月 17 日 東京理科大

学 

 

藤田裕 「ひとみが遺したもの ―銀河団加熱源の手がかりー」 2016年 11月 9日 愛媛大学 

 

富田賢吾 「Formation and Evolution of Circumstellar Disks」 2016 年 12 月 13 日 Seoul 

National University 

 

富田賢吾 町田正博 細川隆史 櫻井裕也 Chia-Hui Lin  「Grand-design Spiral Arms in a 

Young Forming Circumstellar Disk」 2017年 3月 29日 Princeton University 

 

 

その他 

 

長峯健太郎 「超巨大ブラックホールの謎」 (The Mystery of Supermassive Black Holes) 生産

と技術, 第 68巻, 第 4号, 2016 年 (10月号)  

長峯健太郎 「超大質量ブラックホールはどのようにできたのか」 

日本物理学会誌, 第 71巻, 第 8号, 物理学 70の不思議, 学会設立 70周年記念企画 
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常深研究室（X線天文学）  
 
常深研究室としては最終年度となる平成 28年度も、引き続き、X線天体の観測と、観測装置開発

を二つの柱として研究を展開した。 

X線天体の観測は、2005年打ち上げのすざく衛星と、2009年国際宇宙ステーションに設置された

MAXIを主に用いてきた。すざく衛星は、打ち上げ後 10年を超えた 2015年 8月、バッテリ寿命等の

理由で運用を停止したが、膨大なアーカイブデータが蓄積されている。これを新たな視点で再解析

する研究も含めて、データ解析をすすめている。MAXIは、すざく衛星とは相補的に、広視野の X線

検出器で全天をスキャンする。探査は現在も継続しており、数 100個の X線天体の時間変動がモニ

ターされている他、様々な突発的天体現象が発見されている。すざく衛星、MAXIには、我々の研究

室が中心になって開発した X線 CCDカメラが搭載されている。これらの軌道上較正も継続して実施

している。 

一方、長年にわたる大規模な国際協力で開発をすすめてきた ASTRO-H衛星が、2016年 2月 17日、

種子島より H-ⅡAロケットで打ち上げられた。衛星は軌道投入されたあと”ひとみ”と命名された。

本研究室を中心に開発してきた X線 CCDカメラ SXIも、2016年 3月初めにはファーストライト（天

体の X線画像とスペクトル）の取得に成功した。マイクロカロリメータを含めた他の観測機器の立

ち上げも順調にすすみ、3月下旬にはほぼ全ての装置が起動状態になった。しかし、3月 26日、地

上との通信が途絶える状態におちいった。各方面での調査の結果、最終的には、姿勢系トラブルを

引き金とする衛星損失と判断された。トラブルを引き起こした原因に関して、衛星設計、プロジェ

クト体制の面で問題があったことが指摘されており、我々も関係者として強く反省している。 

限られた時間、対象ではあるが取得された、ひとみ衛星観測データは精力的に解析している。特

に、ペルセウス座銀河団中心部の観測は、銀河団高温ガスの乱流速度をはじめて測定した結果で、

マイクロカロリメータを使用した X線精密分光の威力を示すものであった。各方面での議論をへて

X線天文衛星代替機という名称で、X線精密分光を中心とする衛星開発が検討されている。ひとみ衛

星に搭載された検出器のうち、マイクロカロリメータと X線 CCDカメラを搭載する見込みで、2017

年度にはプロジェクト発足するスケジュールで準備をすすめている。 

ひとみ衛星搭載の X線 CCDカメラ SXI の軌道上較正も今年度の重要な活動であったが、代替機に

向けた X線 CCDカメラの開発準備も開始した。平行して、将来の衛星計画を見据えた観測機器の開

発もすすめている。X線 CCD 専用 IC（ASIC）の高速化や、新タイプの X線画像検出器の基礎実験、X

線偏光観測装置の開発、さらに、新たな原理の X線多重像撮像計、干渉計システムを提案しこの基

礎実験を行った。 

 

[1] X線天体の観測的研究 

(1) 超新星残骸の高温ガス研究 

 超新星残骸には、超新星爆発の際に噴出した物質と爆発の衝撃波で加熱された星間物質で構成さ

れる高温ガス（数百万度-数千万度）が存在する。この高温ガスの X線スペクトルを調べることで、

ガスの温度や元素組成、さらには加熱からの時間を測定することができる。平成 28年度も、すざく

衛星の観測データをすすめた。例えば、超新星残骸 G272.2-3.2には中性子星がみつかっておらず、

超新星爆発のタイプが Ia型かⅡ型か不明であった。すざく衛星で観測したスペクトルを調べ、星間

物質と爆発噴出物をスペクトル成分的に分離することで、爆発は Ia型であったことをはじめて示し

た(Kamitsukasa et al. 2016)。 
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また、ひとみ衛星で観測したかに星雲、N132Dの解析もすすめた。かに星雲は軌道上較正を主な

目的として解析し、期待通りの有効面積が軌道上でも得られていることを確認した。N132Dは輝線

情報からこの超新星残骸の爆発噴出物の速度を精度よく求めた。 

 

(2) 銀河団高温ガスの研究 

 銀河の集団である銀河団にも数千万度の高温プラズマがいる。X線スペクトルに観測される特性 X

線から、その一部は銀河から吹き出した、あるいは剥ぎ取られたガスであることは知られているが、

全ての起源がわかっているわけではない。新たな視点からの解析として、銀河団の高温プラズマの

電離平衡からのずれを探した。すざく衛星のデータを解析し、Abell 754銀河団で電離非平衡プラ

ズマを発見した。超新星残骸中のプラズマに関しては、電離非平衡にあることは常識になっている

が、銀河団の高温プラズマに関してははじめてのケースである。Abell 754は衝突銀河団として知

られており、衝突現象による加熱で一時的に生じた非平衡状態をみていると解釈している。これは、

X線スペクトルから銀河団衝突からの時間経過を測定できることを意味する結果である（Inoue et 

al. 2016）。他の衝突銀河団へも調査を拡張している。 

 一方、ひとみ衛星によるペルセウス座銀河団中心部の X線精密分光スペクトルの解析もすすめた。

初期成果として Nature誌に発表した結果(Hitomi collaboration, 2016)は、この銀河団中心部、

NGC1275から 30-60kpc離れた領域での高温ガスの視線方向速度分散を 164+-10km/sと測定した結果

である。銀河団の高温ガスの速度分散は、これまでの検出器では 1000km/sオーダーの上限値を得る

ことが限界であっとことと比較するとマイクロカロリメータの威力がわかる。また、この速度分散

を乱流ととらえると、その圧力は高温ガスの圧力の高々4%と小さく、X線観測から暗黒物質の量を

算出する際の仮定、静水圧平衡が適当であることを証明した。 

 ひとみ衛星によるペルセウス座銀河団の同じデータを使い、XMM-Newton衛星での検出の報告から

数年来議論が続いている 3.5keV 付近の未同定ラインを探査した。このラインは暗黒物質候補である

ステライルニュートリノ崩壊起源のものとして注目されている。ひとみ衛星による高エネルギー分

解能のデータでは、しかし、ラインは検出されず、99%以上の確率で XMM-Newton衛星（低エネルギ

ー分解能）の結果と矛盾するという結果となった(Hitomi collaboration, 2017)。 

 ひとみ衛星は、マイクロカロリメータの Be窓を開く前に観測終了してしまったため 2keV以下の

観測が実施できなかった。XMM-Newton衛星搭載のグレーティング RGSのデータを用いて、同じペル

セウス座銀河団中心部の解析を実施した。温度 kT=0.5-1keVの低温成分が存在すること、ただしそ

の量はフィリングファクタで 0.1%と非常に小さいことを見出した。従来指摘されてきたように、ガ

スを加熱する機構が必要である。(五十嵐 修士論文 2017) 

 

(3) ブラックホール、中性子星、活動銀河核、ガンマ線バーストの研究 

 MAXI の X線 CCDカメラ SSCの観測データをもとに X線カタログを作成した。170個の軟 X線天体

が含まれており、2天体を除いて他のカタログの天体と同定され、約 20年前の ROSAT衛星の全天カ

タログ等と照合した結果、10%の天体が長期的な変動を示していることがわかった(Tomida et al. 

2016)。 

MAXI搭載 SSCは、2010 年 4月に発生したガンマ線バースト GRB 100418Aの初期放射をバースト発

生から約 30秒間程度とらえていた。ガンマ線バーストの初期放射を軟 X線領域でとらえた例は非常

に限られており、貴重な観測結果である。X線の光度曲線は一般的に知られていたべき関数型の成

分に加え、崩壊時間 32秒の指数関数型の成分を加えることで再現できることを示した(Imatani et 

al. 2016)。 
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コンパクト天体に関しても、すざく衛星の観測データの解析をすすめており、例えば、単独中性

子星 RXJ1856の多数回の観測データを解析して、従来 1keV以下の放射しか知られていなかったこの

天体から、1keV 以上にのびる超過成分があることを発見した(Yoneyama et al. 2017)。単独中性子

星の X線スペクトルから測定される中性子星半径は、原子核物理学にとっても重要なパラメータで、

超過成分の起源の探求などさらなる研究が期待される。RXJ1856はひとみ衛星でも観測し、搭載 X

線 CCDカメラ SXI の較正に使用した。 

ひとみ衛星ではまた、IGR J16318-4848という大質量連星系天体を観測した。この天体のコンパ

クト星が中性子星かブラックホールかはまだわかっていないが、1024cm-2という非常に大きな吸収を

もつ点で特異である。ひとみ衛星の観測では、SXI、HXIによる広帯域のスペクトルを得ることがで

き、吸収量や鉄輝線強度を精密に測定することができた。吸収量や鉄輝線強度は 2006年のすざく衛

星の観測結果と大きくはかわらない一方、連続成分の強度は 1/3-1/4に減少していた。マイクロカ

ロリメータSXSの観測データで鉄輝線のエネルギーが精密に求まり、鉄吸収端のエネルギー情報とあ

わせて、吸収物質中の鉄の電離状態がFeI-FeIVと制限されることを示した。鉄輝線のコンプトンシ

ョルダーが弱いことや時間変動の情報も総合すると、吸収物質は連星系スケール、連星系の軌道面

に分布しているものと推定している。 

 

[2] X線観測装置開発 

(1) ASTRO-H（ひとみ）衛星 SXI の軌道上較正と代替機用 X線 CCDカメラの開発準備 

 ひとみ衛星搭載の X線 CCDカメラはその広視野撮像性能を軌道上で実証した（Nakajima et al. 

2017）。より詳細の軌道上較正を実施している。応答関数は基本的に地上実験の結果をもとに応答

関数をモデル化した(Inoue et al. 2016)。ひとみ衛星の打ち上げ後、軌道上でとられたデータを解

析する作業も開始している。 

 

(2) すざく衛星搭載 X線 CCDカメラ XISの Si吸収端問題の改善 

 XISの応答関数に関して、Siの K殻吸収端である 1.839keV付近に天体構造とは考えにくいスペク

トル残差(データとモデルとのずれ)が生じるという問題（=Si吸収端問題）が複数天体の解析から

指摘されていた。過去にも XISの応答関数改善の試みはされてきたが、今回我々は、エネルギーと

信号波高の関係を表す行列(応答行列)にはじめて着目し、エネルギーと信号波高の関係に Si吸収端

を境にしたジャンプを導入することで問題を改善した。表面照射型 CCD(XIS0,3)では Si吸収端より

下で波高が 7.3eV 相当高くなる、裏面照射型 CCD(XIS1)では Si吸収端より上で波高が 3.65eV相当

低くなる応答行列により、残差を解消できることを発見した。Si吸収端を境に X線の平均自由行程

は 14μm、1μmとジャンプする。結果、CCDの空乏層中を電荷が電極まで移動する距離が変わる。

この距離が長いほど信号波高が下がると考えると定性的に結果を説明できる。別の天体でこの効果

を確認するともに、軌道上の経過時間によってジャンプの量が大きく変わらないことを見出した。 

Si吸収端問題の解決は、すざく衛星のデータを解析している世界中の研究者に益するばかりでなく、

次期 X線天文衛星の CCD開発にとっても重要な知見である（正村 修士論文 2017）。 

 

(3) 将来の衛星計画のための基礎開発  

X線 CCDの読み出しのための専用 IC を開発し、MND02というモデルは ASTRO-H衛星搭載 SXIにも

使用した。MND02 は FFAST 計画にも使用する予定であるが、読み出し速度に制限がある。そこで、

より高速の読み出し動作に対して対応するために、回路方式を変更した MND03を製作し、性能評価

を実施している（Nakajima et al. 2016）。 
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PolariS 計画は、X線ガンマ線の偏光観測に特化した小型衛星計画で、その硬 X線望遠鏡の焦点面

に設置するのが、散乱型 X線撮像偏光計である。放射光施設の 10-80keVの範囲の単色偏光硬 X線を

照射した実験をもとに、偏光検出能力と検出効率が要求を満たすことを示した（Hayashida et al. 

2016）。 

また、X線天体のサイズを秒角、サブ秒角で計測する新たな原理の撮像計/干渉計、X線多重像撮

像計/干渉計を提案し、概念設計および基礎実験を開始した（Hayashida et al. 2016）。また、を

すすめている。マイクロフォーカス X線源と 30ミクロンピクセルの XRPIX検出器、4.8ミクロンの

格子を用いた実験装置で、格子の影絵および干渉縞を取得することに成功した。 

 
 
 
発表論文 

 
(査読あり) 
"The quiescent intracluster medium in the core of the Perseus cluster”,  
Hitomi Collaboration,  Nature,  Volume 535, Issue 7610 , pp. 117-121, (2016) 
 
"Hitomi constraints on the 3.5 keV line in the Perseus galaxy cluster”,  
Hitomi Collaboration,  Astrophysical Jounal Letters,  837, L15  9PP, (2016) 
 
"Astronomical imaging with the X-ray observatory Hitomi”,  
Nakajima, Hiroshi, on behalf of Hitomi collaboration,  Nucl. Instrum. and Meth. in press , (2017)  
 
"Discovery of a keV-X-ray excess in RX J1856.5-3754”,  
Yoneyama Tomokage, Hayashida Kiyoshi, Nakajima Hiroshi, Shota Inoue, and Tsunemi Hiroshi, 
Publications of the Astronomical Society of Japan, (2017)  
 
(査読なし) 
"Soft x-ray imager (SXI) onboard ASTRO-H”,  
Tsunemi, Hiroshi; Hayashida, Kiyoshi; Tsuru, Takeshi Go; Dotani, Tadayasu; Nakajima, Hiroshi; et.al, 
Proceedings of the SPIE, Volume 9905, id. 990510 11 pp., (2016). 
 
"A new type of multiple image x-ray interferometer for arcseconds and sub-arcseconds sources”,  
Hayashida, Kiyoshi; Kurubi, Hiroyuki; Nakajima, Hiroshi; Kawabata, Tomoki; Inoue, Shota; Tsunemi, 
Hiroshi, Proceedings of the SPIE, Volume 9905, id. 990557 8 pp. ,(2016) 
 
"Hard x-ray imaging polarimeter for PolariS”,  
Hayashida, Kiyoshi; Kim, Juyong; Sadamoto, Masaaki; Yoshinaga, Keigo; Gunji, Shuichi; Mihara, Tatehiro; 
Kishimoto, Yuji; Kubo, Hidetoshi; Mizuno, Tsunefumi; Takahashi, Hiromitsu; Dotani, Tadayasu; Yonetoku, 
Daisuke; Nakamori, Takeshi; Yoneyama, Tomokage; Ikeyama, Yuki; Kamitsukasa, Fumiyoshi,  Proceedings 
of the SPIE, Volume 9905, d. 99051A 10 pp., (2016) 
 

- 66 -



国際会議 

 
*Nakajima, H. 
"Astronomical Imaging with the X-ray Observatory Hitomi", Imaging2016: 2016.6/13-16, Albanova 
University Center, KTH Royal Institute of Technology, Stockholm 

 
*Tsunemi, H. 
"Soft x-ray imager (SXI) onboard ASTRO-H", SPIE Astronomical Telescopes + Instrumentation: 
2016.6/26-7/1, Edinburgh International Conference Centre , Edinburgh, Scotland 
 
*Hayashida, K. 
"A new type of multiple image x-ray interferometer for arcseconds and sub-arcseconds sources", SPIE 
Astronomical Telescopes + Instrumentation: 2016.6/26-7/1, Edinburgh International Conference Centre , 
Edinburgh, Scotland 
 
*Hayashida, K. 
" Hard X-ray Imaging Polarimeter for PolariS / Closing Remarks ", Cosmic Polarimetry from Micro to Macro 
Scales: 2017.2/17-18, Hiroshima University, Japan 
 
 
国内主要学会 

 
*日本天文学会 2016 秋季年会, 愛媛大学,  2016 年 9 月 14 日～16 日 

林田 清 
「X 線多重像干渉計の概念検討と基礎実験」 
井上 翔太 
「Ｘ線天文衛星「ひとみ(ASTRO-H)」搭載軟Ｘ線撮像検出器 SXI の軌道上較正：バックグラ

ウンドと検出効率」 
米山 友景 
「単独中性子星 RX J1856.5-3754 からの keV X 線超過成分の発見」 

 
*日本物理学会 2016 秋季大会, 宮崎大学(木花キャンパス), 2016 年 9 月 21 日～24 日 

林田 清 
「X 線多重像干渉計の概念デザイン検討」 
中嶋 大 
「ひとみ衛星搭載軟 X 線撮像検出器(SXI)：軌道上性能と較正の現状」 
米山 友景 
「単独中性子星 RX J1856.5-3754 からの keV X 線超過成分の発見」 

 
*日本天文学会 2017 春季年会, 九州大学, 2017 年 3 月 15 日～18 日 

林田 清 
「X 線多重像撮像計、干渉計の概念検討」 

- 67 -



川端 智樹 
「X 線多重像干渉計開発のための基礎実験」 
米山 友景 
「単独中性子星 RX J1856.5-3754 からの keV-X 線超過成分の発見 (2)」 

 
*日本物理学会 2017 春季大会, 大阪大学(豊中キャンパス), 2016 年 3 月 17 日～20 日 

林田 清 
「X 線多重像干渉計の概念デザイン検討 II」 
中嶋 大 
「X 線天文衛星「ひとみ」による大質量 X 線連星 IGR J16318-4848 の観測」 
 
 

研究交流 

 
*第 7 回 SOIPIX 研究会,  SPring-8, 2016 年 11 月 21 日～22 日 

林田 清 
「XRPIX を用いた地上用・天文用 X 線干渉計の開発と基礎実験」 
川端 智樹 
「XRPIX を用いた地上用・天文用 X 線干渉計の開発」 

 
*The 6th ASTRO-H Summer School7 years of MAXI: monitoring X-ray transients,  理化学研究所(和光キ

ャンパス),  2016 年 12 月 5 日～7 日 
米山 友景 
「Discovery of keV excess emission in the isolated neutron star RX J1856.5-3754」 

 
*第 17 回 宇宙科学シンポジウム,  宇宙科学研究所(相模原キャンパス),  2017 年 1 月 5 日～6 日 

川端 智樹 
「X 線多重像干渉計、撮像計の開発」 

 
*第 16 回 高エネルギー宇宙物理学連絡会シンポジウム,  名古屋大学,  2017 年 3 月 9 日～11 日 

林田 清 
「反射鏡を使用しない高解像度 X 線撮影法 X 線多重像撮像計・干渉計」 
米山 友景 
「単独中性子星 RX J1856.5-3754 からの keV-X 線超過成分の発見」 

- 68 -



川村研究室（理論物質学） 
 
当グループは相互作用系の諸物性、特に相転移・協力現象の統計力学を、地震などの地球科学への応用

も含め、主として計算機シミュレーションを用いて理論的に探究している。28 年度は、摩擦の物理法則

に基づいた地震の統計モデルの数値シミュレーション、カゴメ格子・ハニカム格子・パイロクロア格子

等を対象としたフラストレート磁性体の磁気秩序化現象の探求、非平衡現象の統計物理、といった諸テ

ーマに関する研究を行った。 
 
１．地震のバネ‐ブロックモデルの数値シミュレーション 

当研究室では、バネ-ブロックモデル等の地震の統計力学的モデルを用いて、数値シミュレーションに

基づいた地震現象の物理の探求を進めている。具体的には、バネ‐ブロックモデルに地震学分野で標準

的な構成則となっている速度・状態依存摩擦則を組み合わせたモデルをメインに研究を進めている。 
28 年度は、バネ‐ブロックモデルを用いて、余効すべりやスロー地震などのスロースリップ現象を系

統的に探査するプロジェクトを進めた。山本（真帆）・川村は、植田・川村による摩擦不安定性が弱い場

合のスロースリップ現象の研究に引き続き、摩擦不安定性が強い場合について、1 次元バネ‐ブロックモ

デルのスロースリップ現象の系統的研究を行った。その結果、余効すべりを伴う高速破壊現象を起こす

パラメータ領域と、高速破壊を伴わずスロー地震（サイレント地震）を起こすパラメータ領域の間に明

確な境界が存在することを新たに見出した。 
 山本（真帆）・川村は、当研究室のこれまでのバネ‐ブロックモデルに基づく高速破壊とスロースリッ

プの研究をベースに、沈み込み帯を模して深部のスロースリップ領域から浅部の高速破壊領域まで摩擦

パラメータが非均一に空間変化するタイプの 1 次元バネ‐ブロックモデルの性質を調べた。パラメータ

設定により様々なタイプの地震性イベントが起こるが、浅部での高速破壊地震に着目した場合、深部の

スロースリップとは独立に起こるものと、深部に震源を持つスロースリップが浅部にゆっくり伝搬し最

終的に高速破壊地震に至るものと、2 つのタイプが主となることが判った。高速破壊領域の長さが比較的

短い場合には後者のタイプが卓越し、予知の可能性も現実味を帯びてくる。また、1 次元バネ‐ブロック

モデルの高速破壊現象の統計的な性質を精査した川村、植田、角井、森本、山本（匠）の本論文が公刊

された。 
 
２．規則およびランダム量子フラストレート・ハイゼンベルグ磁性体の秩序化 
当グループでは、フラストレート系の物性研究を継続して行っている。フラストレート磁性研究の１

つの中心トピックとして、｢量子スピン液体｣がある。これは、スピン系が磁気長距離秩序やグラス凍結

を示さずに、極低温まで“液体的”な性格を保持した量子状態を指す。近年、S=1/2 の 3角格子有機分

子磁性体や S=1/2カゴメ格子磁性体ハーバースミサイト等において、実験的な観測例が次々と報告され

ている。当グループは、これら「量子スピン液体」の多くのものは、系のランダムネス（不均一性）が

重要な「ランダムシングレット状態」ではないかと提案している。 

28年度は、前年度までのフラストレート格子上の S =1/2 ランダム量子ハイゼンベルグモデルに関す

る厳密対角化法に基づく研究を、主に以下の 2つの方向で、さらに展開させた。下川・川村は、量子ス
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ピン液体性に対するランダムネスの効果を一層明確化する目的で、ランダムネスがない場合にも量子ス

ピン液体的挙動を示すことが知られているカゴメ格子モデルに着目し、ランダムネスがない規則系に対

して Hams-de Raedt法による有限温度シミュレーションを行った。その結果、新たに比熱の第 3ピーク

を同定し、これがスピンの近距離秩序のクロスオーバー的変化に伴うものであることを見出した。上松・

川村は、ランダムシングレット状態の普遍性を探査する目的で、前年度までの 3角格子、カゴメ格子モ

デルに対する計算を、フラストレートした次近接相互作用を持つハニカム格子、正方格子モデルにも拡

張した。その結果、類似のランダムシングレット状態が広いパラメータ領域で安定化されること、ただ

し正方格子の場合は、パラメータ領域によってはスピングラス的状態が安定化され、これが格子の方向

の離散対称性に伴うランダム・ドメイン状態に対応していることを見出した。 

 

３．古典フラスレート磁性体におけるスピンテクスチャ 

フラストレート磁性体では、しばしばそのスピン構造に非自明なテクスチャが現れる。例えば、ボル

テックス、スカーミオン（スカーミオン格子）といったトポロジカルに安定なスピン構造が、その例で

ある。当グループでは、これまで、第 2、第 3近接相互作用 J2、J3を持つ磁場中の 3角格子ハイゼンベ

ルグ磁性体を対象に、スカーミオンおよびスカーミオン格子を対象とした研究を展開してきた。近年大

きな注目を集めているスカーミオンは、通常、反対称的なジャロシンスキ‐守谷相互作用によって安定

化されており、右・左（カイラリティの±）がエネルギー的に非等価だが、我々が見出したフラストレ

ーション誘起のスカーミオンは対称的なフラストレート相互作用で安定化されるため、右・左がエネル

ギー的に等価で、スカーミオン（カイラリティ＋）と並んで反スカーミオン（カイラリティ－）も可能

になる。下川・川村は、前年度に引き続き、ハニカム格子上のJ1-J2ハイゼンベルグ磁性体の磁場中秩序

化を、平均場近似とモンテカルロシミュレーションにより解析した。その結果、ハニカム格子の場合に

は、3角格子と異なりスカーミオン格子相は安定化されず、代わって「メロン（meron）格子」と言うべ

き状態も含めた各種のdouble-Q相が安定化されることが判った。現在、論文を準備中である。 

 

４．積層３角格子ハイゼンベルグ反強磁性体の臨界現象 

川村は、1980年代から 1990年代にかけての一連の研究において、ベクトル型のフラストレート磁性体

においては、カイラリティ自由度に伴う新しい対称性のため、その磁気転移の臨界現象は、これまでに

知られている O(n)タイプのユニヴァーサリティクラスとは異なる新しいユニヴァーサリティクラス ― 

O(n)×O(2) カイラルユニヴァーサリティクラス ― に属するものになると提唱した。これを支持する実

験、シミュレーション、理論計算（繰り込み群、共形ブートストラップ法）結果が報告される一方、こ

の系の磁気転移が弱い一次転移であるとの反論も出されており、未だ完全な決着を見ていない。永野・

川村は、カイラルユニヴァーサリティクラスに属する典型モデルと期待される積層 3角格子上の反強磁

性古典ハイゼンベルグモデルに対し、先行研究の規模を大幅に上回る大規模モンテカルロシミュレーシ

ョンを行った。その結果、この系の転移は２次転移であること、大きなスケーリング補正項が存在して

いることを見出した。得られた臨界指数値は、A. Pelissettoらによる６次の繰り込み群計算の結果と良

い一致を見た。 
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５．パイロクロア反磁性体における局所格子歪みの効果 

青山・川村は、フラストレート磁性体において、局所格子歪みがスピン-格子カップリングを通じて系

の磁気的性質に与える影響について研究を行っている。28年度は、パイロクロア格子古典Heisenberg反

強磁性体において、局所格子歪みの効果として、格子振動（site phonon）が媒介するスピン間有効相互

作用を取り入れた理論解析を行った。モンテカルロ数値シミュレーションの結果、スピン-格子カップリ

ングの強さに応じて系の磁気的性質が異なることが明らかとなった。カップリングの弱い領域では、ゼ

ロ磁場下で波数(1,1,0)のBraggピークで特徴付けられるtetragonal-symmetricなコリニアー磁気長距離

秩序が実現し、また、磁化過程には 1/2-プラトーが確認され、そのプラトー領域では磁気構造は

cubic-symmetricとなっていることが明らかとなった。このゼロ磁場下の磁気構造は、対応する磁性体で

あるスピネルクロム酸化物ACr2O4 (A=Zn, Cd, Mg, Hg)の多くで報告されている反強磁性相のスピン構造

と類似したものであり、また、磁場下の 1/2-プラトー領域の性質も実験結果とコンシステントである。

一方、カップリングの強い領域では、ゼロ磁場下で波数(1/2,1/2,1/2)のコリニアーな磁気秩序が実現す

ることは明らかとなったが、磁場下の性質はやや複雑であり、今後詳細な調査が必要である。ゼロ磁場

での結果については、既に出版済である。 

また、近年クロム酸化物で実現されるようになった、一辺の長さが異なる大小の正四面体が交互に連

なったブリージングパイロクロアと呼ばれる新しいタイプのパイロクロア格子反強磁性体を対象に、局

所格子歪みの効果についても解析を行った。格子の非一様性（ブリージング性）は、スピン-格子カップ

リングの強い領域で重要な役割を果たすことが明らかとなってきた。 

 

６．非平衡現象の研究 

湯川は、自然界に見られる様々な非平衡現象を計算機シミュレーションを用いて調べている。28 年度

は、前年度に引き続き乾燥破壊現象の研究を行った。これまでの研究を踏まえて、乾燥破壊の新たな確

率モデルを構築し、シミュレーションによる研究をおこなった。このモデルには実空間の構造が加えら

れており、本質的にパーコレーションモデルである。このモデルの大規模な計算機シミュレーションの

結果、臨界指数がパラーメーターに応じて連続的に変わるなどの性質が明らかになった。また今年度も

昨年度から引き続き、ハンガリーとの二国間交流事業共同研究プロジェクトに分担者として参加してお

り、日大の中原明生氏、デブレツェン大学の Ferenc Kun 氏らと議論をおこないながらこの研究を進め

ている。 
さらに、前年度より河川ネットワークの統計的性質を、日本の国土交通省が発表している大規模数値

データを用いて解析している。先行研究において、浸潤浸食が主たる要因として形成される砂岩地帯の

河川ネットワーク上の支流の合流角度分布に特徴的な角度が存在することがわかっており、その性質が

日本の河川ネットワークにも存在するか調べた。その結果、日本のネットワークにも同じ特徴的な角度

が存在することがわかった。これは、日本の河川ネットワークが砂岩地帯で形成されたものばかりでは

無いことを考えると、特徴的な角度をうみだす別の機構が存在しうることを示しており、現在さらなる

研究を進めている。またその成果を昨年度卒業研究を行った原とともに学会で発表した。湯川は共同研

究者と共に交通流に関する物理的研究も行っている。本年度は、昨年度投稿した渋滞形成実験のデータ

を詳細に解析した論文が二編出版された。 
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S. Okubo, R. Nakata, H. Ohta, S. Ikeda, N. Takahashi, T. Sakurai, W.-m. Zhang, T. Shimokawa, T. 
Sakai, K. Okuta, S. Hara, H. Sato, J.Phys. Soc. Jpn. 86, 024703 (1-6)  (2017). 
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著書 

「スピンと磁性 ― 現代物理学のエッセンス」 
川村光、SGC ライブラリ 125、サイエンス社 (2016). 
 
「フラストレーションをデザインする」 
イアン・ギルバート、クリスチアーノ・ニゾリ、ピーター・シッファー著、川村光訳、パリティ 3 月号、

丸善出版、(2017)。 
 
学会研究会発表 

国際会議 

Hikaru Kawamura,  
“From slow slips to high-speed rupture of earthquakes -- A statistical physical model study (invited)” 
Statphys Kolkata IX, Dec.15, 2016, Saha Institute of Nuclear Physics, Kolkata 
 
Hikaru Kawamura,  
“Slow slips and high-speed rupture of earthquakes (invited)”  
Plasticity and failure in disordered materials, The Institute of Mathematical Sciences, Chennai,   
Jan.4, 2017. 
 

Hikaru Kawamura, Tokuro Shimokawa and Ken Watanabe 
“Quantum spin liquid behaviors in the random spin-1/2 Heisenberg antiferromagnets on the 
triangular and kagome lattices”  Highly Frustrated Magnetism 2016 (HFM 2016), National Taiwan 
University, Taipei, Taiwan, Sep. 9, 2016. 
 
Tokuro Shimokawa and Hikaru Kawamura 
“Multiple-q states of the J1-J2 classical honeycomb-lattice Heisenberg antiferromagnet under 
magnetic fields”  Highly Frustrated Magnetism 2016 (HFM 2016), National Taiwan University, 
Taipei, Taiwan, Sep.8,  2016. 
 
Kazushi Aoyama and Hikaru Kawamura, 
"Spin-lattice-coupled ordering in Heisenberg antiferromagnets on the pyrochlore lattice"  Highly 
Frustrated Magnetism 2016 (HFM2016), National Taiwan University, Taipei, Taiwan, Sep. 8, 2016. 
 
Kazushi Aoyama and Hikaru Kawamura,  
"Spin ordering induced by local lattice distortions in Heisenberg antiferromagnets on pyrochlore 
lattices"  Trends in Theory of Correlated Materials (TTCM2016), Paul Scherrer Institut, Villigen, 
Switzerland, May 23, 2016.  
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Hikaru Kawamura 
“Frustration-induced spin textures”Core-to-Core and Spintronics Workshop 2017, Senri Hankyu 
Hotel, Osaka, Mar. 21, 2017. 
 
Satoshi Yukawa and Kenji Hara 
"Statistical properties of the drainage network in Japan”Nara Workshop on Nonlinear Dynamics 
2016 Dec. under HAS-JSPS Joint Research Project, Nara, Japan, Dec 7-8, 2016. 
 
Satoshi Yukawa 
"A fiber-bundle-like model for the desiccation crack"  7th Hungary-Japan Bilateral Workshop on 
Statistical Physics of Breakdown Phenomena, Debrecen, Hungary, May 4-5, 2016. 
 
主要学会 

川村光： 物性研短期研究会「パイ電子系物性科学の最前線」 
“フラストレーションとランダムネスが誘起する「量子スピン液体」”  2016 年 8 月 9 日、東京大学物性

研究所 
 
川村光： 豊田理化学研究所・特定課題研究「多元秩序制御による熱・体積機能の開拓」第 3 回研究会「ス

ピンと熱・体積機能」 
“フラストレート磁性体におけるスピン‐格子結合”  2016 年 8 月 17 日、名古屋大学東山キャンパス 
 
川村光: 日本物理学会 2016 年秋季大会 
“ランダムネスが誘起する 3 角、カゴメ格子上の量子スピン液体（招待講演）”  2016 年 9 月 13 日、金

沢大学角間キャンパス 
 

永野凱大、川村光： 日本物理学会 2016 年秋季大会 
“積層 3 角格子反強磁性ハイゼンベルグモデルの臨界現象の数値的研究”   2016 年 9 月 13 日、金沢大学

角間キャンパス 
 
下川統久朗、川村光： 日本物理学会 2016 年秋季大会 
“S=1/2 カゴメ格子ハイゼンベルグ反強磁性体の秩序化に対する熱揺らぎの効果”  2016 年 9 月 13 日、

金沢大学角間キャンパス 
 
青山和司、川村光： 日本物理学会 2016 年秋季大会 
“パイロクロア反強磁性体における局所格子歪みと磁場効果” 2016 年 9 月 14 日、金沢大学角間キャンパ

ス 
 
 

- 74 -



阿久刀川潤、川村光： 日本物理学会 2016 年秋季大会 
”1 次元バネ-ブロックモデルによる高速破壊地震に対する不均一性の影響の数値的探究” 2016 年 9 月 14 
日、金沢大学角間キャンパス 
 
山本真帆、川村光： 日本物理学会 2016 年秋季大会 
“沈み込み帯を模した不均一 1 次元バネ-ブロックモデルの数値シミュレーション”  2016 年 9 月 1４日、

金沢大学角間キャンパス 
 
原賢二、湯川諭 ： 日本物理学会 2016 年秋季大会 
“日本国内の河川ネットワークの角度分布”  2016 年 9 月 13 日−16 日、金沢大学角間キャンパス 
 
川村光、山本真帆： 日本地震学会 
“沈み込み帯を模した非一様 Burridge-Knopoff モデルによるスロースリップと高速破壊”  2016 年 10 月

6 日、名古屋国際会議場 
 
川村光： 日本物理学会第 72 回年次大会 
 “スロースリップから高速破壊へ―統計物理モデルによる研究（シンポジウム講演）”  2017 年 3 月
17 日、大阪大学豊中キャンパス 
 
上松和樹、川村光： 日本物理学会第 72 回年次大会 
“ランダムJ1-J2  正方格子反強磁性体における量子スピン液体的ふるまい”  2017 年 3 月 17 日、大阪大

学豊中キャンパス 
 
山本真帆、川村光： 日本物理学会第 72 回年次大会 
“沈み込み帯を模した不均一1次元バネ-ブロックモデルの数値シミュレーションII”  2017年3月18日、

大阪大学豊中キャンパス 
 
青山和司、川村光： 日本物理学会第 72 回年次大会 
“ブリージングパイロクロア反強磁性体における局所格子歪みと磁気秩序” 2017 年 3 月 19 日、大阪大

学豊中キャンパス 
 
永野凱大、川村光： 日本物理学会第 72 回年次大会 
“積層 3 角格子反強磁性ハイゼンベルグモデルの臨界現象の数値的研究 II” 2017 年 3 月 20 日、大阪大

学豊中キャンパス 
 
セミナー、談話会など 

川村光： 上智大学理工学部機能創造理工学科コロキウム 
“フラストレート磁性体の新奇秩序” 2016 年 6 月 24 日、上智大学理工学部 
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Tokuro Shimokawa：OIST seminar 
“Thermal and ground-state properties of the Spin-1/2 random-bond Heisenberg antiferromagnet on 
the kagome lattice” 2016 年 4 月 21 日, OIST, Okinawa 
 
下川統久朗：兵庫県立大学合同セミナー 
“S=1/2 カゴメ格子ハイゼンベルク反強磁性体の秩序化に対する熱ゆらぎの効果” 2016 年 12 月 9 日、

兵庫県立大学 
 
研究室公開セミナー 

2016年 4月 13日 川村 光 氏（阪大理・宇宙地球） 

「当研究室の近年の研究活動｣ 

 

2016年 4月 19日 大久保 晋 氏（神戸大・分子フォトセンター） 

「ハニカム格子反強磁性体の候補物質とその実験的研究」 

 

2016年 4月 27日 宮下 精二 氏（東大・理） 

「変動外場に対する量子応答」 

 

2016年 5月 10日 湯川 諭 氏（阪大・理） 

「乾燥破壊現象のシミュレーションと数値モデル」 

 

2016年 5月 20日 Purusattam Ray 氏（The Institute of Mathematical Sciences） 

「Role of stress concentration and disorder in fracture」 

 

2016年 5月 25日 香取 浩子 氏（農工大・工） 

「スピンフラストレーションによる保磁力の定量的な制御を目指して」 

 

2016年 5月 31日 大久保 毅 氏（東大物性研） 

「テンソルネットワーク法による２次元フラストレート量子スピン系の研究」 

 

2016年 6月 7日 下川 統久朗 氏（宇宙地球・川村Ｇ） 

「S=1/2 カゴメ格子ハイゼンベルグ反強磁性体に対する熱ゆらぎの効果」 

 

2016年 6月 14日 谷 篤史 氏（宇宙地球） 

「ラジカル観察が明らかにしたガスハイドレートの特徴｣ 
 

2016年 6月 21日 永野 凱大 氏（川村Ｇ・Ｍ２）  
「積層三角格子反強磁性ハイゼンベルグモデルの臨界現象の数値的研究」」 
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2016年 6月 28日 黒木 和彦 氏（阪大・理・物理）  

「銅酸化物と鉄系超電導体の間に見えてきた新しい共通点と相違点」 

 
2016年 7月 5日 廣野 哲朗 氏（阪大・宇宙地球）  
「地球深部探査船「ちきゅう」の断層試料の分析と動力学解析による南海トラフ地震での断層すべり量

の定量的評価」 

 

2016年 7月 12日 田畑 吉計 氏（京大・工）  
「RKKY イジングスピングラスにおける RSB 描像の妥当性」 

 

2016年 7月 19日 鳴海 康雄 氏 （阪大理・強磁場）  
「X 線磁気円二色性を利用した強磁場下の物性研究」 

 

2016年 7月 27日 赤城 裕 氏 （東大理） 
「フラストレート磁性体におけるトポロジカル励起」 

 

2016年 10月 5日 加藤 礼三 氏 （理研）  
「Pd(dmit)2 塩における量子スピン液体と周辺電子相」 
 

2016年 10月 11日 富安 啓輔 氏（東北大・理）  
「スピン分子-フラストレーションが生む特異なスピン・格子・軌道・電荷複合型の素励起とその物性-」 
 

2016年 10月 19日 大久保 毅 氏（東大物性研）  
「脱閉じ込め量子相転移と２つの長さスケール」 
 

2016年 10月 26日 青山 和司 氏（阪大理・宇宙地球）  
「制限空間中の超流動 3He におけるストライプ秩序」 
 

2016年 11月 2日 山本 真帆 氏（川村Ｇ・Ｍ２）  
「沈み込み帯を模した不均一１次元バネブロックモデルの数値シミュレーション」 
 

2016年 11月 8日 富田 賢吾 氏（阪大理・宇宙進化Ｇ）  
「計算機の中に星を作る」 

 

2016年 11月 21日 谷本 俊郎 氏（US Santa Barbara）  
「２０１１年東北沖地震が明らかにした地震学者の誤解」 
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2016年 11月 30日 内出 崇彦 氏（産総研）  
「地震波形データを用いた地震の定量化」 

 

2016年 12月 7日 越野 幹人 氏 （阪大理・物理）  
「複合原子層の物性理論」 

 

2016年 12月 14日 金 鋼 氏（阪大基礎工） 
「液体と固体のはざまにあるガラスの科学」 

 

2016年 12月 21日 蛯名 邦禎 氏（神戸大・発達科学）  
「Systems Biology of Photosystem: A Coarse-graining-in-time Approach」 

 

2017年 1月 11日 上松 和樹 氏（川村Ｇ・Ｍ２）  
「ランダム J1-J2 ハニカム格子反強磁性体における量子スピン液体的振る舞い」 
 

2017年 1月 18日 永野 凱大 氏（川村Ｇ・Ｍ２）  
「積層三角格子反強磁性ハイゼンベルグモデルの臨界現象の数値的研究」 

 

2017年 1月 25日 山本 真帆 氏（川村Ｇ・Ｍ２）  
「沈み込み帯を模した不均一１次元バネブロックモデルの数値シミュレーション」 
 

2017年 2月 21日  

1. 鳥海 篤 氏 （川村Ｇ・Ｂ４） 

｢拡散律速凝集モデルにおける川の分岐角度分布」 

2. 市村 拓也 氏 （川村Ｇ・Ｂ４） 

モンテカルロシミュレーションを用いたハニカム格子磁性体における強誘電性の研究」 
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寺田研究室（惑星科学）  

  
当グループは、太陽系の起源と進化の解明に取り組んでいます。具体的には、太陽系の固体物質

の同位体分析、有機化合物の化学分析、磁性/ESR測定等を通して、恒星内部の元素合成過程、原始

太陽系星雲内での微惑星の形成過程、原始惑星におけるコア・マントルの化学分別機構、惑星大気・

海洋の進化、地球と生命の共進化、星間ダストの整列現象、惑星表層環境の物理／化学現象の素過

程、 についての教育・研究を行っています。また並行して、高感度・高空間分解能の質量分析計の

開発、素粒子ミュオンを用いた非破壊３次元元素分析法の確立、国際宇宙ステーション宇宙塵捕獲

計画に向けた地上実験、探査機搭載に向けた固体粒子の同定装置開発、なども行っています。 

 
 
１．  

１．１ 地球外物質の局所 U-Pb年代分析 

 NWA2977 は、強い衝撃を受けた時に生成される高温・高圧鉱物やショックメルトベインを有する

月関連隕石である。この隕石中のリン酸塩鉱物のU-Pb システマティックスを精査し、形成年代

31.32±0.67億年、変成年代 0.31±3.15億年という値を得た。ショックメルトベイン内・外に関わ

らずほとんどすべてのリン酸塩鉱物がconcordiaなU-Pb系を示したことから、衝撃による溶融から冷

却までの過程が極めて短い時間スケールで起きたことが示唆された。またμ値(238U/204Pb)がアポロ

計画で採取された試料(100-500)と比べて小さな値(<20)となったことから、アポロ試料とは異なる

ソースマントルを起源としていることが明らかになった。 

 また昨年度から引き続き、Luna24号が採掘した月レゴリスの分析を進めている。数十粒の粒子を

樹脂に固め鏡面研磨し SEM-EDSによる鉱物記載を行い、これまでに NanoSIMSを使った局所 U-Pb年

代分析が適用可能な大きさのリン酸塩鉱物を複数粒発見した。 

 

１．２ 局所同位体分析に向けたレーザーポストイオン化２次中性粒子質量分析系の開発 

 局所同位体分析で一般的に用いられるイオンマイクロプローブの最大の弱点であるイオン化効率

の低さ（数%以下）を解消し、サブミクロンスケールでの分析を達成するため、レーザーポストイオ

ン化 2 次中性粒子質量分析計の開発を昨年度から引き続き行っている。Murchison 隕石から抽出し

たプレソーラーSiCの分析では、十数粒の粒子が多様な Si同位体比を持つことを明らかにした。今

後、Si を分析した同一の粒子について Ti など微量元素の同位体分析を行う予定である。本装置を

用いた局所 U-Pb 年代分析への応用についても現在検討を行っている。 

 

１．３ Muonを用いた地球惑星物質の分析手法の開発 

 昨年度に引き続き、核物理研究センターの大強度DCミューオンビーム施設（RCNP-MuSIC）の負

Muon(μ-)ビームを用いた天然岩石試料の非破壊 3 次元元素分析の開発に取り組んだ。具体的には、

世界最古（37億年前）のストロマトライトにμ-ビームを照射し、発生する特性X線をGe半導体検出

器で検出した。μ-ビームをシンチレーションカウンタでモニタし、μ-ビームとX線検出を同期させ

ることでS/N比を改善させ、照射時間 50 分で濃度１wt.%のAlからの特性X線のピークを検出すること

に成功した。現在、検量線を引くべく詳細なデータ解析を行なっている。 
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１．４ 月周回衛星「かぐや」による地球大気起源の酸素イオンの観測 

月周回衛星「かぐや」搭載のプラズマ観測装置を用い、太陽活動によって地球の重力圏から流出

した酸素が、38万km離れた月に到達していることを発見した。観測された酸素イオンのエネルギー

は 1-10keV（キロ電子ボルト）と高く、地球高層のオゾン層で見られる16O(酸素同位体)に乏しい成

分が、「地球風」として月面まで運ばれ、月表土の表面数十ナノメートルの深さに貫入している可

能性を観測的に示した。これらの結果は、月-地球システムが数十億年にわたって「力学的」だけで

なく「化学的」にも影響を及ぼしあって共進化してきたことを世界で初めて明らかにした点で学術

的に重要である。これらの結果をまとめ、Nature Astronomy誌にパブリッシュした。 

 

２．星間条件における弱磁性粒子の磁気並進運動の研究 

 現存する物質の大多数は磁場による作用が微弱な反磁性体や常磁性体に分類される。反磁性体は、

単調に変化する磁場の中では、磁場が減少する方向に運動する性質を有する。しかし地球上の条件

では、やはり摩擦力や空気抵抗の作用が大きいため、極端な強磁場を作用させない限り運動は起こ

らない。一方、常磁性体は、磁場が増加する方向に運動する性質を有するが、地上の条件では、や

はり上記作用のため運動する事は少ない。そこで上記の磁気運動が発現する環境を実験的に設定し、

その実現を試みた。即ち真空密閉した装置の中の磁場空間の一点に、種類の異なる固体粒子の集団

をセットし、その運動を観察した。その結果、同一の初期位置を出発した反磁性粒子の集団は、磁

場の外に向かって並進運動を開始し、磁場の外では物質の種類ごとの集団に分かれて飛行した。最

終的には物質ごとに分離した状態で回収された（Sci. Rep Hisayoshi et al. 2016）。このように分

離が実現するのは、物質固有の磁化率に起因する”磁気体積力” により、粒子の加速度が一義に決

まるからである。この実験では試料が回収された位置から粒子の磁化率が得られ、その値から物質

の種類が推定できる。実験を行った試料の中では、黒鉛の磁化率の絶対値が、現存する物質の中で

最も大きい値をもつ。即ち、黒鉛粒子が回収できたことで、実在する全ての反磁性物質の磁気分離

が、本装置で実施できることが確認された。一方、自然界に存在するほとんどの常磁性体は鉄濃度

が 10mol%以下であり、やはりこの装置での分離が可能である。 

 

３． 

３．１ 鉱物石英の光励起発光（OSL）特性におけるイオン照射および熱的アニーリングの影響 

OSL年代測定は、堆積物の年代測定として急速にその重要性が増している。ところが、石英のOSL
発光量およびそのFast 成分比は、試料依存することが知られているものの、その物理的背景は理解

されないまま、経験的に年代測定が実施されている現状がある。そこで、OSL特性と含有不純物、

または格子欠陥との関連の解明を目的とし、履歴の異なる石英砂に対してイオン照射により不純物

元素を注入し、またその後の加熱によるOSL 信号変化を測定した。イオン種は400kV でHe＋、O＋、

Li＋、Eu＋ および、C＋、Al ＋、Si＋、Fe＋を、また3 - 6MeVでHe＋を高崎量子応用研究所で照射を行っ

た。イオン照射のみを行った試料では、発光量に照射前と比べ変化は見られなかったが、500 ℃１時

間の加熱を行った試料では、イオン種・照射エネルギーに関わらずイオン照射量とともに発光量が

最大で40 倍に増加する傾向が見られ、Fast 成分の観測されなかった石英砂に対してイオン照射した

試料では、照射後加熱によってイオン照射量の増加に伴いFast 成分の割合が最大7 倍まで増加する

傾向が見られた。イオン照射の電離・励起作用により形成された電子・正孔捕獲中心の増加、そし

て不純物としてのLi の存在が発光量増加に寄与していると考えられる。また今回照射した元素以外

の不純物元素の存在がFast 成分卓越に寄与していることが示唆され、詳細な解析を進めている。 
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３．２ 地震前のGPSTEC異常現象の理解と解明に関する研究 

1994-2015 年における M8 クラスの大きな地震 10 回のうち 8 回について、地震発生 40 分ほど前か

ら震源上空の GPSTEC（GPS 電波の遅延を用いて計測される電離層総電子数）に異常が見られてい

る (Heki, 2015)。この異常の原因として、地殻岩石の電気的分極が考えられ、圧電補償電荷説、岩

石中の過酸化架橋の正孔励起、間隙水の移動による流動電位など、正孔励起による過渡電流モデル

が提唱されている。今年度は、3×6×10cm の斑レイ岩を用いて、圧力 0-10 MPa における岩石の温度

条件を変えた実験を行った。200℃までの過熱状態で、圧力印加時の過渡電流は、温度に比例して増

大し、正孔励起による過渡電流を裏付けるものとなった。また GPSTEC 異常におよぼす地表電荷の

影響について計算シミュレーションを実施し、10 数分で GPSTEC 異常をもたらしうるモデルと現象

発生に必要な電荷発生量などを検討した。 

 
３．３ 月地下における微量水の同位体計測に向けたオンサイトレーザー分光装置の開発 
 月の水を探す研究は多くの関心を集めている。実際 2008 年に火山性ガラスに水分子が捕獲されて

いる証拠が報告されているが、月における水の存在量についての調査結果は極めて不確定である。

当然ながら、月の日照時の表面温度(～395K)、および弱い重力から、月面に存在する水は、短時間

に宇宙空間に散逸する。ある程度の水があり得る地点は、極域の永久影になったクレーターであり、

もしくは表面温度の日変動を受けない深さにある地下ということになる。月の水は、月が形成され

た直後から後、地球と同じように、水を含んだ彗星や小惑星、隕石の衝突により持ち込まれたか、

太陽風の中のプロトンが月面の酸化物鉱物と反応して形成されたものと考えられている。月の水の

出自を知るには、同位体組成の情報が重要であるが、サンプルリターンは水の豊富な地球での汚染

を考えると得策ではなく、よって月面で測定するためには着陸機に搭載可能な装置が必要である。

想定する装置は、狭帯域の中赤外レーザーを用いたレーザー同位体分光装置であり、月面地下から

加熱回収した水蒸気を一旦、凝結回収し、再度水蒸気化して、H, D, および 16O, 17O, 18O同位体の吸

収線に同調したレーザーによる計測を行うものである。日本のPayloadの要請から、電源込みで数kg
となるような軽量かつアラインメントフリーであるような装置が望ましい。半導体（LD）レーザー

もしくはLD励起ファイバーレーザ（レーザー媒質は数g）の共同研究、および月探査ミッションに

おいて月極域に着陸する事を想定し、着陸機に搭載するレゴリス回収装置などのモデル装置を開発

し実験した。 
 

４． 

４．１ 地球中心核への窒素・炭素の競争的な吸収と、それが大気組成に与えた影響 

 窒素・炭素は地球表層において大気や生命の主成分を成す重要な元素である。大気や岩石圏中に

含まれる成分の C/N比を始原隕石と比べると窒素が相対的に欠乏している。この観測事実を、地球

大気の宇宙空間への散逸による元素分別で説明することは難しい。本研究では、窒素・炭素が珪酸

塩・金属鉄メルト間でどの程度の割合で分配されるのかを実験的に調べた。その結果、窒素は酸素

活量・温度・圧力・珪酸塩組成に大きく依存することなく、常に炭素より 1.5桁効率的に金属鉄に

吸収された。地球表層・岩石圏における窒素の欠乏は、地球コアへの選択的な窒素の吸収により説

明出来ることがわかった。 

４．２ 同位体バイオマーカを用いた原始地球の表層環境の解明 

 始生代・原生代堆積岩中の同位体バイオマーカを用いた原始地球の表層環境の解読を進めている。

19 億年前に堆積した北米・ガンフリント層、27-29 億年前のインド産縞状鉄鉱床、32-35 億年前の

南アフリカ・バーバートン帯、などの試料に記録された窒素同位体・他の読み取りを進めている。
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これらの情報から、原始海洋における生命サイクル、あるいは、堆積岩層の進化過程などの解読を

行っている。 

 

５ 

５．１地球科学の研究 

５．１．１ アルゼンチン Neuquén K/Pg 境界堆積岩中の C・S含有量分布と大量絶滅事変の南半球

生命圏への影響 

 約 6600 万年前の生物大量絶滅は、隕石衝突により引き起こされたことを支持するイリジウム濃集

(e.g., Alvarez et al. 1980)をはじめ、世界各地の白亜紀/第三紀(K/Pg)境界粘土層中の地球化学・古生物

学的記録に証拠づけられる。しかし、隕石衝突がどのような規模でどのような地球環境変動を与え

たかについては未解明である。そこで本研究では、北半球に比べ研究の少ない南半球のアルゼンチ

ン K/Pg 境界堆積岩の有機地球化学的研究を行い、その特色を他地域と比較し、大量絶滅事変の地

域的差異を明らかにした。 
 アルゼンチン Neuquén 盆地 Bajada del Jagüel 地域の K/Pg 境界層とその上下層で採取された 15 種

の堆積岩粉末を試料に用いた。各試料の全有機炭素量（TOC）、全硫黄量(TS)を CHNS 元素分析計で

測定した。また、各試料をジクロロメタン/メタノール（9：1）混合溶媒で超音波抽出し、シリカゲ

ルカラムで分画後、濃縮しガスクロマトグラフ質量分析計で測定した。 
 TOCは白亜紀層から境界層にかけて減少し、第三紀層で再び元の割合まで回復したことから、大

量絶滅に伴う生命活動の変動を反映していると考えられる。分子個別には、海棲プランクトン由来

の短鎖n-アルカン(C15-C19)、プリスタン(Pr)、ファイタン(Ph)は、カダレン白亜紀層から境界層で減

少したのに対し、陸上植物由来の長鎖n-アルカン(C27-C31)、レテン、デヒドロアビエチン酸、ピレ

ンなどは境界層で増加するという２つのパターンが見られた。また、境界層でTSの異常濃集が見ら

れ、酸化還元環境指標であるPr/Ph比が上下層に比べて境界層で非常に小さいことから、絶滅事変時

に海洋が還元的になり硫酸還元バクテリアの活動が活発になったと考えられる。K/Pg境界層での硫

化物の異常濃集はアメリカ（Maruoka et al.,2002）やスペイン（Kaiho et al.,1999）でも報告されてい

ることから、海洋還元化は地球規模だったことが示唆され、その要因となったのは、陸上植物にも

打撃を与えた酸性雨である可能性が高い。一方で、北半球の地域で見られるような森林火災（Kaiho 
et al.,2016）の証拠や浅海・淡水地域で見られる中和過程（Maruoka et al.,2002）が起きた可能性を示

す結果は見られなかった。 
 
５．２宇宙科学の研究 

５．２．１ 火星表層模擬鉱物試料のレーザー誘起蛍光分光分析 

 近年、火星における地球外の生命存在可能性が高まっている。たとえば、NASA のマーズ・サイ

エンス・ラボラトリー計画によって火星表層からメタン、塩素化炭化水素などの数種の有機分子が

検出されたり（Freissinet et al. 2015）、マーズ・ルコネッサンス搭載機器で得られたデータ解析から

流水の痕跡が発見されている(Ojha et al. 2015)。日本の将来火星生命探査では、生体細胞を検出する

目的で生体物質に反応する蛍光色素を用いた小型蛍光顕微鏡を搭載する計画があるが（山岸 2011, 
2012）、現状の装置では生体物質や有機物のみが観測対象であり、これらの存在量が少ないと推測さ

れる火星表層の探査では搭載意義が問われていた。そこで我々は、本装置にレーザー誘起蛍光分光

（Laser Induced Fluorescence Spectroscopy,LIFS）法を備え付ければ、生体物質や有機物に限られない

惑星物質の現場分析が可能になるのではないかと考え、本研究では火星表層模擬試料の LIFS スペ

クトルを取得し、それらの特徴を理解することを目的とした。 
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 試料には 14 種の鉱物(モンモリロナイト、カオリナイト、タルク、ゼオライト、塩化マグネシウ

ム六水和物、塩化カルシウム二水和物、硫酸銅五水和物、硫酸カルシム二水和物、過塩素酸塩マグ

ネシウム六水和物、炭酸カルシウム、酸化カルシウム、ホウ酸、四ホウ酸ナトリウム、酸化鉄)を用

いた。実験には波長 355 nm の YAG レーザー(出力 8 mJ/pulse, パルス幅 5 ns, レーザー径 8 mm)を用

い、繰り返し数 10 Hz で発振した。合成石英セルに入った鉱物粉末にレーザーを入射し発生した蛍

光を、レーザー散乱光を除去するためのアクリルフィルターを通して分光器（波長範囲 375-725 nm）

に導入し、ゲート動作のついた光増幅器と CCD カメラで測定した。スペクトル測定には、レーザ

ー照射からの遅延時間を 0 ns、ゲート露出時間を 150 ns とした。蛍光寿命測定には、遅延時間を 0-18 
ns まで 1 ns ずつずらし、ゲート露出時間を 3 ns とした。また標準光源を用いて装置関数を求め、ス

ペクトル補正を行った。また、蛍光が分光器へ入射するスリット幅（1 mm , 0.5 mm , 0.2mm）、レー

ザー光の入射角度（30°, 45°,60°）、照射時間（0、5、10 分）を変えた場合の硫酸カルシウムの

LIF スペクトルの変化を比較した。さらに、Ar レーザー（励起波長 488 nm）を用いてゼオライト、

硫酸カルシウムの LIF スペクトルを取得した。 
 波長 355 nm の YAG レーザーを用いた実験では、４種のケイ酸塩鉱物について 400-550 nm にピー

クを持つブロードな LIFS スペクトルが得られた。また５種の水和塩、ホウ酸、酸化カルシウムで

は 405 nm に OH 由来と考えられる鋭いピークを検出した。炭酸カルシウムでは、435,458 nm、四ホ

ウ酸ナトリウムでは 435 nm にピークを持つスペクトルが得られた。しかし火星表層に一般的な酸

化鉄からは蛍光は検出されなかった。蛍光寿命測定の結果、いずれの鉱物についても 9-10 nm で蛍

光が減衰した。ケイ酸塩ではゼオライト、タルクで蛍光寿命が最も長く、カオリナイト>海砂>モン

モリロナイトの順に短かった。四ホウ酸ナトリウムの蛍光寿命は本研究で用いた試料の中で最も短

かった。水和塩についてはいずれの蛍光減衰比も類似した。 スリット幅を変えて硫酸カルシウム

の LIF スペクトルを比較したところ、0.2mm で若干蛍光強度が低かった以外はスペクトルにほとん

ど差はなかった。角度を変えて比較したところ、60°でのみ蛍光強度が著しく低くなったが、30°、

45°ではほとんど変わらなかった。またレーザーを 10 分間照射し続けても蛍光は特に変化はしなか

ったので、レーザー照射による試料の変性はほとんどないと考えられる。 Ar レーザーを用いた実

験では、ゼオライトについては 500－750nm にかけてブロードな LIF スペクトルが得られた。硫酸

カルシウムについては 678nm と 689nm にピークが見られた。このことから、この 2 試料の LIF ス

ペクトルについては 488nm の励起波長で区別できることを明らかにした。 
 
５．２．２  始原小天体有機物の天体重爆撃模擬実験 

 約 41～38 億年前の天体重爆撃期に、地球外有機物が生命の材料として初期地球に供給されたと考

えられている(Chyba and Sagan , 1992)。先行研究では、氷天体の模擬物質のガス銃衝撃実験で、アミ

ノ酸が合成されるという報告(Furukawa et al. 2008 , Martins et al. , 2013)があるが、ガス銃で発生可能

な衝撃速度は、地球脱出速度には及ばない。そこで、本研究では高強度レーザーを用いた炭素質隕

石、模擬彗星氷の超高圧衝撃実験を行い、ガスクロマトグラム質量分析計で分析することにより、

衝撃による小天体中有機物の組成変化を明らかにした。 
 その結果、炭素質隕石中の多環式芳香族炭化水素については、20 GPa では、ナフタレンが減少し

たこと以外は衝撃前とほとんど組成が変わらなかったが、50 GPa,400 GPa では、ピレン、フルオラ

ンテンの濃度が増加し、ビフェニル、アントラセン、フルオレノンの濃度は減少した。脂肪族炭化

水素については、50 GPa,400 GPa で短鎖分子(C14～C17)の濃度が減少し、長鎖分子(C18～C24)の濃

度が相対的に増加した。模擬彗星氷については、ジフェニルメタンやアルキル尿素と推定される化

合物が検出された。本結果は、衝撃が有機物の芳香環の縮合や炭素鎖の重合を促進し、生命起源に
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至る化学進化の出発物質になりえた可能性を示唆する。 
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conference 2016, June 26 – July 1, Yokohama, Japan 2016. 
 “Next generation of ‘Organics in Space’: Toward the future small body exploration missions”,Yabuta H., 
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Goldschdmit conference 2016, June 26 – July 1, Yokohama, Japan 2016.，招待講演 
 
“Molecular organization of Maillard-type reaction products as a protocell analogue” ,Takahashi A., Yabuta H., 
Ohigashi T., Inagaki Y., Moriwaki T., Ikemoto Y., Goldschdmit conference 2016, June 26 – July 1, Yokohama, 
Japan 2016. 
 
“Interactive evolution of inorganic and organic materials and water in comets and icy bodies”, Nagahara H., 
Noguchi T., Yabuta H., Itoh S., Sakamoto N., Mitsunari T., Okubo A., Okazaki R., Nakamura T., Tachibana S., 
Terada K., Ebihara M., Imae N., Kimura M., Goldschdmit conference 2016, June 26 – July 1, Yokohama, 
Japan 2016. 
Kurosawa K., Okamoto T., Yabuta H., Komatsu G., Matsui T., “A direct measurement of vaporized water ice 
during hypervelocity impacts in an open system”, Goldschdmit conference 2016, June 26 – July 1, Yokohama, 
Japan 2016. 
 
“Scientific Strategy of Landing Site Selection for Hayabusa2”,Yabuta H., Nakato A., Komatsu M., Morota T., 
Matsuoka M., Sugita S., Hiroi T., Kitazato K., Okada T., Senshu H., Sasaki S., Nakamura T., Kobayashi N., 
Watanabe S. and Hayabusa2 Landing Site Selection Team., The meteoritical society 79th annual meeting, 
August 7-12，Berlin, Germany,2016. 
 
“Susceptibility of a carbonaceous particle determined from acceleration caused by field-gradient”, Uyeda 
C.,8th joint European Magnetism Symposia ,August 21-26, Glasgow UK ,2016. 
 
“Magnetic anisotropy in the surface region of amorphous silicates”, Uyeda C., 8th joint European Magnetism 
Symposia ,August 21-26, Glasgow UK ,2016. 
 
“Magnetization measurements of small ferromagnetic grain.” Hisayoshi K., Uyeda C.,8th joint European 
Magnetism Symposia ,August 21-26, Glasgow UK ,2016. 
 
 
 

主要学会 

 
模擬小天体物質のレーザー衝突実験、 薮田ひかる、 境家達弘、 近藤忠、 大野宗祐、 黒澤耕介、 

門野敏彦、 重森啓介、 弘中陽一郎、 山中高光、 レーザー研シンポジウム、 大阪大学レーザーエ

ネルギー学研究所、大阪．2016.4.19-20. 

 

“Current Status of Hayabusa2 Landing Site Deliberation”,Nakato A., Yabuta H., Komatsu M., Morota T., 
Matsuoka M., Sugita S., Hiroi T., Kitazato, K., Okada T., Senshu H., Sasaki S., Nakamura T., Kobayashi N., 
Watanabe S., Hayabusa2 Landing Site Working Group., 日本地球惑星科学連合 2016年大会、幕張メッセ、

千葉市、2016.5.22-27. 
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彗星および氷に富む天体における初期水質変成作用による無機物-有機物共進化、野口高明、 薮田

ひかる、 伊藤正一、 光成拓也、 坂本直哉、 大久保彩、 岡崎隆司、 中村智樹、 橘省吾、 寺田

健太郎、 海老原充、 今栄直也、 木村眞、 永原裕子、日本地球惑星科学連合 2016年大会、幕張メ

ッセ、千葉市、2016.5.22-27. 

 

“STXM-XANES analyses of Murchison meteorite powders captured by aerogel after hypervelocity impacts: 
A potential implication of organic matter degradation for micrometeoroid collection experiments”,Kebukawa 
Y., Okudaira K., Yabuta H., Nakato A., Kilcoyne D., Hasegawa S., Tabata M., Kobayashi K., Yokobori S., 
Imai E., Kawaguchi Y., Yano H., Yamagishi A. 日本地球惑星科学連合 2016年大会、幕張メッセ、千葉

市、2016.5.22-27. 

 
“Fluorescence Life-Time (FLiT) instrument for space missions”,Satoh T., Yamagishi A., Miyakawa A., 
Sasaki S., Yabuta H., Kebukawa Y., Kobayashi K., 日本地球惑星科学連合 2016年大会、幕張メッセ、千

葉市、2016.5.22-27. 
 

局所 U-Pb年代分析で拓く太陽系年代学の新展開、寺田健太郎、第 64回質量分析学会総合討論会、 ホ

テル阪急エキスポパーク、 大阪、 2016. 5. 18-20. 特別講演 

 

レーザーポストイオン化 SNMSを用いた presolar SiCの同位体分析、宮晃平、 寺田健太郎、 薮田

ひかる、 河井洋輔、 松田貴博、 豊田岐聡、 石原盛男、 青木順、 中村亮介、第 64回質量分析学

会総合討論会、 ホテル阪急エキスポパーク、 大阪、 2016. 5. 18-20. 

 

局所同位体分析に向けたレーザーポストイオン化 SNMSの開発、松田貴博、 河井洋輔、 宮晃平、 青

木順、 本堂敏信、 石原盛男、 豊田岐聡、 中村亮介、 寺田健太郎、第 64回質量分析学会総合討

論会、 ホテル阪急エキスポパーク、 大阪、 2016. 5. 18-20. 

 

月の水、地球の水、そして、月探査. 橋爪 光、藤谷 渉、春山 純一、山中 千博、日本地球惑星科

学連合 2016 年大会、幕張メッセ、千葉市、2016.5.22-27. 

 

“サイエンス”指向型マススペクトロメーターで拓く宇宙・地球・生命科学、寺田健太郎、 豊田岐

聡、 平田岳史、日本地球惑星科学連合 2016年大会、 幕張メッセ国際会議場、 横浜、 2016. 5. 22-26. 

招待講演 

 

局所 U-Pb年代分析に向けたポストレーザーイオン化 SNMSの開発、河井洋輔、 松田貴博、 宮晃平、 

薮田ひかる、 青木順、 本堂敏信、 石原盛男、 豊田岐聡、 中村亮介、 寺田健太郎、日本地球惑

星科学連合 2016 年大会、 幕張メッセ国際会議場、 横浜、 2016. 5. 22-26. 

 

危難の海から回収されたルナ 24号レゴリス試料のキャラクタリゼーション、寺田健太郎、 橋口友

実、 河井洋輔、 宮原正明、日本地球惑星科学連合 2016年大会、 幕張メッセ国際会議場、 横浜、 

2016. 5. 22-26. 
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最古の月玄武岩隕石がどこからきたか？、杉山賢一、 中村良介、 小澤信、 寺田健太郎、 中村智

樹、 中嶋大輔、 大谷栄治、日本地球惑星科学連合 2016年大会、 幕張メッセ国際会議場、 横浜、 

2016. 5. 22-26. 

 

彗星および氷に富む天体における初期水質変成作用による無機物-有機物共進化、野口高明、 薮田

ひかる、 伊藤正一、 光成拓也、 坂本直哉、 大久保彩、 岡崎隆司、 中村智樹、 橘省吾、 寺田

健太郎、 海老原充、 今栄直也、 木村眞、 永原裕子、日本地球惑星科学連合 2016年大会、 幕張

メッセ国際会議場、 横浜、 2016. 5. 22-26. 招待講演 

 
Science Experiments with the Trojan Asteroid Lander in the Solar Powered Sail Mission、岡田達明、 ジャ

ンピエール ビブリン、 ウラメッツ ステファン、 ビール イェンス、 中村良介、 矢野創、 癸生

川陽子、 青木順、 河井洋輔、 薮田ひかる、 伊藤元雄、 斎藤義文、 横田勝一郎、 グラン ノエ

ル、 コティン エルベ、 ティルケル ロラン、 ブリオワ クリステル、 岩田隆浩、 松岡彩子、 松

本純、 加藤英樹、 森治、 川口淳一郎、日本地球惑星科学連合 2016年大会、 幕張メッセ国際会議

場、 横浜、 2016. 5. 22-26. 

 

月の水、地球の水、そして、月 PPS13-15、橋爪 光、藤谷 渉、春山 純一、山中 千博、日本地球

惑星科学連合 2016年大会、幕張メッセ、千葉市、2016.5.22-27. 

 

月地下における微量水の同位体計測に向けたオンサイトレーザー分光装置の開発計画 PPS13-16、山

中 千博、橋爪 光、田坂 直也、時田 茂樹、日本地球惑星科学連合 2016年大会、幕張メッセ、千葉

市、2016.5.22-27. 

 

磁場勾配によって誘導される並進運動を利用した非破壊同定、久好 圭治、山口 若菜、植田 千秋、

日本地球惑星科学連合 2016年大会、幕張メッセ、千葉市、2016.5.22-27. 

 

月地下の微量水に対するレーザー同位体分光測定、山中千博、時田茂樹、 橋爪光、 田坂直也、 新

述隆太、第 60回宇宙科学技術連合講演会、函館、2016.9.6-9. 

 

宇宙水・揮発性物質探査への取り組み 2E04、橋爪光、 山中千博、時田茂樹、田坂直也、第 60回

宇宙科学技術連合講演会、函館、2016.9.6.-9.  

 

宇宙水・揮発性物質探査への取り組み、 橋爪 光、山中千博、時田茂樹、田坂直也、第 60回宇宙

科学技術連合講演会、函館アリーナ、函館市、2016.9.6-9. 

 

表面掘削探査用のオンサイト質量分析システム、青木順、 豊田岐聡、 河井洋輔、 寺田健太郎、 

日本惑星科学会 2016 年秋季講演会、ノートルダム清心女子大学カリタスホール、 岡山、2016. 9. 

12-14. 

 

ソーラー電力セイルによるトロヤ群小惑星の探査計画、岡田達明、 癸生川陽子、 青木順、 伊藤元

雄、 河井洋輔、 薮田ひかる、 矢野創、 岡本千里、 中村良介、 Jean-Pierre Bibring、 Stephan 

Ulamec、 大槻 真嗣、 松本 純、 岩田 隆浩、 森 治、 ソーラー電力セイル・サイエンスチーム、

- 88 -



日本惑星科学会 2016 年秋季講演会、 ノートルダム清心女子大学カリタスホール、 岡山、2016. 9. 

12-14. 

投影型イメージング質量分析用時間検知型半導体検出器の開発 VI、藤田 陽一、 新井 康夫、SOIPIX

グループ、 松岡 久典、 本堂 敏信、 間 久直、 粟津 邦男、 河井 洋輔、 青木 順、 豊田 岐聡、

日本物理学会 2016年秋季大会、 金沢大学角間キャンパス、 金沢、 2016. 9. 13-16. 

 

局所 U-Pb年代分析に向けたレーザーポストイオン化 SNMSの開発、松田貴博、 河井洋輔、 宮晃平、 

青木順、 本堂敏信、 石原盛男、 豊田岐聡、 中村亮介、 寺田健太郎、2016 年度日本地球化学会

第 63回年会、 大阪市立大学杉本キャンパス、 大阪、2016. 9. 14-16. 

 

MULTUM-SNMS を用いた Murchison SiCの微量元素同位体分析、宮晃平、 寺田健太郎、 薮田ひかる、 

河井洋輔、 松田貴博、 豊田岐聡、 青木順、 石原盛男、 中村 亮介、2016年度日本地球化学会第

63回年会、 大阪市立大学杉本キャンパス、 大阪、2016. 9. 14-16. 

 

南極表層雪から回収された宇宙塵から、隕石ではわからない初期太陽系の有機—無機共進化を読み解

く、薮田ひかる、 野口高明、 伊藤正一、 中村智樹、 大久保彩、 岡崎隆司、 橘省吾、 寺田健太

郎、 海老原充、 永原裕子. アストロバイオロジーネットワーク 2017 年年会、東北大学、仙台、

2016.9.22—23 

  

はやぶさ２帰還まであと４年：STXM、 TEM、 SIMS の複合分析による小惑星リターンサンプルの有

機物・水・鉱物相互作用解明に向けて、薮田ひかる、UVSORシンポジウム、岡崎、2016.10.29-30.  

 

イオン照射による石英の風化作用の模擬と光刺激発光特性変化への影響、山中千博、長田章良、田

坂直也、高田将志、第 55回電子スピンサイエンス学会年会、大阪市大、2016.11.10-11. 

 

合成非晶質シリカ表層の磁気異方性、植田 千秋、日本磁気科学会年会、 物質・材料研究機構 つ

くば市 2016、11.15-17. 

 

ドライアイスの磁場並進運動、山口 若菜、植田 千秋 久好 圭治、日本磁気科学会年会、物質・材

料研究機構、つくば市、2016.11．15-17. 

 

震源核形成とガス流による電気分極を仮定した大地震前の TEC異常のシミュレーション、古河裕之、

山中千博、奥村暢朗、杉浦繁貴、日本地震予知学会第 3 回学術講演会、電気通信大学、調布、 

2016.12.22. 

  

投影型イメージング質量分析用時間検知型半導体検出器の開発 VII、藤田陽一、新井康夫、 SOIPIX

グループ、 松岡久典、 本堂敏信、 間久直、粟津邦男、 河井洋輔、 青木順、 豊田岐聡、日本物

理学会第 72回年次大会、 大阪大学豊中キャンパス、 大阪、 2017. 3. 17-20. 
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研究会 
 
月周回衛星「かぐや」による地球起源酸素の観測、寺田健太郎、「惑星物質科学のフロンティア」研

究会、 東京大学宇宙線研究所、 千葉、 2017. 3. 30-31. 
小型 MULTUM によるガス測定の現状、河井洋輔、「惑星物質科学のフロンティア」研究会, 東京大

学宇宙線研究所、 千葉、 2017. 3. 30-31. 
 
SNMS による局所 U-Pb 分析の現状、松田貴博、「惑星物質科学のフロンティア」研究会、 東京大

学宇宙線研究所、 千葉、 2017. 3. 30-31. 
 
“Isotopic Analyses of Murchison SiCs with the MULTUM-SNMS”,Miya K., Terada K., Kawai Y., Matsuda 
T., Yabuta H., Toyoda M., Aoki J., Ishihara M. and Nakamura R.,日本学術振興会研究拠点形成事業「初

期太陽系および系外惑星系における物質の起源と輸送」、 Hotel Le Saint Paul, Nice, France, 2017. 2. 
18-24 
 
地球外物質から探る太陽系の起源と進化、河井洋輔、第一回大阪大学豊中地区研究交流会「文×理

『知』の融合」、 大阪大学会館、 大阪、 2016. 12. 20. 
 
プレソーラーSiC の重元素同位体から推定する中性子捕獲反応の物理環境、寺田健太郎、「プレソー

ラー粒子から探る星間ダストの進化と太陽系の起源」研究会、 国立天文台三鷹キャンパス、 東京、

2016. 9. 26-27. 
 
MULTUM-SNMS を用いた Murchison SiC の同位体分析、宮晃平、「プレソーラー粒子から探る星間

ダストの進化と太陽系の起源」研究会、 国立天文台三鷹キャンパス、 東京、 2016. 9. 26-27. 
 
月の水と地球の水の見分け方、橋爪 光、第 11 回月科学（地殻）研究会、オフィス ゴコマチ、京

都市、2016.9.27. 
 
月着陸機搭載に向けた水分子同位体分析用分光装置の開発、橋爪 光、第 16 回 CPS 月惑星探査研

究会・太陽系探査を目指した観測装置に関するワークショップ、神戸大学CPS、神戸市、2016.10.11-12. 
 
月と地球の水を見分ける、橋爪 光、UZUME 研究会、山中湖 東海大学セミナーハウス、山梨県、

2016.10.21-23. 
 
“Impact? Metamorphism in CI, CM and CR Chondrites.”,Beck P., Quirico E., Bonal L., Yabuta H., Atou T., 
Flandinet L., Montagnac G., Nakamura T., Nakato A. and Alexander C.M.O’D.., Shock Workshop of 
Metamorphism and High Pressure Phases in Meteorites and Terrestrial Impactites,Berlin German、2016.8.6-7.
口頭 
 
“Dynamics observation of prebiotic microspheres through their chemical and morphological distributions: 
Attempt to define "Planetary Life"”,Takahashi A. and Yabuta H., APCosPA-Planet2 RESCEU Summer 
School, 岐阜高山、2016.8.24-26.口頭 
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“Carbon and sulfur contents in K/Pg boundary sediments, Neuquén basin, Argentina: Massive extinction 
effect on Southern hemisphere biosphere”, Akai M., Yabuta H. and Ikehara M., APCosPA-Planet2 RESCEU 
Summer School, 岐阜高山、2016.8.24-26.ポスター 
“Laser-Induced Fluorescence Spectroscopy of Martian mineral analogues”,Shiino A., Yabuta H., Oshikane Y.，
APCosPA-Planet2 RESCEU Summer School, 岐阜高山、2016.8.24-26.ポスター 
 
地震電磁気現象の研究：地震前の電離層異常現象と室内実験から、 山中千博、緊急！公開講演会「熊

本地震報告と予知への取り組み」～国民の信頼に応える科学者の挑戦～、大阪大学中之島センター、

2016.8.4. 
 
大地震前の電離層 TEC 異常変化の原因について、山中 千博、古河裕之、奥村暢朗、杉浦繁貴、先

行現象研究会、 名古屋市、2016.10.8.   
 
プラズマ物理からみた地震前電離層電子密度変化の研究、古河裕之、山中千博、奥村暢朗、杉浦繁、

貴先行現象研究会、名古屋市、2016.10.8.   
 
石英の光誘導ルミネッセンス（OSL）感度の大きな違いはなぜ生まれるか？（II）－イオン照射・

熱的アニーリングの効果と OSL 年代に与える影響－、山中千博、長田章良、田坂直也、高田将志、 
第 33 回 ESR 応用計測研究会/2016 年度ルミネッセンス年代測定研究会/第 41 回フィッション・ト

ラック研究会、奈良県明日香村、2017.3.1-3. 
 
A New X-Ray Fluorescence Spectroscopy of Extra Terrestrial Materials using a Muon Beam: For Developing 
the Non-Destructive 3-D Elemental/Isotopic Analysis 
Terada K., Ninomiya K., Osawa T., Tachibana S., Miyake Y., Kawamura N., Higemoto W., Sato A., 
Kawashima Y., Shimomura K., Yoshida G. and Kawai Y. 
Workshop on Experimental Cosmochemisty 2016, Pacifico Yokohama, Yokohama, Japan, 2016. 6. 26. 
 
Development of laser post-ionization SNMS for in-situ U-Pb chronology 
Kawai Y., Matsuda T., Miya K., Yabuta H., Aoki J., Hondo T., Ishihara M., Toyoda M., Nakamura R. and 
Terada K. 
Workshop on Experimental Cosmochemisty 2016, Pacifico Yokohama, Yokohama, Japan, 2016. 6. 26. 
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佐々木研究室（惑星物質学）  
 
 当グループでは、地球をはじめとする惑星の成り立ちとそこでの諸現象について、物質科学を基

にした実験的・理論的アプローチによって研究を進めている。具体的には、隕石や宇宙塵の成因と

原始太陽系における物質の分化、固体天体内部の熱進化と構造形成、地球惑星表層環境を特徴づけ

る地形の成因解明、氷天体における生命居住環境の起源と進化、月惑星探査、マグマの固結や発泡

現象、深海底試料からみる海底地質学・資源物質学、地球･惑星内部での高温高圧物質科学（圧力誘

起構造相転移など）についての研究である。 

 

１．惑星科学・宇宙科学の研究 

1.1 宇宙風化作用に関する研究 
 月、小惑星、水星といった大気の無い固体天体表面では、主に微小隕石の衝突と太陽風の照射に

より、表面の光学物性が変わり反射スペクトルが変化する。典型的には、反射スペクトルの赤化、

暗化、吸収帯の弱化としてあらわれる、この宇宙風化作用という現象は、ナノ鉄微粒子の生成が主

原因と考えられている。パルス幅がナノ秒程度のパルスレーザを用いると、宇宙風化作用に特有な

スペクトル変化をシミュレーションできる。 
 イトカワ粒子や隕石中にはナノ鉄 FeS も含まれている。水星では、表面での鉄の存在度が低く

(数%)、硫黄の方が存在度は高い。そのため宇宙風化作用として、FeS の微粒子も考慮すべきと考

え、FeS をカンラン石、輝石に加えたシミュレーション実験を行い、サンプル観察、スペクトル測

定を行った。FeS の添加は、風化度を高める効果として働き、特徴として赤化だけではなく赤外域

の暗化が見られる。さらに、照射の終わったサンプルについて、２時間加熱および２時間放熱のサ

イクルを１回から数回行った。大きくはないが、宇宙風化度が弱くなることがわかった。レーザ照

射したサンプルの観察から、レーザ照射をした時に FeS のメルトか蒸気が付着した 
ものが、散逸した可能性があると結論した。また、FeS の代わりに単体のイオウを付加した実験も

行った。加熱実験の時に、イオウと銅皿が直接反応するため、金箔を挟むなどの工夫を行なってい

る。 
 一方で、炭素質小惑星の統計的観測から、時間がたつにつれてスペクトルの青化が指摘されてい

た。炭素質隕石へのパルスレーザ照射の場合は、可視域のスペクトルに青化の傾向が生じることが

確認されているが、これにも FeS が何らかのメカニズムで効いているらしい。 
 
1.2  小天体の形・内部構造に関する研究 
 小惑星 25143 イトカワを主な対象として、太陽系小天体内部の密度分布を推定する手法の開発を

行った。小天体の重力場計算に用いられる手法を拡張することで、小惑星イトカワの内部密度分布

を推定することができた。 
 
1.3 木星系探査に関する研究 
 ESA の木星系探査ミッション「JUICE（Jupiter Icy Moons Explorer）」には、機器開発を伴う

形で日本グループが参加することになり、その枠組みは JAXA 宇宙科学研究所のプリプロジェクト

としてもスタートした。正式なプロジェクト化を目指して、木星および衛星系探査のみならず、太

陽系の起源や系外惑星という幅広い周辺課題も含めて、各機器の科学検討メンバーとの議論を行っ

た。近年は、形成直後の木星、土星が太陽系内を動径方向に大きく移動する（軌道長半径が一度小
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さくなり再び増大する）Grand Tak model が提唱されている。そうした履歴が現在の氷衛星にも遺

されている可能性があり、氷衛星上の物質を調べることで木星系全体の形成メカニズムを議論でき

る。 
 また個々の科学観測機器においては、レーザ高度計（GALA: Ganymede Laser Altimeter）の開

発に参加している。衛星エウロパ、カリストへの多数回フライバイを経て最終的に衛星ガニメデを

周回する軌道へ入る JUICE 計画において、GALA は世界初となる氷天体へのレーザ測距を行い、

衛星表面の起伏や全体形状の測定とともに、潮汐相互作用に伴う衛星の形状や回転の変化をモニタ

ーする。それによって、氷のテクトニクスの全容を把握しその形成メカニズムの理解に迫るととも

に、衛星の内部にその存在が示唆されている「地下海」の有無を決定する。こうした科学目標の具

体化と洗練化を国内外の研究者と連携して行い、機器仕様や観測計画へのフィードバックを行った。 
 
1.4 月探査に関する研究 
 次期および将来月探査計画の作成活動に参加している。小型月着陸実証機（SLIM）プロジェク

トに搭載するミッション機器として、鉱物同定用のマルチバンドカメラを設計し、搭載機器候補と

して開発中である。また、着陸地点の検討、および着陸地点での科学観測の有効性の検討を継続し

て行っている。 
 
1.5 氷衛星地下海の化学組成に関する研究 
 氷衛星の地下海は低温高圧条件のため、ガス分子があればガスハイドレートが生成しうる環境に

ある。ガスハイドレートの成長にともない取り込まれる可能性のある化学種としてアンモニアに着

目し、その分配係数を評価する研究をすすめた。また、氷衛星の氷地殻におけるアンモニアの動態

についてのモデルを検討し、シミュレーションを行った。 
 
1.6  氷天体地下海の安定性と進化に関する研究 
 エウロパなどの巨大惑星の衛星や、冥王星をはじめとする準惑星のように、氷の表面を持つ氷天

体のいくつかに対しては、近年の探査データを通してその内部に地下海の存在が示唆されている。

しかしその地下海の安定性、すなわち海の誕生から現在へと至る進化の描像は不明であることから、

長期的な地下海の進化を記述する数値モデルを構築した。近年理解が急進展するH2O氷の性質、特

に高圧結晶相の熱的・力学的ふるまいや、海に溶存すると考えられる塩類等との共融組成の状態方

程式を採り入れ、今後は様々な氷天体における海の構造と組成の進化の描像を数値解析的手法によ

って明らかにする。これによって、「現在の内部状態の把握」に興味が集中している氷天体への現状

の視点から、初めて過去へとさかのぼることで，太陽エネルギーに依存しない深部生命圏の起源と

進化という，宇宙生命学にも通じる普遍的な課題に新たな知見を得る。 
 
２．地球科学の研究 

 
2.1 融体の圧力誘起構造転移の研究 
 高温高圧下での X 線吸収実験（SPring-8 利用）により液体（マントルを構成するケイ酸塩の模

擬物質であるジャーマネート）の圧力誘起局所構造変化を調べた。さらに X 線ラジオグラフィー

（SPring-8 並びに AR-PF 利用）による密度測定と粘性率測定を試み、高温高圧融体のこれらの物

性と局所構造の相関を調べている。 
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2.2 火山防災のための降下火山灰シミュレーション研究 
 降下火山灰シミュレーションソフト Tephra2 を、多くの研究者や学生が使い易くコードリーディ

ングもしやすいコードに書き換えた 55Tephra を作製した。その過程で、日本の原子力発電所の再

稼動条件の設定に使用されている Tephra2 コードに誤りがあることに気づき、火山学会の識者を通

じて原子力規制庁に連絡した。このことで、再稼動条件となる、対策が必要な原発への降下火山灰

量予測が再検討されることとなり、原発の安全性向上に貢献した。 
 
2.3 表層メタンハイドレートに関する研究 
 メタンハイドレートとは、メタン分子が水分子により形成された籠構造（ケージ）に取り込まれ

た包接化合物で、日本近海の海底にも多く分布していることが確認されている。メタンハイドレー

トがいつどのようにしてできたかを明らかにする手がかりとして、自然放射線によりメタンハイド

レートに生成すると考えられるメタノールやホルムアルデヒドの分析をすすめた。また、調査航海

で採取した試料はメタンハイドレートと氷の混合物であることから、信頼性の高い分析を行うため

の準備としてメタンハイドレートのみを取り出すための装置の改良をすすめた。 
 
３．装置開発など 

 
3.1 SiC-Diamond アンビルの開発 
 龍谷大学との共同研究により、SiC-Diamond アンビルの HIP 合成を試み、従来の焼結ダイヤモ

ンドアンビル並みの強度を持つ焼結体の合成に成功した。14ｍｍ角のアンビルを用いて、20GPa・
2000K の高温高圧条件下でのＸ線回折実験をルーチン化したが、26mm 角の超大型アンビルの作製

に成功し、これを用いた高圧発生を行った。さらに、これらの X 線に対して透明なアンビルを用い

て、Ｘ線ラジオグラフィーによる密度測定や粘性率測定の実験技術の確立を進めている。フランス・

クレルモンフェラン大学との共同研究で、欧州放射光施設(ESRF)に導入された大容量プレスでの使

用も試みている。 
 
3.2 J-PARC での高圧中性子回折実験 
 J-PARC の高圧中性子ビームライン(PLANET)での、高圧力下でのガラスの構造研究と中性子イ

メージング技術開発の実験に参加している。 
 
3.3 大気圧プラズマを用いた液中化学プロセスに関する研究 
 液中プラズマプロセスでは、プラズマにより液中に導入される活性種が主役となり、化学反応を

引き起こす。よって、活性種の評価が液中プラズマプロセスの素過程の理解に欠かせない。大気圧

プラズマを照射した水（プラズマ処理水）に残る残留活性種に関する研究をすすめたところ、プラ

ズマ照射により液中に生成した亜硝酸と過酸化水素から過硝酸が生成し、その量が殺菌活性とよい

相関を示すことを明らかにした。また、過硝酸の効率良い合成法を開発し、安価で効果的な殺菌剤

の開発をすすめた。 
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月のスコリア丘の形状からマグマの揮発成分の量を推測する試み,  
佐伯和人,  
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日本地球惑星科学連合 2016 年大会，千葉，2016 年 5 月． 
 
酸素・アルゴン混合クラスレートハイドレートの ESR 測定， 
坂之上 聖史，谷 篤史，八久保 晶弘， 
第 33 回 ESR 応用計測研究会，奈良，2017 年 3 月． 
 
太陽系小天体における自転周期が表面重力場に与える影響、 
金丸仁明、佐々木晶、 
日本惑星科学会 2016 年度秋季講演会、岡山、2016 年 9 月 
 
Effects of Rotation and Interior Density Distribution on the Surface Gravity on Itokawa,  
金丸仁明、佐々木晶、 
第 12 回衝突研究会、兵庫、2016 年 11 月 
 
Investigating the Effects of the Rotation and Interior Density Distribution on the Surface 
Gravity Field of Asteroid Itokawa,  
金丸仁明、 
第 5 回京阪神・地球惑星物質科学研究会（京阪神合同ゼミ）、大阪、2016 年 12 月 
 

結晶入りマグマの微視的粘度と巨視的粘度,  
河波俊和、 
第 5 回京阪神・地球惑星物質科学研究会（京阪神合同ゼミ）、京都、2016 年 7 月 
 
バサルトファイバーのγ線照射による影響， 
坂之上聖史 
第 5 回京阪神・地球惑星物質科学研究会（京阪神合同ゼミ）、京都、2016 年 7 月 
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中嶋研究室（地球物理化学） 
  
地球や惑星の主として表層で起きている動的な過程（火山・地震活動、地殻変動、物質移動・反

応・循環、資源の集積、環境汚染、生命の起源と進化等）は、水、無機物質、有機物質、生物等が

複雑な相互作用を行っている結果である。そこで、水、溶存物質、無機・有機物等の性質及び岩石・

水相互作用、有機無機相互作用等を定量的に物理化学的に記述し、動的過程の機構と時間スケール

等を解明し、地球惑星表層環境変動の長期予測を行い、実在世界の総合自然科学を構築していく。 
 
１．その場状態分析法の開発 

地球表層動的過程のありのままの姿とその変化をその場観測する手法を開発し、水の関与する反

応等を速度論的に追跡し、反応速度定数、活性化エネルギー、平衡定数、拡散係数等の基礎的な物

理化学定数を求め、主に地球惑星表層における物質の変化機構・時間スケールを定量的に評価する

研究を継続した。今年度は、可視光分光測色装置によって紅葉の色変化過程を定量的に追跡した。

また、岩石・水相互作用をその場観測するための熱水反応セルの開発を継続し、シリカゲル及び珪

藻の構造変化過程を模擬する実験等を行った。さらに、顕微赤外分光法と水晶振動子微小天秤法を

組み合わせた水の吸着・脱着実験手法を開発した。 
 
２．岩石・水・有機物相互作用 

生体分子と水の相互作用の研究を継続し、多糖類（ペクチン）や 3 重らせんコラーゲンへの水の

吸着を評価した。多糖類では結合水が多く吸着するのに対し、3 重らせんコラーゲンでは自由水が

主に吸着した。また、大気微粒子への揮発性有機物の吸着過程を模擬する実験を行い、フェリハイ

ドライトやシリカゲルといった表面積の大きな鉱物に、様々な揮発性有機物が吸着することがわか

った。 
 

３．地球資源環境科学 

岩石の風化・変質、金属・有機燃料資源の集積、土壌・水圏の重金属や有機汚染物質等における

環境汚染、ゴミ・廃棄物の処分場の長期安全性等に関わる岩石・水相互作用の機構と速度を実験的

に調べ、地球表層の物質移動・化学反応・物質循環の定量化と長期予測を行う研究を継続した。石

油や天然ガスの生成過程を模擬するため、腐植物質及び珪藻の加熱その場赤外観測を行い、反応速

度・活性化エネルギーを求めた。また、腐植物質の生成過程を模擬する加熱その場紫外・可視分光

観測から生成の時間スケールを見積もった。さらに、大気微粒子（PM2.5等）の特性評価を継続した。 
 
４．地震と断層の物質科学 

地震現象を岩石の破壊と摩擦の物理化学という視点でとらえ，日本海溝と南海トラフでのプレー

ト境界断層の滑り量の定量的評価や，非晶質微粒子の残存による活断層の活動性の新しい評価法の

提案などを行った． 
 

５．生体物質の物理学的解析 

 地球の歴史や環境を考える上で，生命の営みを無視することはできない．その生命活動を理解す

るためには，生体分子がおりなす分子同士の結合と解離などの生体分子間相互作用を明らかにする

必要がある．本年度は，過渡回折格子法（TG 法）により、我々が開発した光ジッパータンパク質
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（PZ）の状態変化を観測した．その結果，光受容後 3.3 ミリ秒で PZ の構造が変化し，濃度依存的

（30µM の濃度で 0.16 秒）で二量体化することが明らかになった．また，DNA の存在下では二量

体化にともない秒のオーダーで DNA に結合することが示された．これらの結果を学術論文として

公表した．さらに，PZ と DNA との結合を定量化するとともに，ESR 法により二量体のフラビン

ラジカル間距離を推定するとともに，高速原子間力顕微鏡（高速 AFM）を用いて PZ のマイカ表面

での動態を可視化した． 
 

発表論文 
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Akiyama Y, Nakasone Y, Nakatani Y, Hisatomi O, Terazima M. 
Time-resolved Detection of Light-induced Dimerization of Monomeric Aureochrome-1 and Change in 
Affinity for DNA. 
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学会研究会発表 

国際会議 

[Oral] 
Nakashima, S. (2017) (Invited) 

Kinetics of hydrocarbon generation from biogenic materials (diatoms) and kerogens and the roles of  

organic-inorganic interactions.  

   International Workshop on Organic Geochemistry, Minoo, Osaka, July 4-5, 2016. 

Nakashima, S., Okada, M. and Kudo, S. (2016)  

Interactions of water and minerals/organics as studied by infrared micro-spectroscopy combined with quartz  

crystal microbalance under controlled relative humidity. 

Goldschmidt Conference 2016, Yokohama, June 27, 2016.  

O. Hisatomi 
Blue light-induced DNA binding of an engineered bZIP module, Photozipper 

4th Awaji International Workshop on “Electron Spin Science & Technology: Biological and Materials 
Science Oriented Applications” (AWEST 2016), 2016.6.19-22 Awaji Island, Japan 

H. Yabuta, T. Kondo, S. Nakashima, S. Sasaki, H. Shibai, K. Terada, M. Toyoda, T. Hirono, O. Hisatomi, K. 
Saiki, H. Terasaki, C. Uyeda, C. Yamanaka, J. Aoki, K. Hashizume, Y. Kawai, T. Sakaiya, A. Tani 

Undergraduate education in geochemistry and cosmochemistry at Osaka University, Japan 
Goldschmidt Conference, 26 June – 1 July, Yokohama 2016. 

 
[Poster] 
Nakashima, S., Otsuka, T. and Nakaya, Y. (2016)  

Kinetics of hydrothermal transformation of humic substances. 

18th International Conference of International Humic Substances Society, Kanazawa, September 11-16, 2016.  

Nakaya, Y. and Nakashima, S. (2016) 

In-situ spectroscopic observation and kinetic analyses of aqueous organic geochemical reactions.  

International Workshop of Organic Geochemistry. Osaka, July 4-5, 2016. 

Nakaya, Y., Nakashima, S. and Moriizumi, M. (2016) 

Time scale evaluation for the formation of humic substances based on the Maillard reaction. 

18th International Conference of International Humic Substances Society, Kanazawa, September 11-16, 2016. 

Umezawa, R., Nishiyama, N. and Nakashima, S. (2016) 

   Electrical conductance of pore water in a sandstone at low water saturation. 

     Goldschmidt Conference 2016, Yokohama, June 26-July 1, 2016. 

Tomizawa, R., Maruyama, D., Nakashima, S., Suzuki, M., Ohnishi, I., Seto, Y., Matsumoto, M., Nishimura, R. and 

Fukuyama, Y. (2016)  

Observations of PM2.5 Sampled in Osaka with SEM/TEM-EDS, IR and Raman Spectroscopy. 

Goldschmidt Conference 2016, Yokohama, June 29, 2016. 
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Yamakita, E. and Nakashima, S. (2016) 

 Adsorption/desorption of water to a polysaccharide as studied by infrared spectroscopy 

  Goldschmidt Conference, Pacifico Yokohama, Yokohama, Jun. 26 – Jul. 1, 2016. 
Maruyama, D. and Nakashima, S. (2016) 
   Water adsorption to sulfates by infrared spectroscopy under controlled relative humidity 
     Goldschmidt Conference 2016, Yokohama, June 29, 2016. 
Morifuji,N. and Nakashima,S (2016)     

Hydrothermal transformation of biogenic silica as studied by in situ infrared spectroscopy  

Goldschmidt Conference in Yokohama, Yokohama, June 26-July1,2016   

Morifuji,N. and Nakashima,S (2016)  

Silica-organic interaction in daitom as studied by in-situ hydrothermal infrared microspectroscopy 
International workshop of Organic Geochemistry, Osaka, July4-5 2016 

S. Kaneki, T. Hirono, H. Mukoyoshi, Y. Sampei, M. Ikehara 
Slip parameters of ancient subduction earthquake determined by multiple analyses of carbonaceous 
materials 

International Workshop of Organic Geochemistry "Biomarkers and Molecular Isotopes" May24 2016 
K. Kojima, Y. Matsutani, T. Yamashita, M. Yanagawa, Y. Imamoto, Y. Yamano, A. Wada, O. Hisatomi, Y. 
Shichida  

Thermal isomerization rate of retinal chromophore in blue-sensitive cone pigments expressed in amphibian 
green rods 

16th International Conference on Retinal ProteinsI (ICRP2016), 2–7 October 2016 Potsdam, 
Germany 

O. Hisatomi and Y. Nakatani 
Molecular mechanisms of a light-activatable bZIP module, Photozipper 

4th Awaji International Workshop on “Electron Spin Science & Technology: Biological and Materials 
Science Oriented Applications” (AWEST 2016), 2016.6.19-22 Awaji Island, Japan 

Y. Nakatani and O. Hisatomi 
Quantitative analyses of the Photozipper/DNA complex formation 

4th Awaji International Workshop on “Electron Spin Science & Technology: Biological and Materials 
Science Oriented Applications” (AWEST 2016), 2016.6.19-22 Awaji Island, Japan 

 
主要学会 

（口頭） 

中嶋  悟 (2016) （招待） 
顕微可視・赤外分光分析による無機・生体物質のイメージングと水との相互作用 

サーモフィッシャーサイエンティフィック 名古屋機器分析セミナー，名古屋，2016 年 11 月 7 日． 

土野池直哉・中野友貴・廣野哲朗・近藤忠 

地震時の断層における焼結現象およびその実験的再現 

日本地震学会 2016年秋季大会,  2016年 10月 5日 

山下純子・朝山暁・廣野哲朗 

長野県北部神城断層における非晶質微粒子の生成 

日本地震学会 2016年秋季大会,  2016年 10月 5日 
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久冨修、中谷陽一、竹内健 

光制御型 bZIP モジュールの機能解析 

第 19回 日本光生物学協会 年会：光生物学協会講演会（東大）2016年 7月 28-29日 

松谷優樹、小島慧一、柳川正隆、山下高廣、今元泰、久富修、山野由美子、和田昭盛、七田芳則 

錐体視物質の暗環境適応 

第 19回 日本光生物学協会 年会：光生物学協会講演会（東大）2016年 7月 28-29日 

Y. Matsutani, K. Kojima, M. Yanagawa, T. Yamashita, Y. Imamoto, O. Hisatomi, Y. Yamano, A. Wada, Y. 
Shichida 

Optimization mechanism of vertebrate visual pigments for photic environment 
日本動物学会第 87回大会、沖縄、2016.11, 14-19 

井上萌恵、Nguyen Minh Hien、和泉雅之、岡本亮、小林夕香、上野泰、岡本裕樹、林文晶、久冨修、

梶原康宏 

コアフコース認識レクチン PhoSL の構造解析 

日本化学会 第 97春季年会、横浜、2017年 3月 16日(木)～19日(日) 

 

(ポスター) 

中嶋悟，富澤亮太，丸山大貴，鈴木実，大西市朗，瀬戸雄介，松本恵，西村理恵，福山由依子（2016） 
SEM/TEM-EDS・赤外分光法・ラマン分光法による大阪で採取したPM2.5の分析 

サーモフィッシャーサイエンティフィック EDS/XPS ユーザーズフォーラム， 

品川，2016 年 7 月 6 日． 

中嶋 悟，岡田実紗，山北絵理，丸山大貴，工藤幸会 

相対湿度制御・顕微赤外分光法・水晶振動子微小天秤法による鉱物/生体分子と水の相互作用の解析 

サーモフィッシャーサイエンティフィック IR/Raman ユーザーズフォーラム， 

品川，2016 年 5 月 18 日，大阪，2016 年 5 月 20 日 

工藤幸会，中嶋 悟 (2016) 

赤外分光法によるコラーゲンの加熱構造変化の解析 

サーモフィッシャーサイエンティフィック IR/Raman ユーザーズフォーラム， 

品川，2016 年 5 月 18 日，大阪，2016年 5月 20日 

工藤幸会，中嶋 悟 (2016) 

湿度制御赤外分光法によるコラーゲンと水の相互作用に関する研究 

日本分光学会，大阪大学，大阪，2016年 5月 24日 

中屋佑紀，中嶋 悟 (2016) 

腐植物質の生成模擬過程のその場赤外分光観測と速度論的解析 

日本分光学会，大阪大学，大阪，2016年 5月 24-26日 

森藤 直人，中嶋 悟(2016)        

熱水反応顕微赤外分光その場観測による生物源および無機シリカの挙動の追跡   

日本分光学会，大阪大学、大阪，2016 年 5 月 24 日 

富澤亮太，丸山大貴，中嶋 悟，鈴木 実，大西市朗，瀬戸雄介，松本 恵，西村理恵，福山由依子（2016） 

顕微赤外・ラマン分光による大阪で採取したPM2.5の観察 

日本分光学会，大阪大学，大阪，2016 年 5 月 24-26 日 

山北絵理，中嶋 悟 (2016) 

 イロハモミジの紅葉過程のその場可視分光観測 

  日本分光学会，大阪大学，大阪，2016年 5月 24-26 日 
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丸山大貴, 中嶋悟 

 顕微赤外分光計と温度湿度制御装置を組み合わせた硫酸塩への水吸着実験 

  日本分光学会, 大阪大学, 大阪, 2016年 5月 24日 

堀川卓哉，横山正 

 岩石の水飽和率－弾性波速度の関係における間隙径分布の影響 
  日本地球惑星科学連合 連合大会, 幕張メッセ，2016年 5月 24日 
中屋佑紀，中嶋 悟 (2016) 

メイラード反応による腐植物質生成過程への共存無機物の影響評価 

日本腐植物質学会，名城大学，愛知，2016年 3月 14日 

佐藤亘，中嶋悟 

模擬地下水音の周波数特性の解析 

日本応用地質学会研究発表会  仙台，2016 年 10 月 26 日 

金木俊也・廣野哲朗・向吉秀樹・三瓶良和・池原実 

炭質物の元素組成・分光分析による南海トラフ巨大分岐断層の摩擦発熱履歴の推定 

日本地球惑星科学連合連合大会 2016年大会,  2016年 5月 24日 

S Kaneki, T. Hirono 
Inferring parameters of earthquake slip using an integrated field, experiment and material analysis: A new 
proxy using maturation of carbonaceous materials 

    Crustal Dynamics 2016,  2016年 7月 24日 

金木俊也・廣野哲朗・土野池直哉・近藤忠 

地震性断層滑りに伴う炭質物の有機化学的変化：昇温速度の影響の実験的考察 

日本地震学会 2016年度秋季大会,  2016年 10月 5日 

小川丈彰、加藤尚希、土野池直哉、朝山暁、金木俊也、廣野哲朗 

和歌山県日高川層群に発達する過去のプレート境界断層の構造地質学的・鉱物学的特徴 

日本地球惑星科学連合 2016年大会,  2016年 5月 25日 

中野友貴・金木俊也・廣野哲朗 

シュードタキライト黒色化の実験的検証 

JpGU-AGU 共同大会 2017,  2016年 5月 25日 
Y. Nakatani and O. Hisatomi  

DNA-binding of a light-regulated bZIP module, Photozipper 
第 38 回日本比較生理生化学会、東京大会（jscpb2016） 玉川大学 2016, 9, 2-4 

K. Ozeki, H. Nagashima, O. Hisatomi, H. Mino 
Reaction mechanism in Photozipper monitored by Electron Paramagntic Resonanced 
第 54 回日本生物物理学会年会、つくば, 2016.11.25-27 

Y. Nakatani1, O. Hisatomi 
The quantitative analyses for the DNA binding of Photozipper 
光制御 bZIPモジュール Photozippeの DNA結合反応の定量的解析 

第 54回日本生物物理学会年会、つくば, 2016.11.25-27 

S. Tateyama, O. Hisatomi  
The DNA-binding of a light-regulated bZIP module, photozipper, analyzed by quartz crystal microbalance 
水晶微量天秤による光制御型 bZipモジュール photozipperの DNA結合の解析 

第 54回日本生物物理学会年会、つくば, 2016.11.25-27 
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Osamu Hisatomi 
Mutational analyses of the conformational switching of a light-regulated bZIP module, Photozipper 
光制御型 bZIP モジュール Photozipper の構造変化の変異体解析 

第 54回日本生物物理学会年会、つくば, 2016.11.25-27 

K. Kojima, Y. Matsutani, M. Yanagawa, T. Yamashita, Y. Imamoto, O. Hisatomi, Y. Yamano, A. Wada, and Y. 
Shichida 

Thermal activation rates of visual pigments expressed in rods 
桿体視細胞に発現する視物質の熱活性化頻度 

第 54回日本生物物理学会年会、つくば, 2016.11.25-27 

小関康平、長嶋宏樹、久冨修、三野広幸 

機能性タンパク質 photozipper の反応過程の解析 （ポスター賞） 

第 55回電子スピンサイエンス学会年会（SEST2016 大阪市大、11/10-12） 
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近藤研究室（惑星内部物質学）  
 
 当研究室では、地球や惑星・衛星の深部構造と進化の解明を目指し、高温高圧や低温高圧を発生

する装置に多様な計測手段を組み合わせた研究を行っている。主な研究手法としては、静的圧縮装

置であるダイヤモンドアンビルセルやマルチアンビル型装置、また動的圧縮法である高強度レーザ

ーを用い、高圧下での各種物性測定や、放射光を用いた各種その場観察実験法の開発も行なってい

る。平成 28年度に行った主な研究活動の状況を以下に記す。 

 

１．地球・惑星内部物質の物性測定 

1.1 地球惑星核中の水素の起源に関する研究 

 これまで主に放射光その場観察実験により研究を続けてきたFeSとH2O系の反応実験に関して、

更に研究を進めた。特に過剰含水の実験条件のために、非常に回収が困難であった回収試料の取得

に成功し、京都大学・土`山研究室との共同研究によって反応部のTEM観察を行った結果、FeSの表

層に酸化物が生成し、その下部にパイライト相が存在することが明らかになった。このことはH2O
とFeSの化学反応過程に非常に大きな制約条件を付けることができることが新たに分かった。 
 
1.2 地球型惑星核条件での弾性特性 

 地球型惑星の核組成や物性を解明することを目指して、様々な鉄合金融体の密度・音速について

惑星核条件までの測定を実施している。28 年度は、マルチアンビル装置とＸ線吸収法による密度測

定、超音波法による音速測定を併用して、鉄合金融体の密度・音速測定を継続的に実施した。この

結果、測定圧力を 15 GPa まで拡張することができた。また鉄合金融体の弾性定数の精密決定のため

に、常圧下で密度・音速測定が可能な高温炉を新たに製作・導入した。 
 上記のマルチアンビルを用いた具体的成果としては、SPring-8 BL22XU ビームラインでキュービ

ックプレスを用いて、Fe-3.5wt%C 融体の音速、密度を 4 GPa まで測定した。測定した物性の圧力・

温度依存性から、融体の断熱体積弾性率およびその温度・圧力変化が明らかとなった。これらの結

果から、炭素が月の核中に入った場合、月核の温度条件は 1910-1950 K と比較的高いことが推定さ

れた。月核に炭素が入る可能性は、炭素の分配実験から最近報告されており(Steenstra et al. 2017)、
その分配実験から示唆される月核条件は本結果とも整合的である。これらの結果は、Journal of 
Geophysical Research に掲載された。(Shimoyama et al. 2016)  
 
1.3高圧下微小部イメージングによる密度測定システムの開発 

 KEK-PF-AR:NE1A にてマイクロイメージング測定の整備を進め、30keV 光では回折実験とイメ

ージングが短時間で得られるシステムを構築し、温度制御に優れる外熱式加熱法を用いて高温下固

体及び液体インジウムの X 線透過強度を密度に換算する基礎技術を確立した。複数のカメラに対し

て、標準物質とその状態方程式、また格子体積の直接測定を行って輝度校正を行い、密度決定の精

度を向上させた。 
 

1.4 氷衛星内部のダイナミクスに関する研究 

 DACと小型循環型の冷却装置および新たにペルチエ素子を組み合わせることにより低温下高圧分

光観察装置の開発を行った。断熱効率の大幅な改善や、結露防止の工夫を行った結果、真空引きを

行わない低温装置として、約-40℃までの可視分光観察が可能となった。この装置を用いて、純粋な
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H2O及び従来から報告のあった硫酸塩を含めた系の相関係変化を調べた。純粋なH2Oでは相転移境界

に対して圧力変化や温度変化で横切れるようになり、従来から指摘されている相転移境界と見かけ

の差について検証ができるようになった。また、水-硫酸塩系の反応に関しては先行実験で得られて

いる相図と異なる相の出現が見られたため、今後詳しく調べる予定である。 

 
2. 大型レーザー装置を使った地球惑星科学研究 

2.1 隕石中の高圧変成鉱物の生成条件解明 

 隕石中には母天体の破壊やその後の衝突履歴を受けた後に生成されたと考えられる様々な高圧変

成鉱物が発見されている。近年では地球の下部マントルの主要鉱物であるケイ酸塩ペロブスカイト

相も隕石中に発見されており、地球下部マントルに相当する高圧相の急冷凍結現象が自然界に存在

していたことを示している。我々はこれまでの大型レーザーを用いた実験で隕石衝突を模擬した鉱

物の完全回収に成功したが、隕石中に存在するような高圧相は未だ発見できていない。そこで、よ

り長いレーザーパルス生成の基礎技術開発およびそのレーザー衝撃を受けた試料回収を念頭に、数

十ナノ秒～マイクロ秒のタイムスケールにおけるレーザー衝撃圧縮実験を行い、カンラン石、輝石、

長石、シリカなどの鉱物の相転移の観察、相転移の速度論や、隕石中の高圧相生成および成長過程

や物性などを解明することを目的としている。今年度は、数十ナノ秒の大型レーザーを用いて、マ

ーチソン隕石、オリビン、玄武岩の回収実験を行った。 
 
2.2 鉱物回収とその場観測実験 

 地球惑星科学研究は、実験室での再現実験に対して比較対象となる、高温・高圧・衝撃等の履歴

を受けた天然試料や地球深部の観測結果が豊富に存在する自然科学である。これらの高温高圧条件

や破壊過程を経験した試料は、均質ではない各種の物理的・化学的に変化する空間分布を持ってい

るため、経験した条件が未知な場合や空間分布情報を失った回収試料分析は、研究結果の妥当性と

信頼性が大きく低下してしまう。これまでに我々が進めてきた研究では、積極的な試料回収という

観点から、独自の回収セルを開発してきたが、次の研究推進の大きなステップとしてこれらの高温

高圧・衝撃を経験した隕石や鉱物の回収実験において、同時にその場での物性測定を実現すること

を目的とする。今年度は、これまでの回収実験で使用した回収セルの背面に観測用の窓を設けて、

試料中を伝播する衝撃波の速度を速度干渉計（VISAR）で測定することを試みた。試料はサンカル

ロス産のオリビン単結晶と人工クォーツ単結晶を用いた。3 mm 厚のオリビンを通してチタンとオ

リビンの界面への衝撃波の到達を観測することに成功した。また観測窓付き回収セルでの鉱物の回

収にも成功した。 
 
2.3 生命前駆物質に関する隕石衝突模擬実験 

 約 40～38 億年前の隕石後期重爆撃期に小惑星や彗星が初期地球に衝突した際、地球外有機物が

生命前駆物質として地球に供給されたと考えられている。特に彗星に着目し、この衝突現象を模擬

するために大型レーザー装置を使って模擬彗星物質を用いた回収実験を行っている。試料には、模

擬彗星物質として、水、メタノール、アンモニア、トルエンの混合物を用いた。試料は密閉容器に

封入し、液体窒素で回収セルごと冷却し、氷にした。今年度は、分析用に試料量を稼ぐために、同

じ温度・圧力条件（同じレーザー条件）で複数回の回収実験を行った。回収した試料については、

ガスクロマトグラフィー質量分析、元素・同位体分析、顕微分光分析を用いて衝撃による有機物の

分子組成の変化を評価している段階である。 
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3. 極限環境下での新奇な相転移現象の研究 
 フラストレート磁性体であるパイロクロア酸化物Re2Ru2O7(RE:希土類)の非線形帯磁率測定に

よるスピングラス転移の研究横方向交流帯磁率測定による金属スピングラスのランダム磁気異方性

の定量評価の研究。 
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国際会議 

○American Geophysical Union 2016 Fall meeting, Dec.12-16, 2016, San Francisco, USA. 
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○International School on Spintronics and Spin-Orbitronics, Dec.16-17 2016, Kyushu University, Japan. 
・H.Taniguchi, K.Yamagishi, T.Arakawa, T.Taniguchi, Y.Niimi, K.Kobayashi, Extraordinary Hall effect and 

spin Hall effect measurements in ternary alloy spin glasses. 
○9th International Conference on Physics and Applications of Spin-Related Phenomena in Solids, Aug. 8-11, 

2016, Kobe International Conference Center, Kobe City, Japan . 
・H.Taniguchi, K.Yamagishi, T.Arakawa, T.Taniguchi, Y.Niimi, K.Kobayashi, Extraordinary Hall effect and 

spin Hall effect measurements in ternary alloy spin glasses. 
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主要学会 
○日本地球惑星科学連合 2016年大会, 千葉, 5/22-26, 2016 

・Terasaki, H., Y. Shibazaki, Y. Higo, Hydrogen solubility into Fe-alloys under high pressure（国際セッショ

ン） 
・Kamada, S., Sakairi, T., Sakamaki, T., Ohtani, E., Terasaki, H., Fukui, H., Baron, A.Q.R., Suzuki, A., 

Uchiyama, H., Tsutsui, S., Sound velocity Fe3S at high pressure and high temperature based on inelastic 
X-ray scattering（国際セッション、招待講演） 

・浦川啓、寺崎英紀、岸本俊八、井上尚紀、田窪勇作、下山裕太、黒川冬華、町田晃彦, 高圧下に

おけるFeS-NiS２元系メルトの密度測定,  
・尾方優士、境家達弘、近藤忠、寺崎英紀、重森啓介、弘 陽一郎, 地球核条件下にレーザー衝撃圧

縮されたFeSの音速と密度 
・廣海真吾、近藤忠、寺崎英紀、田窪勇作、三田井慎吾、亀卦川卓美, 下部マントルにおける含水

高圧相の生成条件,  
 
○日本物理学会 2016 秋季大会 2016 年 9 月 13 日(火)～16 日(金)金沢大学、角間キャンパス  
・山岸航大, 谷口年史、ルテニウム系パイロクロア酸化物R2Ru2O7(R = rare earth)における非線形帯

磁率測定 
・谷口祐紀, 山岸航大, 荒川智紀, 谷口年史, 新見康洋, 小林研介、三元合金スピングラスにおける異

常ホール効果とスピンホール効果の測定 
 
○鉱物科学会 2016 年年会, 金沢, 9/23-25, 2016 
・浦川 啓，寺崎英紀，岸本俊八，井上尚紀，田窪勇作，下山裕太，黒川冬華，町田晃彦, FeSメル

トの圧縮挙動 
 
○第 56 回日本高圧討論会, つくば, 10/26-29, 2016 
・近藤忠、境家達弘、廣本健吾、重森啓介、加藤弘樹、門野敏彦、弘中陽一郎、レーザー圧縮

法における地球物質の高圧相転移  
・西田圭佑，柴崎裕樹，戸邉宙，阿部涼太，若林大佑，船守展正，寺崎英紀，肥後祐司，鈴木昭夫, 

20 GPaまでのFe-S系メルトの音速測定,  
・柴﨑裕樹，西田圭佑, 戸邉宙, 阿部涼太, 鈴木昭夫, 寺崎英紀, 下山裕太, 黒川冬華, 肥後祐司, 亀

掛川卓美, fcc-Feの弾性波速度に対する水素の効果 
・田窪勇作，寺崎英紀, 近藤忠, 三田井慎吾, 廣海真吾, 下山裕太, 亀卦川卓美, 外熱式DAC を用い

たX 線イメージングによるIn の密度測定II 
・三田井慎吾, 近藤忠, 田窪勇作，廣海真吾, 寺崎英紀, 山下智也, 亀卦川卓美, 高温高圧下における

Fe-S-O-H系試料の回収分析 
・浦川 啓、寺崎 英紀、田窪 勇作、下山 裕太、黒川 冬華、岸本 俊八、井上 尚紀、町田 晃彦, FeS

メルトの圧縮とその密度へのNiの影響 
・白田実希、原田啓多、芦田覚、近藤忠、氷の相境界に対する硫酸塩の影響 

○日本物理学会第 72 回年次大会、大阪大学 豊中キャンパス、2017 年 3 月 17 日(金)～20 日(月) 
・谷口祐紀, 山岸航大, 荒川智紀, 谷口年史, 新見康洋, 小林研介、三元合金スピングラスにおけるス

ピンホール効果の測定 
・山岸航大, 谷口年史、ルテニウム系パイロクロア酸化物R2Ru2O7(R = rare earth)の臨界指数に関す
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る研究 
 
研究会 
○第５回 JASRI ワークショップ「地球惑星科学検討ワークショップ：大容量高圧プレス・ビームラ

インの将来」, 佐用, 2/10, 2017 
・寺崎英紀, Ｘ線イメージングを用いた液体金属の弾性および界面特性測定（招待講演） 
 
○第 4 回愛媛大学先進超高圧科学研究拠点 (PRIUS)シンポジウム, 松山, 3/1-2, 2017 
・寺崎英紀, 15GPaまでのFe-Ni-S融体の音速と密度 
 
○平成 28 年度文部科学省科研費助成事業新学術領域研究「核-マントルの相互作用と共進化」平成

28 年度成果報告会, 横浜, 3/26-28, 2017 
・寺崎英紀, 下山裕太, 西田圭佑, 黒川冬華, 真木まゆみ, 田窪勇作, 浦川啓, 柴崎裕樹, 坂巻竜也, 肥

後祐司, 町田晃彦, 鉄合金融体の弾性への圧力・温度の影響,  
・下山裕太, 寺崎英紀, 田窪勇作, 浦川啓, 近藤忠, 高圧下における鉄−炭素合金の熱弾性的性質 
・鈴木昭夫, 鍵 裕之, 井上 徹, 舟越賢一, 寺崎英紀, 村上元彦, 構造物性班の進捗状況 
 
○レーザー研シンポジウム（大阪大学・銀杏会館）2016 年 4 月 19-20 日 
計画課題報告 
・近藤忠、レーザー地球惑星科学 
ポスター発表 
・近藤忠，スーパーアースの内部構造と物性測定 
・寺崎英紀，鉄融体の重力不安定性に与える軽元素の効果：核形成タイムスケールの制約 
・境家達弘，地球内部物質の音速と密度の関係“バーチ則”の検証 
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芝井研究室（赤外線天文学） 
  
 本研究室の研究分野は赤外線天文学であり、主要研究テーマは「太陽系外惑星系・原始惑星系円

盤の観測研究」である。スペース赤外線望遠鏡および地上望遠鏡を開発、使用して、急速に進展し

つつある太陽系外惑星探査、および系外惑星本体及び星周円盤のダスト（星間塵）の赤外線観測を

研究の中心とする。 
 本年度はニュージーランドの MOA-II 望遠鏡、宇宙科学研究所望遠鏡、ALMA 電波望遠鏡などを

用いて、太陽系外惑星、原始惑星系円盤の観測を行った。また、世界初の宇宙遠赤外線干渉計の改

良、フライト準備、次世代遠赤外線アレイセンサーの開発を行った。さらに世界初の近赤外線重力

マイクロレンズ観測 PRIME 望遠鏡の建設を始めた。将来の展開への準備として、次世代宇宙赤外

線望遠鏡 SPICA 計画の検討を国際協力で進めた。 
 
１. 星周円盤・系外惑星の可視光・赤外線観測 

 

1.1 重力マイクロレンズ現象による系外惑星の探索 

 名大他との共同研究 MOA プロジェクトを推進し、重力マイクロレンズ現象を利用して系外惑星

の探索を継続した。ニュージーランドに 1.8m 望遠鏡を建設し、約 5 千万個の星を毎晩 10〜50 回

と高頻度で観測する事により、世界で初めて 1 日程度の短い増光現象を検出できる。これにより、

星から遠い軌道を回る惑星の存在量や、主星を持たない浮遊惑星を発見して、その存在量を見積も

り、それらの形成過程の解明を目指している。H28 年度は、6 個の系外惑星を発見した。 
 

1.2 原始惑星系円盤の高解像観測 

 ALMA 望遠鏡を用いたサブミリ波偏光の観測により、原始惑星系円盤においてダストが 1mm 以

上のサイズにまで成長していることを明らかにした。これは日独研究者グループによる国際共同研

究であり、ダストの自己散乱を検出した世界初の成果である。 
 
1.3 原始惑星系円盤を持つ天体のモニター観測 

円盤構造の時間変動現象を調べることを目的とし、原始惑星系円盤を持つ 12 天体のモニター観

測を可視・近赤外の計 5 バンドで継続した。観測には、独自に開発した宇宙科学研究所屋上望遠鏡

専用の可視・近赤外同時撮像カメラを用いている。今年度は新たに観測データを取得するとともに、

これまでのデータを用いて観測結果をまとめた。 
 
 
２. 宇宙遠赤外線干渉計、次世代宇宙赤外線望遠鏡 

 

2.1 大気球搭載型の宇宙遠赤外線干渉計 FITE のフライト準備 

 遠赤外線波長域（30-300 ミクロン）において 1 秒角の解像度による観測を実現するために、遠赤

外線干渉計（Far-Infrared Interferometric Telescope Experiment: FITE）を開発してきた。今年

度は気球フライトの機会が得られなかったため、装置の性能、信頼性、作業性を向上させるための

改造を行った。2018 年 4 月に初フライトを実施する計画である。 
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2.2 次世代宇宙赤外線望遠鏡 SPICA 

 我が国が主導する次世代宇宙赤外線望遠鏡SPICA（Space Infrared Telescope for Cosmology and 
Astrophysics）計画の実現に向けて、日本側研究代表者として、宇宙研はじめ国内関連研究者を統

合するとともに、ヨーロッパとの国際協力を推進した。これと並行して、太陽系外惑星の大気分光

のための観測装置の考案し、SPICA への搭載の検討を行なった。 
 

2.3 近赤外線重力マイクロレンズ望遠鏡 PRIME  
 世界初の近赤外線重力マイクロレンズ観測 PRIME 望遠鏡の建設を始めた。新たに口径 1.8m の

望遠鏡を製作し、NASA から最新の近赤外線アレイセンサーの供給を受けて、南アフリカ天文台が

建設するドームに設置する。これによって、恒星数密度が極めて高い銀河系のバルジ中心部方向に

ついても、手前の暗黒星雲を透過して重力マイクロレンズ現象を観測できるようになると期待され

る。 
 
2.4 太陽系外惑星大気分光観測用装置の開発 
 太陽系の外側の天体に生命現象の徴候を探すために、高安定赤外線分光装置の概念設計および基

礎実験を行った。将来の宇宙大赤外線望遠鏡に搭載することを想定して、性能シミュレーションを

行った。少なくとも、近傍星の周りの数個の地球型惑星あるいはスーパーアースについて、オゾン

や二酸化炭素の有無を検証できることが分かった。 
 

 

３. 国際協力 

 SPICA 計画は欧州 16 か国、米国、カナダとの共同プロジェクトとして実現を目指している。欧

州の代表はオランダ宇宙科学研究所 SRON（グロニンゲン大学）であり、密接な交流を行っている。

また太陽系外惑星の大気分光の実現に向けて、英国の UCL および University of Cardiff と共同で

研究を推進した。MOA の研究は、ニュージーランド、米国との共同研究である。米国 NASA の次

世代宇宙望遠鏡計画 WFIRST への日本の参加を推進する WFIRST ワーキンググループを宇宙科

学研究所に設置した。建設を始めた PRIME 計画は、NASA、南アフリカ天文台、アストロバイオ

ロジーセンターの参加による国際共同研究である。 
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２０１５年５月２８日改訂 

 

宇宙地球科学専攻の運営について (申し合わせ) 

 

（１） 運営の基本 

 ・ 専攻長を中心に風通しのよい教室運営を行う 

 ・ 教授・准教授・助教の差を小さくする 

 ・ 研究グループ制とし呼称は教授名又は講座名（研究内容）とする 

 ・ 研究教育の交流を図り、グループ間の壁を低くする 

 ・ 物理学専攻との連絡を密にする 

 

（２） グループ代表者会議 

 ・ 各グループより、全権を委任された１名の代表者で構成する 

 ・ 専攻長の相談組織とする 

 ・ 以下のような教室全体に関わる問題を審議し、円滑な教室運営をはかる（重要なものは教室会議

にかける） 

   概算要求事項、一般設備費等、建物、人事、共通予算、共通設備、教室事項、秘書、対外向けの

行事等 

 

（３） 教室会議 

 ・ 教室会議で構成員と決められた助教以上で構成する（特任教員、大学院生、ポスドク、秘書を含

むその他のスタッフはオブザーバーとして参加できる） 

 ・ 原則として月１回（学部研究科教授会の後の木曜日５：００から）開催する 

 ・ ３名で議長団を構成する（任期は１年） 

 ・ 人事を除き定足数は、外国出張を除く構成員の１／２以上とする 

 ・ 長期病欠等の場合、教室会議の議を経て海外出張者に準ずることができる 

 ・ 人事に関する議題は、原則として１週間前には通知する 

 ・ 人事に関する議題は、専任講師以上が議決権を持つ 

 ・ 人事に関するルールは、以下（４）に定める 

 ・ 審議事項 

  ・ 人事に関する事柄（分野の決定、人事委員会の構成、人事の決定、物理教室人事委員の推薦等） 

  ・ 予算に関する事柄（予算配分の決定、概算要求事項の審議、他の予算費目の審議等） 

  ・ 教育・研究に関する事柄（共通教育と専門教育、卒業研究の発表、年次研究報告会、大学院生

の発表等） 

  ・ その他（部屋、秘書体制、理学部より諮問があった問題、役割分担等） 

 

（４） 人事のルール 

 ・ 人事委員会は４−５名プラス物理教室から１名で構成する 

 ・ 人事委員会は以下のように構成する 

  ・教授人事は教授のみ 

  ・准教授人事は准教授以上 

  ・助教人事は専任講師以上 

 ・ 教室会議で提案し、１週間以降の教室会議で投票する 

  ・いずれも専任講師以上の２／３以上の出席を要する（外国出張は除く） 

  ・長期病欠等の場合、教室会議の議を経て海外出張者に準ずることができる 

  ・全ての人事について不在者投票を認める 

  ・投票総数の 2/3 以上の可が必要 

- 122 -



宇宙地球科学専攻における特任教員の扱いについて 
2014 年 12 月 11 日(教室会議で承認) 

宇宙地球科学専攻長、常深 博 
 
1.専攻に所属する特任教授、特任准教授、特任助教(まとめて特任教員と呼ぶ)は、原則とし

て教員選考と同じ基準で選考する。その手順については教室会議の議を経て簡素化できる。 
 
2.専攻に所属する特任教員は、教員と協力して専攻の活動に貢献するものとする。 
 
3.専攻に所属する特任教員は、原則として教室会議にオブザーバーとして参加できる。 
 
4.専攻に所属する特任教員は、その雇用形態に応じて、必要な義務を負い、責任を果たすも

のとする。その内容は、別途教室会議の審議を経て決定する。 
 
5.専攻に所属する特任教員の活動について、疑義が生じた場合には、専攻長が教室会議に発

議して審議する。 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №294 
【日 時】 2016年 4月 28日（木）17：00～ F313 

【議 長】  住 貴宏 【記 録】 久冨 修 

【出席者】 

近藤 忠 佐々木 晶     

芝井 広 寺田健太郎 中嶋 悟    

大高 理 佐伯 和人 住 貴宏 谷口 年史   

久冨 修 藤田 裕 湯川 諭    

青山 和司 桂  誠 河井 洋輔 境家 達弘 富田 賢吾  

松尾 太郎      

オブザーバー 中井 光男 坂和 洋一 重森 啓介   

委員 30名中 出席者 18 名 定足数 15 名 

 海外出張者 1 名   
【新年度確認事項】 

1） 協力講座構成員について、レーザー研の中井・坂和・重森氏の紹介があった。 

2） 専攻の申し合わせについて、確認がなされた。 

 

【報告・連絡事項】 

3） 近藤専攻長より、学部学生の異動について、報告があった。 

4） 近藤専攻長より、平成２８年度「介護等の体験」について、協力の要請があった。 

5） 近藤専攻長より、平成２８年度「教育実習」について、協力の要請があった。 

6） 近藤専攻長より、大学院学生の入学者確定数について、報告があった。 

7） 近藤専攻長より、平成２８年度博士課程教育リーディングプログラム履修生について、報告があっ

た。 

8） 近藤専攻長より、博士学位授与後の博士論文インターネット公表（大学機関リポジトリ掲載） 状

況等について、報告と協力要請があった。 

9） 近藤専攻長より、理学研究科委員会委員に中井氏が就任する旨、報告があった。 

10） 近藤専攻長より、平成２８年度研究科内委員会委員について、現状の報告と協力の要請があった。 

11） 近藤専攻長より、平成２８年度緊急連絡網について、報告があった。 

12） 近藤専攻長より、平成２９年度電子的情報基盤資料の契約見直しに係る調査が行われる旨の説明が

あった。 

13） 近藤専攻長より、汎用コンピュータ契約のデータベースの契約更新について、報告があった。 

14） 近藤専攻長より、平成２８年度ＴＡ経費各専攻配分について、報告があった。 

15） 近藤専攻長より、平成２８年度運用ポスト状況について、報告があった。 

16） 近藤専攻長より、教員の業績評価について、協力の要請があった。 

17） 近藤専攻長より、大学院新英語コース検討ＷＧが設置され、芝井氏が委員として参加する旨、報告

があった。 

18） 近藤専攻長より、JSPS特別研究員の採択状況について、報告があった。 

19） 近藤専攻長より、理学研究科の光熱費等について、報告があった。 

20） 近藤専攻長より、オーストラリアマッコリー大学からの表敬訪問について、報告があった。 

21） 近藤専攻長より、大学院入試関係の日程が決定した旨、報告があった。 

22） 芝井大学院教育教務委員長より、成績不振学生への対応について、報告があった。 

23） 芝井大学院入試委員長より、外国人特別入試について、報告があった。 

24） 芝井ブロック安全衛生管理委員より、理学研究科安全衛生関連 HPに関して、説明があった。 

25） 湯川前学部教育教務委員より、H29年度からクウォーター制に移行する旨、報告があった。 

26） 大高オープンキャンパス委員より、オープンキャンパスの準備について、説明があった。 

27） 寺田広報委員より、理学部紹介パンフレットへの協力の要請があった。 

28） 寺田 WEB情報委員長より、情報提供の要請があった。 

 

【議題】 

1） 近藤専攻長より、学生の PC必携化について説明があり、議論がなされた。 

2） 近藤専攻長より、大学院説明資料の書式について説明があり、議論がなされた。 

 

【次回】 教室会議： 2016年 5月 19日(木）17：00～ F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №295 
【日 時】 2016年 5月 19日（木）17：00～18:15 F313 

【議 長】 住 貴宏 【記 録】 寺崎 英紀 

【出席者】 

川村 光 近藤 忠 佐々木 晶    

芝井 広 中嶋 悟 長峯健太郎    

植田 千秋 大高 理 佐伯 和人 住 貴宏 谷口 年史 寺崎 英紀 

久冨 修 廣野 哲朗 藤田 裕 山中 千博 湯川 諭  

青山 和司 桂  誠 境家 達弘 谷 篤史 富田 賢吾  

橋爪 光 松尾 太郎 薮田ひかる    

委員 30名中 出席者 25 名 定足数 15 名 

 海外出張者  名   

【報告・連絡事項】 

1） 近藤専攻長より、平成２８年度当初配分(案)について状況説明があった。 

2） 近藤専攻長より、平成２８年度「介護等の体験」について協力要請があった。 

3） 近藤専攻長より、特別聴講学生(留学生)の受け入れについて、説明があった。 

4） 近藤専攻長より、電子ジャーナル購読希望調査について、理学研究科での購読希望順位付け結果の

説明があった。（意見は 6/2まで受付） 

5） 川村前理学部入試実施委員より、世界適塾入試の実施・概要について説明があった。 

6） 近藤専攻長より、ＦＤ研修について開催報告および今後開催分の紹介、参加要請があった。 

7） 佐伯氏より、地球惑星連合大会での阪大ブースに掲示するポスター内容について説明があった。 

8） 大高オープンキャンパス委員より、物理の模擬講義について依頼があった。またオープンキャンパ

ス開催の協力要請があった。 

9） 芝井理学研究科ブロック安全衛生委員より、事故報告があり注意喚起の要請があった。資格取得希

望調査の紹介があった。 

10） 芝井大学院入試委員長より、入試募集要項の pdf化について説明があった。 

11） 山中理学部分析機器運営委員より、分析機器運営委員会の開催報告があった。 

12） 長峯氏より、オーストラリアマッコーリー大学訪問団関係者の宇宙地球科学セミナー開催予定の報

告があった。 

 

【議題】 

1） 長峯教務委員長より、演義科目の試験の有無及びコース分けについて説明があり、議論がなされた。 

 

 

【次回】 教室会議： 2016年 6月 9日(木）17：00～ F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №296 
【日 時】 2016年 6月 9日（木）17：00～ F313 

【議 長】 寺崎 英紀 【記 録】 久冨 修 

【出席者】 

川村 光 近藤 忠 佐々木 晶    

芝井 広 寺田健太郎 中嶋 悟 長峯健太郎   

植田 千秋 大高 理 佐伯 和人 住 貴宏 谷口 年史 寺崎 英紀 

林田 清 久冨 修 廣野 哲朗 藤田 裕 山中 千博 湯川 諭 

青山 和司 桂  誠 河井 洋輔 境家 達弘 谷 篤史  

中嶋 大 橋爪 光 松尾 太郎 薮田ひかる   

オブザーバー 中井 光男 坂和 洋一 重森 啓介   

委員 30名中 出席者 28 名 定足数 15 名 

 海外出張者 １ 名   

 

【報告・連絡事項】 

1） 近藤専攻長より、平成２８年度当初配分見込みについて、概要が報告されたた。 

2） 近藤専攻長より、特別聴講学生の受入がある旨、報告があった。 

3） 近藤専攻長より、特別研究学生（留学生）の受入がある旨、報告があった。 

4） 近藤専攻長より、第 125回国立大学法人 10大学理学部長会議について、報告があった。 

5） 近藤専攻長より、大学院入試説明会が 6/11に行われる旨、協力の要請があった。 

6） 近藤専攻長より、大学院英語コースの検討 WGに芝井氏が参加する旨、報告があった。 

7） 近藤専攻長より、マッコリー大学との交流協定について現状の報告があり、宇宙地球科学セミナー

への参加依頼があった。 

8） 寺崎情報資料室運営委員より、電子ジャーナル希望調査について報告があった。 

9） 林田専攻 HP作製委員より、専攻 HPの改訂について報告があった。 

10） 近藤専攻長より、専攻秘書室体制について状況の報告があった。 

11） 議長団より、8/10にビアパーティーが開催される旨、連絡があった。 

 

【議題】 

1） 長峯物理学科教務委員長より、演義のクラス分けおよびスリム化に関して説明があり、議論がな

された。また、各分野ごとの講義負担、コア科目、オナーセミナーに関して議論がなされた。 

 

 

【次回】 臨時教室会議： 2016年 7月 21日(木)17：00～ F313 

        教室会議：  2016年 7月 28日(木)17：00～ F313 
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宇宙地球科学専攻 臨時教室会議議事録  №297 
【日 時】 2016年 7月 21日（木）17：00～ F313 

【議 長】 住 貴宏 【記 録】 久冨 修 

【出席者】 

常深 博 近藤 忠 佐々木 晶    

芝井 広 寺田健太郎 中嶋 悟 長峯健太郎   

植田 千秋 大高 理 佐伯 和人 住 貴宏 谷口 年史 寺崎 英紀 

林田 清 久冨 修 廣野 哲朗 湯川 諭   

青山 和司 河井 洋輔 境家 達弘 谷 篤史 富田 賢吾  

中嶋 大 橋爪 光 松尾 太郎    

オブザーバー 中井 光男 坂和 洋一 重森 啓介   

委員 30名中 出席者 25 名 定足数 15 名 

 海外出張者 １ 名   

【報告・連絡事項】 

1） 近藤専攻長より、平成２８年度当初予算案について、報告があった。 

2） 近藤専攻長より、長峯研で特別聴講学生（留学生）を受け入る旨、報告があった。 

3） 近藤専攻長より、中国政府「国家建設高水平大学公派研究生項目」学位取得博士研究生の免除要項

について、説明があった。 

4） 近藤専攻長より、理学研究科 RI使用施設（放射線施設）の緊急連絡網が変更された旨、報告があ

った。 

5） 近藤専攻長より、エルゼビア社電子ジャーナルの購読希望タイトル調査結果について、報告があっ

た。 

6） 近藤専攻長より、汎用コンピューターの契約データベースの更新について、希望調査がある旨、説

明がなされた。 

7） 近藤専攻長より、出張手続き等が 11月から変更される旨、報告があった。 

8） 近藤専攻長より、コンプライアンス教育を次回の教室会議に合わせて行う旨、連絡があった。 

9） 近藤専攻長より、卒業研究発表会を 1/28に実施すべく調整中である旨、説明があった。 

10） 芝井大学院入試委員会委員長より、宇宙地球科学専攻の２次入試関連の日程に関して、報告があっ

た。 

11） 芝井大学院教育教務委員長より、学部・大学院学生の不正行為への対応について説明があった。 

12） 芝井ブロック安全衛生委員より、自転車の保険、各教員の取得免許に関する調査、軍事に関連する

可能性がある研究について、説明と注意喚起があった。 

13） 大高オープンキャンパス委員より、オープンキャンパスへの協力要請があった。 

 

【議題】 

1） 近藤専攻長より、平成２８年度宇宙地球科学専攻の当初予算案について説明があり、承認された。 

2） 近藤専攻長より、マッコーリー大学との交流協定の締結について説明があり、議論ののち承認され

た。 

3） 近藤専攻長より、教務関連事項について、新カリキュラムが平成 31年度に開始される旨の説明が

あった。長峯教務委員長より、共通教育地学系教科、科学英語基礎、理学への招待、大学院科目

の相互乗り入れに関して説明があり、議論がなされた。 

4） 芝井大学院新英語コース検討ワーキンググループ委員より、大学院五年一環コースについて説明が

あり、議論がなされた。 

5） 近藤専攻長および佐々木人事委員会委員長より、惑星物質学助教人事について候補者の説明が

あり、議論がなされた。この人事は次回教室会議で投票に付される。 

 

【次回】 教室会議： 2016年 7月 28日(木）17：00～ F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №298 
【日 時】 2016年 7月 28日（木）17：00～ F313 

【議 長】 寺崎 英紀 【記 録】 住 貴宏 

【出席者】 

常深 博 川村 光 近藤 忠 佐々木 晶   

芝井 広 寺田健太郎 中嶋 悟 長峯健太郎   

植田 千秋 大高 理 佐伯 和人 住 貴宏 谷口 年史 寺崎 英紀 

林田 清 廣野 哲朗 藤田 裕 湯川 諭   

青山 和司 河井 洋輔 境家 達弘 谷 篤史 富田 賢吾  

中嶋 大 薮田ひかる     

オブザーバー 中井 光男 ルカ バイオッティ    

委員 30名中 出席者 25 名 定足数 15 名 

 海外出張者   0 名   

【報告・連絡事項】 

1） 近藤専攻長より、専攻秘書室体制の変更について、報告があった。 

2） 近藤専攻長より、平成 28年度大阪大学ファカルティ・ディベロップメント（FD）フォーラムの実

施について、報告があった。 

3） 近藤専攻長より、平成 28年度教育の国際化のためのＦＤワークショップについて、報告があった。 

 

【議題】 

1） 藤田理学部プロジェクト教育実施委員会委員より、物理学科オナープログラムについて説明があり、

議論がなされた。 

2） 近藤専攻長より、物理学科卒業研究の留学補助について説明があり、議論がなされた。 

3） 惑星物質学グループ助教人事について、佐々木人事委員会委員長より、木村 淳氏を候補者とす

る旨説明があった。その後、投票が行われ可決された。 

 

【次回】 教室会議： 2016年 9月 8日(木）17：00～ F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №299 
【日 時】 2016年 9月 8日（木）17：00～18:30 F313 

【議 長】 住 貴宏 【記 録】 寺崎 英紀 

【出席者】 

常深 博 近藤 忠     

芝井 広 寺田健太郎 中嶋 悟 長峯健太郎   

植田 千秋 佐伯 和人 住 貴宏 谷口 年史 寺崎 英紀  

久冨 修 廣野 哲朗 藤田 裕 湯川 諭   

桂  誠 河井 洋輔 境家 達弘 谷 篤史 富田 賢吾  

中嶋 大 松尾 太郎     

オブザーバー 中井 光男 ルカ バイオッティ    

委員 30名中 出席者 22 名 定足数 15 名 

 海外出張者 3 名   

【報告・連絡事項】 

近藤専攻長より、 

1） 平成 28年度非常勤講師授業計画について報告があった。 

2） 平成 28年度第２学期理学研究科行事予定（特に学位審査および二次募集日程）について、説明が

あった。（博士公聴会 2/6-8、修士発表会 2/14-15） 

3） 理学研究科及び理学部における招聘教員等選考基準の了解事項の一部改正について報告があった。 

4） 次期研究科長候補者選考に関する今後の日程（案）について説明があった。 

5） 協力講座について説明があった。 

6） 平成 28年９月期理学研究科「修士学位記」・「博士学位記」授与式の挙行について報告があった。 

7） 女性教員の採用に係る大学留保ポスト支援制度について説明があった。 

8） データベース「SciFinder」「Reaxys」の継続希望調査について、理学研究科では回答保留する旨

の報告があった。 

9） 平成 28年度理学研究科等消防訓練（10/5(水）13:30〜）と防災教育(10/7（金）13:00〜)が実施さ

れる旨の報告があり、協力依頼があった。 

10） 平成 29年度博士前期課程入学試験の結果発表が行われた旨の報告があった。来年度より物理学専

攻の東京入試は中止する旨の報告があった。 

11） マチカネワニレプリカが 10/3まで博物館に貸出される旨の報告があった。 

12） 将来展望ワークショップが 10/22に開催される旨の報告があった。 

13） オーストラリア・マッコーリー大学との交流協定が締結された旨の報告があった。 

14） 佐々木研の助教人事が承認された旨の報告があった。 

 

【議題】 

1） 長峯物理学科教務委員長より、宇宙地球科学科目に関する授業コード（ナンバリング）についての

説明があった。また新学事暦（４学期制）の概要およびスケジュールの説明があり、議論がなされ

た。 

2） 佐伯氏より、来年に阪大で惑星科学会が開催される旨の報告があった。学会開催にあたり宇宙地球

科学専攻との共催要請があり、議論ののち承認された。 

3） 近藤専攻長より、高エネルギー天文学教授人事について候補者の説明があり、議論がなされた。こ

の人事は次回臨時教室会議で投票に付される。 

 

【次回】 臨時教室会議： 

教室会議： 

2016年 9月 23日（金）17：00～／F313 

2016年 10月 20日(木) 17：00～／F313 
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宇宙地球科学専攻 臨時教室会議議事録  №300 
【日 時】 2016年 9月 23日（金）17：00～ F313 

【議 長】 住 貴宏 【記 録】 久冨 修 

【出席者】 

川村 光 近藤 忠     

芝井 広 寺田健太郎 中嶋 悟    

植田 千秋 大高 理 佐伯 和人 住 貴宏 谷口 年史 寺崎 英紀 

林田 清 久冨 修 廣野 哲朗 藤田 裕 山中 千博 湯川 諭 

青山 和司 河井 洋輔 境家 達弘 富田 賢吾   

松尾 太郎      

      

委員 30名中 出席者 22 名 定足数 15 名 

 

 

海外出張者 1 名   

教授・准教授 20名 定足数：14名 出席数：16名 

投票数：18 

 

【議題】 

高エネルギー天文学グループ教授人事について、近藤人事選考委員会委員長より、松本浩典氏を候補

者とする旨説明があり議論がなされた。投票の結果、この人事は可決された。 

 

【次回】 教室会議： 2016年 10月 20日(木) 17：00～／F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №301 
【日 時】 2016年 10月 20日（木）17：00～ F313 

【議 長】 久冨 修 【記 録】 住 貴宏 

【出席者】 

常深 博 川村 光 近藤 忠 佐々木 晶   

寺田健太郎 中嶋 悟 長峯健太郎    

植田 千秋 大高 理 住 貴宏 谷口 年史   

林田 清 久冨 修 廣野 哲朗 藤田 裕 山中 千博 湯川 諭 

青山 和司 桂  誠 河井 洋輔 境家 達弘 富田 賢吾  

松尾 太郎 木村 淳     

オブザーバー 重森 啓介     

委員 30名中 出席者 24 名 定足数 15 名 

 海外出張者  名   

【報告・連絡事項】 

1） 近藤専攻長より、間接経費の追加配分について報告があった。 

2） 近藤専攻長より、センター試験の実施日程について報告があった。 

3） 近藤専攻長より、平成 28年度招聘研究員等の受入について報告があった。 

4） 近藤専攻長より、研究交流棟の進捗状況について報告があった。 

5） 近藤専攻長より、マッコリー大学術交流協定調印式について報告があった。 

6） 長峯物理学科教務委員長より、次年度カリキュラム及び講義科目担当調整について（学部）報告が

あった。 

7） 寺田大学院教育教務委員より、次年度カリキュラムについて（大学院）報告があった。 

8） 近藤専攻長より、エルゼビア電子ジャーナルの追加購読希望調査について報告があった。 

9） 近藤専攻長より、概算設備に対する会計検査院からの意見について報告と協力要請があった。 

10） 廣野全学教育推進機構兼任教員より、サイエンスコモンズの完成について報告があった。 

 

【議題】 

1） 近藤専攻長より、大学院入試における判定会議の体制について説明があった。大学院２次募集の判

定会議への物理学専攻からの出席の必要性について問い合わせがあり、議論がなされた。 

2） 近藤専攻長より、地学オリンピック参加者配付用パンフレットへの専攻紹介について説明があった。

１ページの専攻紹介を載せることで協賛をする提案があり、議論ののち承認された。 

3） 寺田広報委員より、施設見学（兵庫県立宝塚北高校・１１/２４<木>）について説明があった。住

広報委員が模擬授業を担当し、その後、各研究室に分かれて施設見学をしてもらうことが承認され

た。 

4） 寺田大学院入試委員より、入試合格者発表までの時間を短縮しホームページに提示する提案があり、

議論がなされた。 

5） 寺田大学院入試委員より、入学者選抜業務におけるガイドラインの改定案について説明があり、議

論がなされた。ガイドラインを改定することが承認された。 

6） 近藤専攻長より、研究科長選挙規定・内規に関する申し合わせの改定について説明があり、議論が

なされた。 

7） 近藤専攻長より、宇宙進化グループの特任助教人事を開始する旨提案があり、承認された。人事委

員会を、長峯（委員長）、芝井、寺田、林田、藤田で構成することが提案され、承認された。 

 

【次回】 教室会議： 2016年 11月 24日(木) 17：00～／F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №302 
【日 時】 2016年 11月 24日（木）17：00～ F313 

【議 長】 住 貴宏 【記 録】 寺崎 英紀 

【出席者】 

常深 博 川村 光 近藤 忠 佐々木 晶   

芝井 広 寺田健太郎 中嶋 悟 長峯健太郎   

植田 千秋 大高 理 佐伯 和人 住 貴宏 谷口 年史 寺崎 英紀 

林田 清 藤田 裕 湯川 諭    

青山 和司 桂  誠 河井 洋輔 木村 淳 境家 達弘 富田 賢吾 

橋爪 光 薮田ひかる     

オブザーバー      

委員 30名中 出席者 25 名 定足数 15 名 

 海外出張者  名   

【報告・連絡事項】 

近藤専攻長より、 

1） 新学事暦（4学期制）の導入について、説明があった。 

2） 世界適塾ＡＯ入試について、説明があった。 

3） ＴＡ制度の見直しについて、これまでの JTA,TA,STAから来年度より TAに一本化し、加えて新たに

Teaching Fellow制度が開設される旨の説明があった。 

4） 節電について、今年度の電力使用量の説明があり、節電の協力要請があった。 

5） 高エネルギー天文学グループ教授人事について、松本浩典氏が教授会で承認された旨の報告があっ

た（来年度 4月着任予定）。また薮田ひかる氏が来年 1月に広島大に栄転される旨の報告があった。 

6） オーストラリア・マッコリー大学との交流協定が締結された旨の報告があった。 

7） 植田国際交流委員より、専攻の国際交流実績に関し、理学研究科ホームページ公開について協力要

請があり、承認された。 

 

【議題】 

1） 次年度専攻長について、近藤現専攻長が引き続き担当することが承認された。 

2） 次年度連合大会へのブース参加について、議論ののち来年度もブース参加することが承認された。 

3） 新テストにおける国語科目の採点について、議論がなされた。 

4） 湯川コア科目ワーキンググループ委員より、コア科目の自然科学実験について議論がなされた。 

5） 宇宙進化グループ特任助教人事について、長峯人事委員会委員長より、岩崎一成氏を候補者とする

旨説明があった。その後投票が行われ、可決された。 

 

【次回】 教室会議： 2016年 12月 8日(木) 17：00～／F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №303 
【日 時】 2016年 12月 8日（木）17：00～ F313 

【議 長】 寺崎 英紀 【記 録】 久冨 修 

【出席者】 

常深 博 近藤 忠 佐々木 晶    

芝井 広 寺田健太郎 中嶋 悟 長峯健太郎   

大高 理 佐伯 和人 住 貴宏 谷口 年史 寺崎 英紀  

林田 清 久冨 修 廣野 哲朗 藤田 裕   

青山 和司 桂  誠 境家 達弘 富田 賢吾   

橋爪 光      

オブザーバー      

委員 30名中 出席者 21 名 定足数 15 名 

 海外出張者  名   

【報告・連絡事項】 

1） 近藤専攻長より、新テストにおける国語科目の採点について、報告があった。 

2） 近藤専攻長より、共同研究講座が設置される旨、報告があった。 

3） 近藤専攻長より、専攻予算の繰り越しについて、状況の説明があった。 

4） 大高理学部教育教務委員より、講義室の稼働率およびシラバス登録について、状況の報告があった。 

5） 寺田大学院教育教務委員より、シラバス入力の要請と、大学院講義のナンバリングについて説明が

あった。 

 

【議題】 

1） 近藤専攻長より、研究科長選挙の状況と特任教員の選挙権について説明があり、議論がなされた。 

 

【次回】 教室会議： 2017年 1月 26日(木) 17：00～／F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №304 
【日 時】 2017年 1月 26日（木）17：00～ F313 

【議 長】 住 貴宏 【記 録】 久冨 修 

【出席者】 

常深 博 川村 光 近藤 忠    

芝井 広 寺田健太郎 中嶋 悟 長峯健太郎   

大高 理 佐伯 和人 住 貴宏 寺崎 英紀   

林田 清 久冨 修 湯川 諭    

青山 和司 境家 達弘 富田 賢吾    

橋爪 光 松尾 太郎     

オブザーバー 中井 光男    

 

 

委員 29名中 出席者 19 名 定足数 15 名 

 海外出張者 0 名   

      

教授・准教授 20名 中 定足数  14  名  出席者  14 名 

 

【報告・連絡事項】 

1） 近藤専攻長より、教育研究基盤経費配分方法の変更案について、報告があった。 

2） 近藤専攻長より、今年度の残予算状況について、説明があった。 

3） 近藤専攻長より、転部志願者について、報告があった。 

4） 近藤専攻長より、非常勤講師授業計画について、報告があった。 

5） 近藤専攻長より、学位論文審査委員会委員の就任について、報告があった。 

6） 近藤専攻長より、大学院学生の異動について、報告があった。 

7） 近藤専攻長より、サバティカル制度の利用について、状況の説明があった。 

8） 近藤専攻長より、次年度専攻長・学科長について、報告があった。 

9） 近藤専攻長より、南部陽一郎ホール管理運営規程が制定された旨、報告があった。 

10） 近藤専攻長より、研究科長選挙における内規の変更に関して、報告があった。 

11） 近藤専攻長より、センター試験及び個別学力検査について、状況の報告と注意喚起があった。 

12） 近藤専攻長より、カリキュラム反省会が 4/6（木）に実施される旨、説明があった。 

13） 近藤専攻長より、専攻からの概算要求について、説明があった。 

14） 近藤専攻長より、橋爪氏が栄転する旨の報告があった。 

15） 芝井ブロック安全衛生委員より、盗難への注意喚起などの報告があった。 

16） 芝井安全保障貿易管理アドバイザーより、事前確認シートに関して報告があった。 

17） 芝井大学院教育教務委員長より、シラバス入力への協力要請があった。 

18） 芝井就職担当より、来年度の求人状況についての説明があった。 

 

【議題】 

1） 近藤専攻長より、寺田研准教授人事が提案され、承認された。人事委員会を、寺田（委員長）・近

藤・中嶋・佐々木・長峯・豊田（物理専攻）で構成することが提案され、承認された。 

 

【次回】 教室会議： 2017年 2月 23日(木) 17：00～／F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №305 
【日 時】 2017年 2月 23日（木）17：00～ F313 

【議 長】 久冨 修 【記 録】 寺崎 英紀 

【出席者】 

常深 博 近藤 忠     

芝井 広 中嶋 悟 長峯健太郎    

植田 千秋 大高 理 佐伯 和人 谷口 年史 寺崎 英紀  

久冨 修 廣野 哲朗 藤田 裕    

青山 和司 桂  誠 木村 淳 富田 賢吾   

中嶋 大 橋爪 光 松尾 太郎    

オブザーバー 中井 光男     

委員 29名中 出席者 20 名 定足数 15 名 

 海外出張者 1 名   

【報告・連絡事項】 

近藤専攻長より、 

1） 平成 28年度基礎科学研究者養成プロジェクト及び大学院オナー特別コース研究成果発表会が開催

される旨報告があり、参加要請があった。（日時：3/3（金）14:30〜、場所： D403） 

2） 第 9回理学研究フォーラム及び第 7回研究交流セミナーが開催される旨報告があり、参加要請があ

った。 (日時：3/3（金）10:00〜、場所：D501） 

3） 大学院理学研究科ティーチング・アシスタント実施要項等の一部改正について、説明があった。 

4） 平成 28年度卒業式・学位記授与式について,報告があった。日時・場所については次の通り。   

卒業式：3/22(水）11:00-12:00（大阪城ホール）        

学位記授与式：物理学科 15:00〜(H701)、博士前期 16:00〜(F313)、博士後期 17:00〜(D501) 

5） 専攻共通部整備に関する物品について、説明があった。 

6） 芝井就職担当より、博士学位取得者用の企業の就職枠について報告があった。 

 

【議題】 

1） 近藤専攻長より 2017年度役割分担について説明・提案があり、承認された。 

2） 近藤専攻長より 2017年度招へい教員について説明があった。 

3） 近藤専攻長より世界適塾 AO入試について説明があり、議論がなされた。 

 

【次回】 教室会議： 2017年 3月 9日(木) 17：00～／F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №306 
【日 時】 2017年 3月 9日（木）17：00～ F313 

【議 長】 寺崎 英紀 【記 録】 久冨 修 

【出席者】 

常深 博 川村 光 近藤 忠 佐々木 晶   

芝井 広 中嶋 悟 長峯健太郎    

植田 千秋 大高 理 佐伯 和人 谷口 年史 寺崎 英紀  

久冨 修 藤田 裕 湯川 諭    

桂  誠 河井 洋輔 境家 達弘 富田 賢吾   

松尾 太郎      

      

委員 29名中 出席者 20 名 定足数 15 名 

 海外出張者  1 名   

【報告・連絡事項】 

1） 近藤専攻長より、平成 28年度卒業者の決定及び楠本賞・理学部賞の受賞者について報告があった。 

2） 近藤専攻長より、平成 28年度卒業者のオナープログラム修了者（３名）について報告があった。 

3） 近藤専攻長より、平成 29年度学部科目等履修生について報告があった。 

4） 近藤専攻長より、平成 29年度大学院科目等履修生（10名）について、報告があった。 

5） 近藤専攻長より、学部学生の異動について、状況の報告があった。 

6） 近藤専攻長より、大学院学生の異動について、報告があった。 

7） 近藤専攻長より、4/4（火）に平成 29年度新入生学部別履修指導および 4/3（月）に新入生保護者

懇談会が行われる旨、連絡があった。 

8） 近藤専攻長より、4/5（水）に理学研究科ＴＡおよびＴＦオリエンテーションが開催される旨、連

絡があった。 

9） 近藤専攻長より、大阪大学理学部規程の一部改正（案）について、説明があった。 

10） 近藤専攻長より、大阪大学大学院理学研究科規程の一部改正（案）について、説明があった。 

11） 近藤専攻長より、常深氏が平成２９年度招へい研究員として登録される旨、報告があった。 

12） 近藤専攻長より、次年度役割分担の修正について、説明があった。 

13） 近藤専攻長より、理学部入試における問題点について、状況が説明された。 

14） 近藤専攻長より、大学院入試における問題点について、説明があった。 

15） 中嶋氏より、省エネ対策が効果をあげている旨の報告があった。 

16） 近藤専攻長より、住氏が日本天文学会・林忠四郎賞を受賞する旨の連絡があった。 

17） 芝井氏より、日本学術会議における軍事研究への参画に関する議論について、説明があった。 

 

【議題】 

1） 長峯氏より、ケンタッキー大学との部局間交流協定についての提案があり、承認された。 

2） 近藤専攻長より、次回教室会議を 4月 13日に開催することが提案され、了承された。 

 

【次回】 教室会議： 2017年 4月 13日(木) 17：00～／F313 
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Ｆ棟エントランス ロビーについて 

 

理学部Ｆ棟の建設計画は平成2年から開始された。すなわち昭和39年に建設された理学部建物の老朽

化に伴い、学部全体の改築および新造が計画されたが、Ｆ棟はその端緒になるべく、階段教室、オープ

ンスペースの研究室、天体望遠鏡をもつ天文ドームなど、当時としては斬新なプランが立てられた。し

かしながら、予算や基準面積の縛り、非常時の避難経路の確保など種々の制限により、通常構造の部屋

配置を有する現Ｆ棟の西半分の建物が竣工された。以来、理学部物理系・宇宙地球科学科の時代を経て、

大学院重点化以降は、主として宇宙地球科学専攻が使用している。 

Ｆ棟玄関については、池谷元伺教授（当時・故人）などの発案で、新しい学科の象徴的な存在として、

アピール性のある装飾を施すことが議論され、地球科学的に興味ある石材を具象化したデザインが採用

された。このときの内装関係の資金上の問題は、理学部Ｆ棟の建設担当であった㈱五洋建設のご厚意、

委任経理金の支援、有志の方々のご寄附によりまかなわれた。これらの天然石材は、21億年前に形成さ

れた世界最大の貫入岩体を構成する斑れい岩、12 億年前の波の痕の化石、10 億年前に炭酸ガスを固定

したシアノバクテリアが作ったストロマトライト、プレートテクトニクスの考えに先駆けた地層逆転構

造で有名な秋吉台の石炭岩（フリズナ・腕足貝化石入り）などがあり、地球の歴史を伝える貴重な試料

でもある。 

 2004年（16年度）には、これに加えて、「本専攻のテーマたる宇宙と地球をイメージできるもの、お

よび手に触れることのできる地球科学的試料」というコンセプトのもとに、岩石鉱物試料・大型化石プ

レート・マチカネワニ下顎のレプリカの展示、Ｆ棟エントランス天井部分への星図の表示、専攻名の入

ったプレートの設置がおこなわれた。これは理学研究科「平成16年度競争資金に係る間接経費執行計画」

における「Ｆ棟エントランス玄関ロビーの学生の教育・啓蒙目的での整備」に基づくものである（委員：

𡈽山 明、山中千博、佐伯和人、小柳光正、鳥居研一）。これらは、大学祭、オリエンテーションや講

義、公開講座の折りに紹介、説明され、教育研究や広報活動の面で役立っている。 

 

１）岩石鉱物試料 

 壁面石材以外のもので、地球科学的に興味ある岩石・鉱物試料を各15点選定した。独立行政法人・産

業技術総合研究所・地質標本館には一部の鉱物標本の寄贈をお願いした。豊遥秋博士（地質標本館前館

長・当時）には標本寄付を仲介していただいた。地球内部のマントルからもたらされたカンラン岩、世

界最古の岩石のひとつであるカナダ・アキャスタ地域の片麻岩（39.6億年前）、1990年代に噴火した雲

仙普賢岳の岩石（デイサイト）、縄文～古墳時代の権威の象徴であった糸魚川の翡翠（ひすい）、大型

水晶、かつては資源大国であった明治～昭和初期の日本を象徴する鉱石標本（日立鉱山産硫化鉄鉱・北

海道稲倉石鉱山産菱マンガン鉱）などである。 

 

２）大型化石プレート 

 1995年に故池谷名誉教授が、ドイツ（ボン）の地質標本業者Horst Burkard Mineralien Fossilien, よ

り購入した3点の化石プレートの展示が実現した。試料はそれぞれ、カンブリア紀中期の三葉虫

（Acadoparadoxides briareus）、デボン紀の直角貝化石（Orthoceras Fossil Plate）、およびアンモ

ナイト（Ammonite: Clymenia plate with Orthoceras）で、モロッコ、サハラ付近の産である。 
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３）マチカネワニ上顎・下顎部 

 マチカネワニは理学部の建設地から1964年に発掘された日本で初めて発見されたワニ類の化石であ

り、現在大阪大学総合学術博物館待兼山修学館に実物と復元骨格が展示されている。Ｆ棟玄関には、上

顎のレプリカ（ガラスケース入り）と下顎のレプリカを展示している。冨田幸光国立科学博物館地学研

究部古生物第三研究室長には同博物館のレプリカ作成室でマチカネワニ下顎レプリカの作成にご尽力

いただいたほか、展示方法に関して様々なアドバイスをいただいた。実際の製作はレプリカ作成室円尾

博美氏にお世話になった。また江口太郎教授（当時、大阪大学総合学術博物館長）にはレプリカを作る

ためのマチカネワニの原型データの提供や、解説のための各種資料を提供いただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            マチカネワニ下顎部  

４）天井星図 

 東洋や西洋の歴史的な星図、装飾的な星図等、色々な可能性を議論した後に、現代の科学教育という

観点から、実用的な星座早見盤のデザインを選定した。これは日本天文学会編、三省堂刊の「世界星図

早見」の北天の星図に基づいた。この図版の特徴は 4.5等星より明るい約900の恒星、天の川と星座等

が星表のデータに基づいてコンピュータで忠実に描かれていることである。（株）三省堂と日本天文学

会には、図案の使用を快諾頂いた。 

 

５）専攻名プレート（1200×300×30mm） 

 ステンレス製SUS304 のプレートに文字高さ100mmで「宇宙地球科学研究棟」と、縦にレーザー切文字

加工したもの。 

 
 

展示内容に関しては、今後も機会あるごとに内容の充実と更新を行う考えである。このロビーが、文

字通り「開かれた大阪大学・宇宙地球科学専攻の玄関」となることを期待したい。1995年におけるＦ棟

玄関ロビーの整備については当時の学科パンフレット「未踏のフロンティア」p18-23に詳しい写真と説

明がある。ここに改めて、国費でまかなえなかった部分をご寄付頂いた個人、団体、企業の名を記して、

感謝を申し上げたい。 

 裏 克己（阪大名誉教授）、金森順次郎（元阪大総長）、理学部同窓会、宇宙地球科学科有志 

大和地質研究所、日本電子、住友特殊金属、日本ペイント、サンハイ、オクエンテール 
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